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序章 本論文 のテーマ ・方 法 と構成

第1節 本論 文 のテー マ と方 法

本論 文 は、在 日コ リア ン高 齢者 の介護 問題 に関す る総 合 的研 究 の実 現 にむ けて 、在 日コ

リア ン の形成 史 、戦後 日本社 会 お け る在 日コ リア ン民族 団体 の介護 支 援活 動 の歴 史 的展 開、

介護 保 険 制 度 と介護 保 険 事業 計 画 の 問題 点 と可能 性 、介 護 の 実践 現場 の現 状 と課題 を 考察

す る こ とを 目的 としてい る。ここで在 日コ リア ン とい う表 現 を採 用 す るの は、在 日の 韓 国 ・

朝 鮮人 を包括 す るた めで あ り、 大韓 民 国(RepublicofKorea)も 朝 鮮 民 主主 義人 民 共 和 国

(DemocraticPeople'sRepublicofKorea)も 正 式 な英 語 表現 にKoreaを 含 んで い る こ とに

基 づ い てい る。 ちなみ に、 コ リア は高 麗(コ リ ョ)と 言 う李 氏 朝鮮 時代 以前 の 中世 の統 一 国

家(918～1392年)名 か ら由来 して お り、 そ こには南 北 を越 えた統 一 的 な アイ デ ンテ ィテ ィ

の歴 史的 根拠 が示 され て い る よ うで あ る。

日本 で は介 護 難 民 とも呼 ばれ る人 々が存 在 してい る。 介護 保 険制度 が実施 され て12年

目にな るが 、サ ー ビス を受 け る こ とが で き ない介 護 難 民 問題 が顕 在化 し、 そ の 中 には 異 国

での老 後 の 生活 を強 い られ た在 日コ リア ン高齢 者 がい る こ とは忘 れ て はな らな い。

筆者 は、介 護 保 険制 度 が 実施 され る前年 度 で あ る1999年 に、 まだ 十分 に 日本 語 を習 得

しな い まま 韓 国の 韓瑞 大 学社 会福 祉 学 部 の授 業 の一 環 と して 来 日し、 大阪 で社 会福 祉 実 習

をす る こ とに な り2週 間滞在 し、介 護 保 険制 度 の発 足 に備 えて 準備 中の 日本 の 老人 福祉 施

設 で 実習 を行 った。 施 設 の従 事者 た ちは介 護保 険制 度 に移 行 す る準備 を しな が ら、新 しい

制 度や ケア マネ ジメ ン トの枠 組 み に対 す る認識 を深 め、 また 、 これ か ら要 求 され る複 雑 な

記 録 の書 き方 の問題 な どに不 安 を感 じて い る様 子 で あ った。 筆者 はそ の後 も 日本 の介護 保

険 制度 に対 す る強 い 関心 を もち続 け、2年 後 再 来 日の機 会 を得 る こ とが で きた。 在 日コ リ

ア ン高齢 者 の た めに設 立 され た 特別 養 護 老人 ホー ム 「故郷 の家 」(大 阪府 堺 市 南 区)で 在 日

コ リア ン高齢 者 介護 の担 い手 と して、 現場 で約5年 間働 き なが ら、 在 日コ リア ン高齢 者 と

その家 族 と交流 す る こ とが で きた。 さ らに 、2008年 には 実践 経 験 を生 か し、介護 支 援 専 門

員(ケ アマ ネ ジ ャー)の 資 格 を取 得 した。 そ の後 、実 践 現場 か ら学 ん だ経 験 を生 か し自分 の

専 門性 を高 め るた め に社 会福 祉 教 育 ・研 究 で定評 あ る桃 山学 院大 学 で 再び 勉 学 の道 を歩 み
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始 めた。

こ うした経 緯 で筆 者 は在 日コ リア ン高齢 者 に関連 す る諸 問題 につ い て研 究 を進 め、 現場

での 実践 の積 み 上 げ か ら得 た経 験知 を研 究 に反 映 しつつ 、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題

に関す る総合 的研 究 を 目指 して い る。

2010年 、外 国人登 録 者 の数 を国籍 別 にみ る と、 中国 が68万7,156人 で全 体 の32.2%を

占めてい る。 次 い で在 日コ リア ンが56万5,989人(26.5%)、 ブ ラジル23万552人(10.8%)、

フ ィ リピン21万181人(9.8%)、 ペ ル ー5万4,636人(2.6%)と 続 い てい る。そ の な か には 、

特 別永 住 者 資格 を もつ 外 国人 登録 者 が39万9,106人 お り、戦 後 日本 での生 活 を続 けて きた

在 日コ リア ンは、 そ の99%を 占めて い る(入 国管 理局 、2011)。 ま た、 大 阪 ・兵庫 ・京都 地

域 に29万 人(45%)が 居 住 してい る。 在 日コ リア ンの高齢 化 率 は 、2009年 か ら2010年 に か

けて15.7%(2009)か ら18.5%(2010)と2.8%の 増 加 にな って い る。 こ うした人 口の 変動

の 中で在 日コ リア ンの高齢 化 問題 も起 こって い る。

日本 にお け る在 日コ リア ン高齢 者 の介護 に関す るア カデ ミック な研 究 は、1990年 代後 半

か ら徐 々に始 ま った。『高齢 在 日韓 国 ・朝鮮 人一 大阪 にお け る 「在 日」の生 活構 造 と高齢 福

祉 の課 題 』(庄 谷怜 子 ・中 山徹 、1997)は 、大 阪市 生 野 区在 住 の在 日韓 国 ・朝 鮮 人 を対 象 と し

て実態 調 査 を行 い 、年 金 受給 年齢 に達 した者 の うち69%が 無 年金 状 態 で あ る とい うこ とが

明 らか にな っ た。庄 谷 らは彼 らの 生活 の特 徴 は 、生 活 の不 安 定性 、低 位 性 で あ る と述 べ 、

この不 安 定性 、低位 性 の原 因 と して 、日本 の社 会保 障 の不備 を指摘 して い た。この研 究 は 、

そ の後 、 在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題 を対 象 に した研 究分 野 で影 響 を与 えて い くこ とに

な った。

運動 の分 野 で も在 日コ リア ン民族 団体 に よ って介護 に 関す る研 究 が進 め られ て お り、

1990年 初 め、複 数 の民 族 団体 の座 談会 に よって在 日コ リア ン高齢 者 の老 後 の 問題や 介 護保

険 制度 の問題 につ い て の議 論 が 始 ま った。1991年 、 こ うした 視 点 か ら季 刊 誌 『Sai』 が在

日韓 国 ・朝鮮 人 問題 学 習 セ ン ター に よ って創 刊 され 、 そ の後在 日韓 国 ・朝鮮 人 問題 学習 セ

ン ター はKMJ(社)大 阪 国際理 解 教 育研 究 セ ン ター と改 称 され た が 、『Sai』 は現在 に至 るま

で刊行 され続 けて い る。

そ の後 、在 日コ リア ンの若 手研 究者 や 民族 団 体 に よ る在 日コ リア ン高齢者 に 関す る研 究

の領 域 は、介 護 のみ な らず経 済 、居 住 、疾 病 な どに広 が って 行 った。 具体 的 に は、在 日コ

リア ン高 齢者 の介護 ニー ズ と支援 の 問題 、介護 サー ビス の担 い手 としての在 日コ リア ンニ
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世 ・三世 の 問題 、介 護 にお け るア イデ ンテ ィテ ィ と文化 問題 、経 済 状 況 と社会 保 障 問題 、

居 住 の 問題 、健 康 の 問題 な どが 取 り上 げ られ て い た。

2000年 以 降 は、介護 保 険制度 の実施 と ともに研 究範 囲 は よ り拡 大 され 多様 化 し、研 究 の

専 門性 も一層 深 め られ て きた。 た とえ ば、 日本 各地 の在 日コ リア ン高齢 者 の 実態 調 査 を実

施 した研 究 と して は 、「大 阪市 の在 日コ リア ン にお け る食 文 化 の 民族 的 アイ デ ンテ ィテ ィ;

川 崎 市 の場合 との 比較 視 点 か ら」(黄 、2001)、 「介 護保 険制 度 下 の在 日コ リア ン高齢 者;2003

年 大 阪生 野 区調 査 か ら」(垣 田、2005)、 『泉州 地域 在 日高齢 者福 祉 実 態調 査 報告 書 』(泉 州

地 域在 日高齢 者 福祉 実 態調 査 実行 委 員 会 、2007)、 「在 日コ リア ン高 齢者 ・日本 人 高齢 者 の

抑 うつ に関 す る比較 研 究 」(文 、2008)、 「福 岡市 にお け る在 日コ リア ン高齢 者 の生 活 と福 祉

サ ー ビスの利 用 に関す る調 査 」(平 野 ら、2008)、 『コ リア ンコ ミュニテ ィにお け る高 齢者 居

住 者 の生 活 と住 まい か らみ た地域 再生 の課 題;西 成 区在 日コ リア ン多住 地 域 を 中心 と して 』

(こ りあん コ ミュニ テ ィ研 究会 、2011)な どが あ る。

最新 の研 究 「ケ アハ ウス にお ける在 日外 国人 高齢者 へ の新 た な生活 支 援 の 展 開;在 日コ

リア ン高 齢者 のケ アハ ウスへ の リロケー シ ョンか ら考 え る」(金 、2012)で は 、ケ アハ ウス

にお け る在 日外 国 人高 齢者 へ の新 た な生活 支 援 の可 能性 につ い て、在 日コ リア ン高齢 者 の

ケアハ ウス へ の リロケー シ ョンの事 例 を取 り上 げ て考察 してい る。 そ こで は、彼 らの 老後

生 活 に求 め られ る新 た な生活 支援 の視 点 と して 、在 日コ リア ン高 齢者 の リロケー シ ョンの

あ り方 、高齢 者 の安 らぎ を支 え る文化 的 ケ アお よび生 活 支援 、 共生 と連 携 の3つ が焦 点化

され てい た。 さ らに、在 日コ リア ン高 齢者 は、彼 らの慣 れ親 しん でい る文 化 や母 語 の環 境

を配慮 して い る施設 を希 望 して い るが、 この よ うな環境 を提 供 して い る施 設 は極 めてす く

ない こ とが 指摘 され てい た。

筆者 は、これ らの先行 研 究 を踏 ま え て 、2009年 か ら現在 まで在 日コ リア ン高齢 者 の福 祉

現 場 と在 日コ リア ン家 族 が直 面 してい る介 護 問題 につ い て研 究 を進 めて きた。 まず 、在 日

コ リア ン高齢 者 の介 護 の実践 現 場 の現 状 と課題 を 明 らか に した(趙 、2009)。 介護 保 険制 度

の実施10年 目の2010年 に は、社 会 福 祉 にお け る歴 史認 識 を大切 す る視 点 か ら在 日コ リア

ンの社 会 事 業史 の基 礎 的 な研 究 を始 めた(趙 、2010)。 こ うした研 究 は、在 日コ リア ン民族

団体 に よ る高齢 者 へ の介護 支 援活 動 の歴史 的 展 開 を探 る研 究 に まで拡 大 した(趙 、2011)、

(趙 、2012a)。 さ らに 、在 日コ リア ン高 齢者 へ の介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 の研 究 に と どま

らず 、介護 保 険 制度 と介護 保 険 事 業計 画 の 問題 点 と可能 性 を探究 す る研 究 も開始 した(趙 、
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2012b)。 こ うして筆 者 は、在 日コ リア ン高齢者 が直 面 してい る介護 の諸 問題 の解決 の方 向

性 を究 明 し、先 行研 究 には見 られ ない 達成 点 を 目指 して い るの で あ る。

第2節 本論文 の構成

前述 した よ うに、本 論 文 では 在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題 に 関す る総 合 的研 究 を 目指

し、在 日コ リア ンの形 成 史 、戦 後 日本 社会 お け る在 日コ リア ン民族 団 体 の介護 支 援 活動 の

歴 史 的展 開 、介 護保 険 制度 と介護 保 険 事業 計 画 の 問題 点 と可 能性 、介 護 の 実践 現場 の現 状

と課題 を明 らか にす る こ とを 目的 と して い る。 本論 文 は 、序 章 、第1章 か ら第5章 、 そ し

て終 章 に よっ て構成 され て い る。 各 章 各節 の要 点 は以 下 の とお りで あ る。

まず 、 第1章 「在 日コ リア ンの形 成 と植 民 地朝 鮮 の社 会 事 業」 で は 、在 日コ リア ン高齢

者 の人 生 の 背景 の 一端 を明 らか にす るた め に、戦 前 の植 民地 朝鮮 か ら 日本本 土へ の 渡航 に

つ い て の歴 史 を概観 す る。 そ して 日韓 併合 以 来 、 日本 の植 民 地 統治 政策 が生 み 出 した朝 鮮

にお け る貧 困 問題 と渡 航 の 関連 を明 らか に し、植 民地 時代 の朝鮮 で の社 会 事 業 の不 十分 さ

につ い て方 面委 員制 度 を事例 に検 討 す る。

第1節 で は 、戦 前 の在 日コ リア ン の植 民地 朝鮮 か ら 日本 本 土へ の渡 航 につ いて の歴 史 を

概観 し、 日韓併 合 以来 、 日本 の植 民地 統 治政 策 が生 み 出 した 朝鮮 にお ける貧 民形 成 と渡 航

の関連 を明 らか に し、第2節 では 、貧 民形 成 の も う一 つ の要 因 で あ る社 会 事業 の不 十分 さ

を、方 面 委員 制 度 を事 例 に検 討 す る。

第2章 「民族 団 体 の介護 支 援活 動(1)在 日本 大韓 民 国 民 団」 で は、在 日コ リア ン高齢 者

へ の介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 を、在 日本 大 韓 民 国民 団(以 下 、 民 団)の 活 動 に焦 点 を合 わ

せ て 明 らか にす る。 在 日コ リア ンの 日常 生活 支援 か ら高齢者 の介 護 支援 まで活 動 を展 開 し

て きた民 団 の組 織 と運 動 につ い て概観 し、次 に民 団新 聞 に掲 載 され た 民 団の介 護 支援 活 動

の記事 を整 理 し紹介 す る こ とに よって 介護 支援 活 動 の歴 史 的 展 開 を示 す。 そ して 、在 日コ

リア ン高齢 者 向 けの介 護 サー ビス事 業 所 な どの福 祉 団体 の介護 支 援活 動 の現 状 を 、行政 の

介護 情 報 デ ー タベ ー ス の分析 を通 して 明 らか にす る。

第1節 で は 、在 日コ リア ンの 日常生 活支 援 か ら高齢 者 の介護 支 援 ま で活動 を展 開 して き

た民 団 の組 織 と運動 につ い て概観 し、第2節 で は 、民 団新 聞 に掲 載 され た民 団 の介護 支 援

活 動 の記 事 を主 として整理 し紹介 してい る。 そ して第3節 で は、2節 で紹 介 した在 日コ リ
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ア ン高齢者 向 けの介 護 サ ー ビス 事 業所 とそれ 以外 の福祉 団体 の介護 支 援 活 動 の 現状 を、行

政 の介 護 情 報デ ー タベ ー ス の分析 を通 して 明 らか にす る。

第3章 「民族 団 体 の介護 支 援活 動(2)在 日本 朝鮮 人 総連 合 会 」 で は、在 日コ リア ン高齢

者 へ の介護 支援 活動 の歴 史 的展 開 を 、在 日本 朝鮮 人 総連 合 会(以 下、 総連)の 活 動 に焦 点 を

合 わせ て明 らか にす る。 民 団 と同様 に在 日コ リア ンの 日常生 活支 援 か ら高齢 者 の介護 支 援

まで の諸 活 動 を展 開 して き た総連 の組 織 と活 動 を概観 し、次 に朝鮮 新 報 に掲載 され た総 連

の介護 支 援活 動 の記 事 を整 理 し紹 介 す る こ とに よって介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 を示 す 。

特 に、民族 学校 と連 帯 した介護 支 援活 動 で あ る 「ウ リ(私 た ち)式 の介護 」(以 下、 ウ リ式 の

介護)に つ い て紹介 し、そ の現 状 と課 題 を明 らか にす る。

第1節 で は、長 年 にわ た り民 団 と対 立 して きた 総連 の組 織 と活 動 の歴 史 を明 らか に し、

第2節 で は、朝 鮮新 報 に掲載 され た、 総連 の介護 支 援活 動 の記 事 を紹 介 しそ の歴 史 的展 開

を提示 す る。そ して第3節 で は 、2節 で紹介 した ウ リ式 の介 護 の 現状 と課 題 を明 らか に し、

さ らに、 在 日コ リア ン の介 護 支援 活 動 が 直面 してい る課 題 を、二 つ の 民族組 織 の対 立 に見

出 し、そ の 克服 の方 向性 を展 望 す る。

第4章 「介護 保 険制 度 と介護 保 険 事業 計画 の問題 点 と可能 性 」で は、在 日コ リア ン高 齢

者 の介 護 問題 の解決 に 向け て介護 保 険 制度 の仕 組 み と介 護保 険事 業 計画 の 問題 点 と可能性

につ い ての検 討 を行 う。

まず 、 第1節 で は 、外 国人 で ある在 日コ リア ン高齢 者 も加 入 す る権利 が あ る制 度 と して

位 置づ け られ てい る介 護保 険制度 の仕 組 み につ いて概 観 し、第2節 で は 、介護 保 険 制度 を

前 提 と して 市 町村 にお い て作 成 され る介護 保 険 事業 計 画 の概 要 を明 らか に し、介護 保 険 事

業 計画 の前提 とな る根 本 的 な問題 を指 摘す る。 そ して 、 そ の問題 の解 決 を可能 にす る外 国

人 住 民 にか か わ る住 民 基本 台 帳制 度(外 国人住 民基本 台 帳制 度)の 改 定 の動 き を紹介 す る。

そ して第3節 で は、地 域 の介 護 問題 に対応 し うる介 護保 険事 業計 画 の 可能性 を一層 高 め る

た めに 、地域 にお ける在 日コ リア ン高 齢者 を支 え る取 り組 み を紹 介 し、在 日コ リア ン高 齢

者 の介 護 問題 の解決 に積極 的 に貢献 して い る地域 活 動 の検討 を進 め る。 それ らの取 り組 み

や 地域 活 動 の成 果 が介 護保 険事 業計 画 に生 か され る こ と こそ 、在 日コ リア ン高 齢者 の介護

問題 に対応 し うる介 護 保 険事 業 計画 の可能 性 を高 めて い く道 で あ る と思 わ れ る。

第5章 「介 護 の 実践 現 場 の現 状 と課題 一2つ の社 会 調査 に基 づ いて 」 で は、 高齢化 が進

む 泉州 地 域 の在 日コ リア ン高 齢者 福 祉 の 実態調 査 と、 当事者 で あ る在 日コ リア ン高 齢者 の
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ライ フ ヒス トリー につ い て のイ ンタ ビュー調 査 の結 果 を紹 介 し、在 日コ リア ン高齢 者 の介

護 の 実践 現 場 の現状 と課題 を明 らか にす る。 さ らに、 介護 保 険制 度 の利 用 問題 とアイデ ン

テ ィテ ィ問題 の検討 を行 っ てい る。

第1節 で は 、高齢 化 が進 む 泉州 地 域 の在 日高齢 者福 祉 調 査 で あ る 『泉州 地域 在 日高齢 者

福祉 実態 調 査報 告 書』(以 下 、泉州 報 告 書)の2007年 度 報告 の概 要 を紹介 し、 第2節 で は 、

筆者 が働 い て いた施 設 に入 所 して い る高齢 者 の ライ フ ヒス トリーイ ンタ ビュー調 査 を紹 介

し、施 設 の 現状 と課 題 を明 らか に す る。 そ して 第3節 で は 、在 日コ リア ン高齢 者 の介護 問

題 として、 第1節 お よび 第2節 か ら抽 出 され た介 護 保 険制 度 の利 用 問題 とア イデ ンテ ィテ

ィ問題 を取 り上 げ、検 討 を進 め る。 介 護保 険 制 度 は 日本 人 に とって も複 雑 で あ るが 、異 な

る民族 性 や 文化 を持 つ 在 日コ リア ン高 齢者 が利 用 す るに は一層 民族 性 や文 化 に も とつ く問

題 が あ り、施 設 を利 用 す るに して も、 そ こで 在 日コ リア ン高齢 者 が 直 面す るの がア イデ ン

テ ィテ ィ問題 で あ るか らで あ る。 そ して 、社 会 的保 障 が 十分 な い まま に迎 えて い る在 日コ

リア ン の高齢 化 問題 、経 済 的基盤 が ない ま ま老後 を暮 ら して い る在 日コ リア ン高齢 者 とそ

れ を支 え る在 日コ リア ン家族 が 直 面 して い る問題 の一端 を明 らか に してい る。

終 章 「本論 文 の 達成 点 と今 後 の課 題 」 で は、 本論 文 の達 成 点 を総 括 しつ つ 、達 成 で きな

か った点 も確 認 し、在 日コ リア ン高齢 者 の介護 問題 の改 善 に 向 けて 一層 の検討 を進 め るた

めの諸 課題 を提 示 す る。 それ らの諸 問題へ の対応 に よっ て在 日コ リア ン高 齢者 の介護 問題

の改 善 に貢 献 して い くこ とを今 後 の主 要課 題 としたい。
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第1章 在 日コ リア ンの形成 と植 民地朝鮮 の社会事 業

筆者 は、序 章 で述 べ た よ うに来 日 して か ら現在 に至 るまで在 日コ リア ン高齢 者 の福 祉 現

場 お い て介護 職 に携 わ って きた。 そ して本 論 文 の第5章 の原 形 とな った 、在 日コ リア ン高

齢 の介 護 問題 を中心 に した 「在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題:二 っ の社 会 調 査 に も とつ い

て」(趙、2009)を まず発 表 した。そ こで は 、在 日コ リア ン高齢 者 とそ の 家族 へ の ア ンケー ト

調 査 お よび イ ン タ ビュー調 査 に も とつ く検 討 を行 い、社 会 保 障 が充 分 で ない ま ま に迎 えて

い る在 日コ リア ンの高 齢化 問題 、す なわ ち経 済 的基盤 が ない ま ま老後 を暮 ら してい る在 日

コ リア ン高齢 者 とそれ を支 え る在 日コ リア ン家族 が直 面 して い る問題 の一 端 を 明 らか に し

た。

しか し、 現在 に生 き る在 日コ リア ン高齢 者 に とって 「自分 ら し く生 き る こ と」 は どの よ

うな意 味 を もっ の か 、そ の疑 問 か ら、 過去 にお け る在 日コ リア ンの 人生 をふ りか え る必 要

性 を感 じ在 日コ リア ン の歴 史 研 究 に学 びっ っ 、在 日コ リア ン高齢 者 の人 生 の背 景 を明 らか

にす る試 み に取 り組 む こ とに した。 そ の成 果 が本 章 で あ る(趙 、2010)。

まず 、 第1節 で は、戦 前 の在 日コ リア ンの植 民地 朝鮮 か ら 日本 本 土へ の渡航 につ い ての

歴 史 を概観 し、 日韓 併 合 以来 、 日本 の植 民地 統 治政 策 が 生み 出 した 朝鮮 植 民地 の貧 民形 成

と渡航 の関連 を明 らか に したい。 第2節 で は 、貧 民形 成 の も う一つ の要 因で あ る社 会事 業

の不十 分 さを 、方 面委 員 制度 を事例 に検討 す る。

第1節 日本 へ の渡航 とそ の背 景

朝鮮 半 島 にお け る民 衆 の生 活 に影 響 を与 えた社 会 的 な事 件 をふ りか え って見 る と、そ の

根 本 に は、100年 前 の 日韓併 合 が あ る。 庄谷 怜 子 ・中 山徹(1997)ら に よる と在 日コ リア ン

の形成 史 は大 き く三つ の時期 に分 け る こ とが で き る。筆 者 と しては この時期 区分 に従 い つ

つ 、 朴貞 蘭(2007)の 研 究 に も とつ い て植 民 地 にお け る社 会 事 業 の変遷 も加 えて在 日コ リア

ンの形 成 史 を概 観 したい。 なお 、在 日コ リア ン数 の推移 は図1-1の とお りで あ る。

第一 期 は、1910年 代 の季 節 的 出稼 ぎ期 で あ る。1910年 の 日韓 併 合 以前 は 、 明治32年

(1899)の 勅令 に よ り外 国人 労働 者 は許 可 な く来 日 した り、 あ るい は 営業 す る こ とが で き な
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い時代 で あっ た。そ して 、朝鮮 の 軍 隊 は解 体(1907)さ れ 、1910年 完 全 に 日本 に併 合 され 朝

鮮 を統 治 す る総 督府 が設 置 され た。 しか し、 日韓 併 合 と同時 に 自由に来 日す る こ とが可 能

にな り季節 の仕 事 を求 め、 出稼 ぎの手 段 と して 来 日す るよ うに な った。 朝鮮 王 朝 末期 の民

族 資本 は 日本 の独 占資 本 へ 吸収 され 、 数 多 くの失 業者 が 、海 外 移 住せ ざるを得 ない 時期 で

も あっ た。 第一 期 に来 日 した人 口は26,605人(1919年)で あ る。

第一 次 世 界大 戦(1914)を 迎 えた 日本 の経 済 は 、好 景気 で あっ たた め在 日コ リア ン労働 者

の募集 を始 め てい た。1910年 か ら1918年 の 問 に土地 調査 事 業 が実 施 され た 結果 、土 地 を

失 った農 民 に は、 出稼 ぎが で き るチ ャ ンスが 生 じた 時期 で あっ た。 しか し、政 治 的 な理 由

で渡航 の制 限 と解 除 は繰 り返 され た。

社会 事 業 と して は、位 救 関係 の恩賜 賑 位 資金 管 理規 則(1916)、 恩 賜賑 位 資金 窮 民 救助 規

定 、 軍事 救護 法(1917)な どの法 令 が制 定 され た。 ま た 、羅 災 ・水 難 の救 護 の 関係 で 朝鮮 水

難 救護 令(1914)が 下 され た。

医療 事 業 で は、1917年 行 旅病 人 救護 資金 を設 けて徐 々 に実施 して いた 。従 来 の行旅 病 人

の死 亡事 件 は 、事件 発 生 の地 域 の府 面 区長 が 事件 を担 当 し、 そ の費用 は家族 あ るい は、親

戚 に弁 償 させ てい た が、 救護 資金 を使 い そ の事 業で 賄 うこ とに な った。 そ の 当時 の行 旅 病

人 の原 因 は飲 酒 、博 打 、疾病 、扶養 者 な し、怠 慢 な どで あ る と朴 は述 べて い る(朴 、2007)。

図1-1戦 前 に お け る在 日コ リア ンの人 口現況
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出 所:『 在 日 コ リア ン の 歴 史 』9頁 。

年 人 口 年 人 口

1911 2527 1928 238102

1912 3171 1929 275206

1913 3635 1930 298091

1914 3542
■

1931 311247

1915 3917 1932 390543

1916 5624 1933 456217

1917 14502 1934 537695

1918 22411 1935 625678

1919 26605 1936 690501

1920 30189
■

1937 735689

1921 38651 1938 799878

1922 59722
■

1939 961591

1923 80415 1940 1190444

1924 118152 1941 1469230

1925 129870 1942 1625054

1926 143798 1943 1882456

1927 165286 1944 1936843

第 二期 で あ る1920年 代 は、 土 地調 査事 業 に加 えて 、産 米増 産 計 画 が行 な われ 経 済的 な
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変 化 を受 けた在 日コ リア ンの渡航 が増加 した 時期 で あ る。産 米増 産 計 画(1920年 ～1934年)

は、 日本 の食 糧 ・米価 問題 や 国際収 支 対策 に役 立 った が 、昭 和恐 慌期 以 後 、 同 じ収 穫 期 ・

出廻期 に 同質 の朝鮮 米 が 大量 に流入 した こ とに よって 、 出廻期 の米価 低 落 に拍 車 をか け、

日本 の地 主 制や 農 業 を圧迫 す る よ うにな った。それ は さ らに、朝鮮 農 民 の深 刻 な食 糧 不足 ・

経 済 的破壊 を 引 き起 こ して いた。

1919年3.月1日 の大 規模 な独 立運 動 をき っか け として1920年 代 に は、各 地 で独 立運 動

が起 こった。 しか し、 日本 は武 力 に よ りそれ らの運 動 を弾圧 した。他 方1922年 には 、済

州 島 と大 阪 間 に連絡 船 「君 ヶ代 丸 」 を就航 させ た。 出稼 ぎ コ リア ンに とって 、 日本 が認 め

てい る交 通 手段 にな り、1929年 には275,206人 が渡 航 した。第1期 に比 べ る と10倍 を超

え る出稼 ぎ コ リア ンが海 を渡 る こ とにな った。

日本 の統 治政 策 も慈 善 か ら社会 事 業 へ転 換 し、方 面委 員 制度 な どの社 会 事業 も展 開す る

こ とに な った。植 民地 にお け る社 会 事 業 の始 ま りは1921年 の 朝鮮 社 会事 業研 究会 の活 動

か らで あ る。1929年 には この研 究会 は 、朝 鮮 社会 事 業 協会 と して新 た に発 足す る こ とにな

った。そ の発 足 の趣 旨文 で は 「社 会 民 衆 の 幸福 増進 の助 け に な るだ ろ うと確信 します。」 と

唱 え られ て い た。 朝鮮 社 会事 業 協会 の設 立 の 目的 は、 民衆 の社 会 福祉 を増進 し、方 面委員

制 度 の制 定 、社 会啓 発 、児 童 の保 護 、 失業 者 の救 済 、細 民1)の 生活 の安定 、細 民救 済 な ど

で あ り、民 衆 のた め に診療 所 な どを設 置 した。 赤 十 字社 の朝鮮 本 部病 院 も この時期 に 開設

され た。 朝鮮 社 会 事業研 究会 以 来 、朝鮮 社 会 事 業協 会 は調 査研 究 も行 い 『朝鮮 社会 事 業 』

を発刊 した。 そ れ は今 日に至 るま で多 くの研 究者 が植 民地 史 を研 究す る資料 と して使 われ

てい る。

当時 の 『朝 鮮 社会 事 業 』 には 、漢 江 の水 害 の救 済 活動 と水 害 の生 ん だバ ラ ック の大家 族

な どの記 事 が載 せ られ た。 児 童 の福祉 活動 で は 、済 生 院養 教 の孤 児収 容 に関す る記 事 もあ

り貧児 のた め の臨 時学 校 の建 設 の必 要 性 を訴 えてい た。 さ らに細 民 ・窮 民 の こ ども らが食

べ て い た もの を紹介 し朝鮮 の食 環境 を記 して い た。 ま た 、朝鮮 の高 い乳 児 の死 亡 率 と棄 児

の増加 が 目立つ 時期 で もあ った。 『朝鮮 社 会 事 業』 には 、 医療 と疾 病 に 関す る法 律 の制 定

を求 め る声 や 、棄児 の原 因 を貧 困や 生 活難 とす る見解 が掲 載 され て い た。

第 三期 で あ る1930年 代 か ら1940年 代前 半 に か けて 、軍事 工 場 と戦 場 へ の総動 員 で 、民

間企業 に よ る集 団募 集 や 行政 よ る斡 旋 が行 われ た。1931年 に満 州 事 変 が起 こる と、再 び 日

本 へ の来 日は制 限 され 身 分証 明 書 を持 たず に渡航 す る こ とはで きな い 時期 とな った。 さ ら
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に、 日本 は、朝 鮮 人 を侵 略戦 争 に動 員 す るた めに植 民地 内で の移 住 を厳 しく禁 止 した。 ま

た、内鮮 一 体 の名 の も とに、朝鮮 人 の 民族性 を抹殺 しよ うと した。1938年 に 国民精 神総 動

員 朝鮮 連 盟 を結 成 し、 山間僻 地 に まで 建 て させ た神 社 の参 拝 、毎 朝 の宮 城 遙拝 、 日の丸 掲

揚 な どを朝鮮 人 に強要 した。 教 育令 の改 定で 、 学校 で の朝鮮 語 の教 育 、使 用 を禁止 し、 朝

鮮 語 を使 った場 合 は罰 金 を と り、 それ だ けで 落 第 させ た。 官 庁 で も 日本 語使 用 を強制 す る

一 方
、1940年 代 に入 る と朝鮮 語 の新 聞 、雑 誌 を廃 刊 させ 、朝鮮 語 辞 典 の編 纂 を進 めて いた

朝鮮 語 学 会 を解 散 させ るな ど、 朝鮮 語 の抹 殺 を進 めた。

植 民地 内で の移住 を禁 止 しな が らも、 日本 は 朝鮮 人 を満 州 に移 住 させ る狙 いで1934年

朝鮮 人 移 住 対策 要 目を策 定 し、満 州 へ の移 住 を奨励 した。 土 地調 査 事 業 と産米 増 産 計画 の

影 響 で農 民 の貧 民化 と分解 は一層 促 進 され 、 土 地 を失 っ た小 作農 は 日本 へ の渡 航 と満 州 へ

の移住 を 目指 した。た とえ ば、1941年 には 、皇民 化政 策 が 一層 推進 され1,469,230人 の在

日コ リア ンが存 在 してい た。

以 上 の よ うに、 渡航 の 背景 には植 民 地朝 鮮 にお け る貧 困問題 が あっ た。 しか し、 それ は

単 純 な貧 困 の 問題 で は なか った。実 際 には 、1920年 代 か ら急 速 に貧 民化 した農 民 は、土幕

民2)、 細 ・窮 民 な どと呼ばれ てい た。1935年 の京 城3)(ソ ウル)の 場 合 は 、細 ・窮 民22,496

人 、細 ・窮 民 日本 人186人 が存 在 してい た。植 民 地 に は、朝鮮 の貧 民 と同様 に 日本 貧 民 も

含 まれ てい た ので あ る。 さ らに、住 宅 不足 問題 も発 生 してい た。1933年7,月 の 『京城 日

報 』に よる と、朝鮮 人15.15%、 日本 人2.74%の 住宅 が 不 足 で あ る状 況 が記 載 され て い た。

これ らの問題 は、 土地 調 査事 業 に よる農 民 の没 落 と生活 の基盤 を失 っ た農 民 の貧 困化 が 拡

散 され た結果 で あ る。植 民地 の貧 民 は、相 対 的 に経 済発 展 の進 んだ 南部 に集 中 して い る。

発 展 が遅 れ て い た 北部(京 畿 道 、平 安 道 、黄 海 道)に は少 な か った。 そ の理 由 と しては 、農

村 内部 の没 落 した農 民 の過 剰 人 口が南 部 に累積 され た か らで あ る。 さ らに、春 窮 期 とい っ

たニ カ.月間 は 、草根 木 の類 を食 して飢 えを癒 す 時期 で もあ り、農 村 を離れ た貧 農 は、流 民

化 、 乞食 化 され 、 山地 に入 り火 田民4)に な った り、都 市 に移 動 して 貧 民 を形成 した り、ま

た 日本 に移 住 せ ざ るを得 な か った。

な お、1928年 の資料 で あ るが、植 民地 朝鮮 の貧 民数 は 次 の表1-2と お りで あ る。
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表1-2植 民地 時代 の貧 民数 (単位:人)

細民 窮民 比 率(%) 乞食

世帯数 人 口 世帯数 人 口 世帯数 人 口 人

全羅道 82,183 362,612 17,517 69,582 29.1 25.4 2,500余

慶 尚道 77,783 340,708 17,675 64,733 22.7 18.6 4,300余

京畿道 43,249 196,844 6,663 28,200 12.8 1.1 900余

江原道 37,453 164,180 6,395 28,070 16.5 14.4 800余

忠清道 60,816 174,219 11,716 49,659 35.1 29.5 900余

平安道 50,610 111,727 5,535 12,764 22.7 19.5 500余

黄海道 33,828 155,749 4,254 17,608 23.2 11.9 600余

成鏡道 25,520 27,001 3,760 15,015 14.9 12.1 150余

出所:『 韓 国社 会 事 業:成 立 と展 開』85頁 の資 料 を も とに作成 。

さらに、 こ うした貧 民 を大 量 に生 み 出 した 背 景 には 、 日本 の 主導 下 に行 われ た東洋 拓植

株 式会 社 の活 動 が あ った。 土地 を抵 当 にお金 を貸 し返済 の能 力 がな い農 民 か らは、 土地 を

取 り上 げ、奪 っ た土 地 には 日本 か らの農 民 を送 り込 む植 民地 政策 を実行 して い た。日本 は、

土地所 有 権 の近 代化 を名 目に一 方 的 な土 地調 査 を行 い 、 そ の 当時 の伝 統 的 に土地 の 私有 権

の意識 が薄 い朝 鮮農 民 か ら土地 を奪 った。 識 字 の 問題 か ら申告 が困難 な耕 作者 は、 占有 権

を失 い小 作農 化 され る こ とに なっ た。1910年 代 に は、土 地 を失 い没 落 した農 民 が増加 し高

い利 子 の借 金 に追 われ て い た。表1-2に 示 され る貧 民 の数 は、没 落 した農 民 で 、小 作人 の

生 活 か ら逃 げ 出 し、 ス ラム街 を形 成 した人 々の数 で あ る。

皇 民化 政策 下で貧 民 を救済 す るた めに 、貧 民救 済 団体 で あ る和 光教 院 は 、収容 地(18,798

坪)に1千 戸 の世 帯 を収 容 し、授 産 、託 児 、施 療 な どの福祉 事 業 を行 ってい た。 これ らの活

動 は 、朝 鮮 救護 令(1944)の も とに行 われ た。 しか し、 それ らは朝 鮮 人 を徴 兵す るた め の表

向 きの制 度 で あ った。 日本 は、決 戦 下 国 民生 活 の楷 調保 持 ・人 的資源 確 保 の視 点 か ら政 策

の確 立 を急 い で い た。 朝鮮 救 護 令 は 、制 度 の 円滑 な運 営 の た め に 自治 体(邑 面 長)の 補佐 委

員 とそ の委員 会 を設 け る こ とに してい た。 そ の 中心的 な役 割 を果 した の が、方 面委 員 を委

属 す る計 画 で あ った。 施設 設 備 面 で は、朝 鮮 救護 令 は既 存 の養 老 院 、保 育 院 、病 院 な どを

救護 施 設 と称 し、 地域 の均等 な整 備 を図 った。 救 護 の種 類 は、生 活扶 助 、 医療 、助 産 、 生
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業 扶助 の4種 類 で 、施 設 よ り在 宅 で の救 護 を原 則 に して い た。植 民 地 朝鮮 に とっ ては 、近

代 化 され た社 会 福祉 制 度 を受 け入 れ る機 会 で あ るもの の 、救護 令 そ の もの が持 つ矛 盾 も多

く指摘 され て いた。 た とえば、 対 象者 を制 限す る制 限 救護 主 義や 失 業者 救 済 の排 除 な どで

あ る。 朝鮮 教護 令 の意 義 は近 代 的意 味 で の公 的扶 助 の 出発 点 と もい える。 しか し、朝鮮 救

護 令 は実 際 の効 果 を見 せ るこ とな く 日本 の敗 戦 に よ り中 断 され て しま った。

第2節 植 民地時代 の社会事業

前節 で見 た よ うに 、植 民地 を併 合 した 日本 は、生 活 の 苦 しみ を経 験 してい る朝鮮 の貧 民

に対 して、 恩賜 の 救済 とい う名 を借 りて社 会 事 業 を実施 した。 日本 は 、 内鮮 一 体 を押 し付

けて 、朝鮮 の民 衆 を皇 民化 す る手段 と して、社 会 福祉 政 策 を利 用 した。植 民地 に対す る支

配 を正 当化 す るた め の手段 で あっ た。

日本 は、種 々 の社 会 資源 を獲 得す る 目的 で、複 数 の 「ア メ と鞭 」の政策 を実施 して き た。

1910年 に は、日韓 併 合 の正 当性 を ア ピール しな が ら、皇室 の 恩賜 金 を使 い 形 式 的 な慈 善活

動 に使 用 した。 た だ し、 実 際の 救 済 は、 わず か な元 金 の利 子 で実 施 され た。 恩 賜金 の対 象

者 は 、貴 族 や 日韓併 合 の功 労者 、 両班(ヤ ンパ ン)、 儒生5)(職 業 訓練 や教 育)、 親 孝 行者 で

あ った。 救 済資 金 と して使 用 され る名 目と して 、一 般 的 な貧 民救 済基 金 、 ハ ンセ ン病 院 の

資 金 、精神 疾患 者 の救 済 の資 金 な どが あった。 これ らの事 業 は 、既 に述 べ た よ うに恩 賜 金

の利 子 な どで運 営 され て い たが 、 これ らの恩 賜 金 は朝鮮 の民 心 を安 定 させ る資金 で あ り純

粋 な救 済 目的 の社会 事 業 とは言 い難 か った。 また 、恩 賜金 は民 心 の不満 の対象 で あ り売 国

文 券 とも呼 ばれ た。

植 民地 政策 へ の反 発 は、つ い に 民衆 の独 立 運動 につ な が った。 日本 は植 民地 に対す る政

策 の 変化 を避 け られ な くなっ た。 日本 の 自治 会 を模 した 町洞 会(町 内会)が 首都 圏地 域 に設

置 され 、朝鮮 住 民 の共 同体 は 日本 下部 行政 機 関 に され て しま い 、植 民地 統 治 の協 力 を求 め

られ た。 町洞 会 の活 動 は住 民 の 監視 、親 睦、 生活 改 善 な どで あ り、植 民地 の支 配 の た めの

啓 発事 業 の 下地 にな った。

一方
、 日本 で は 、1918年 に社 会 的な 混乱 を もた らした米 騒動 が6)起 こ り、社会 的な 問題

にな っ た。 日本 で は 、経 済危 機 に伴 う民衆 の反政 府 デ モ で あ る米 騒動 を きっ か けに 、福 岡

地 域 を 中心 に方 面委 員 制度 の取 り組 み をは じめてい た が 、関東 大 震 災 を経 て東 京 と大阪 地
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域 に拡 大 展 開す る こ とにな った。方 面 委員 の役割 は 、抵抗 勢 力 の制 御 と監視 な どで あっ た。

言 わ ば、 民 に よ る貧 民 の管 理 を狙 い と してい た。 方面 委員 は任 期2年 の無 報 酬 の奉 仕職 で

あ った。

方 面委 員制 度 の精 神 は、 隣保 相助 の共 同体 意識 の酒養 と貧 困 の 問題 を社 会 の連 帯意 識 に

よっ て解 決 しよ うとす る社 会 連 帯 主義 にあ った。 こ こに は、 日本 が フラ ンス の19世 紀 の

連 帯 の動 きを 、新 し く社 会事 業 に導 入 しよ うとす る意 図 が あっ た。 た だ し、制 度 自体 は、

ドイ ツ 、ア メ リカ 、イ ギ リス な どの制 度(友 好 訪 問事 業)を モデ ル に してい た。

この よ うな状 況 か ら 日本 は、植 民地 の貧 困問題 を解 決 す るた めの 手段 として方 面委 員 制

度 を誕 生 させ た。 当時 の朝鮮 社会 事 業 協会 の上 内彦 策幹 事 は、 こ うした現 状 を 「大 半 の民

衆 の極 度 な貧 困問題 と朝鮮 での 啓発 事 業 の必 要性 」 と力 説 して いた7)。 なお 『朝 鮮 社会 事

業 』 の全 国 的 な 出版 に よっ て社会 事 業 と方 面 委員 の活動 は、 具体 的 に報 じられ る こ とにな

った。

朝鮮 にお け る方 面委 員 制度 は 、1927年 か ら実施 され た。 日本 は、貧 民 の救 済活 動 を朝 鮮

の伝統 的 な風習 で あ る卿 約8)と 同様 に定着 させ よ うとに した 。李 氏 朝鮮 の民衆 にお け る相

互 扶助 と して は、村 落 単位 の構 成 員 に よ り隣保 精神 を基 に した ドゥレ9)、 契1°)、卿 約 な ど

が行 われ 、卿 約 はま だ残 され て い た。 日本 は、 文化 政 策 の手 段 の一 環 と して朝 鮮 の伝 統 で

あ る卿 約 の 精神 を継 承 しよ うと した。

方 面委 員制 度 は 、1927年12月15日 京 城 府 方面 委 員規 定 が 定 め られ てか ら、制 度 的 な

枠 組 み を整 備 され るよ うに な った。 朝 鮮植 民 地 にお け る方 面委 員 の役 割 は以 下 の とお りで

あ る。 まず 、担 当地域 の生 活 実態 調 査 、 改善 、 向上 を図 る こ と(実 態調 査 事 業)、 第 二 に、

対 象者 の生活 の問題 把 握 と家 庭訪 問 、第 三 に、社 会福 祉施 設 支 援(公 共事 業 支援)、 第 四 に、

委 嘱事 業 等 な どで あ った。

す な わ ち、生 活 実態 調 査 、相 談指 導 、保 護 救 済、保 健 救護 、周 旋紹 介 、惰 風 の矯 正 、 戸

籍整 理 な どが方 面委 員 の役 割 で あっ た。 さ らに、年 末 に は、 不用 品 を集 めて貧 民 に与 え る

燐保 相 助 を実践 して いた。 生 活 調査 事 業 内容 を除 い た事 業 の 内容 につ いて 、方 面 委員 処 理

細 目並 取扱 手続 き概 要 で は以 下 の よ うに事 業 が規 定 され てい る。

①相 談 指 導 は、方面 委員 の事 業 の 中で も もっ と取 り扱 い が注意 され 、職 業 、生 活 、教 育 、

戸 籍 、紛 争 、法 規 に 関す る事 項 な どを扱 い、 秘 匿義 務 が課 せ られ て い た。

②保 護 救護 事 業 に は幼 少年 保護 と老 孤者 保護 、被虐 待 者保 護 、放児 ・迷子 並 び に行 旅 病
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人保 護 、 そ して精神 病 の保 護 、 羅 災者保 護 、釈 放 者保 護 、ハ ンセ ン疾 患 者 お よび モル ヒネ

中毒 患者保 護 、金 品給 付 な ど当時社 会 事業 の全般 的 事項 が挙 げ られ て い る。 そ の 中に は、

梅 雨や 厳 しい冬 の貧 民 の一 時保護 で 、災難 か ら地域 を離 れ た 貧 民が 帰郷 す るた めの 費用 を

援 助 す る制 度 や 、貧 困 の死者(無 縁 死)に は、火 葬 の費用 を補助 して くれ る事業 も あ り、そ

の5割 を 占め てい る保 健 医療 救護 事 業 は 、当時 の京 城 国 際大 学 附属 病 院、セ ブ ラ ンス病 院 、

赤 十字 病 院 な どの 無料 医療 券 を貧 民患者 に提 供 して い た。

③楕 風 矯 正事 業 は 、怠楕 で遊食 す る もの に対 して、懇 切 に説 諭 を加 え善道 す る こ とを内

容 としてい る。

④保 健 救護 事 業 に は、施 療 患 者 の取扱 い と防疫 取 扱 い 、種 痘 の励 行 な どが含 まれ て い る。

⑤周 旋 事 業 には 、借 家借 間紹介 と職 業紹 介 、 副業 紹介 な どが あ る。

⑥戸 籍 整理 事 業 は 、屈 け出期 間 を怠 けた り、遅 れ た りす る戸籍 に対 し、適 切 な措 置 を取

る こ とで あ る。

1928年 か ら1930年 まで京 城(ソ ウル)の 方 面委 員 の 実績 は表1-3の とお りで あ る。方 面

委 員 に は朝鮮 人 が採 用 され た。 当初1927年 の方 面 委員 は12人 で、京 城(ソ ウル)の 東 部 と

北 部 地域 を担 当す る こ とに な った。 方 面委 員 は 、総 督府 か ら肯定 的 に評 価 され 方 面事 業 を

後 援す る後援 団体 が登 場 した。方 面委 員 は 、1943年 代 末 ま で に1,341人 に拡 大 され 活動 の

範 囲 が仁川 、 開城 、馬 山、光 州 、新 義 州 、成 興 な ど全 国314カ 所 に設 置 され た。

表1-3方 面委員 の実 績(1928年 一1930年 代)(単 位1人 数)

事業内容
東部方面 北部方面 合計

1928 1929 1930 1928 1929 1930

生活実態調査 1,725 1,750 0 1,075 1,467 0 6,017

相談指導事業 1 26 0 1 15 2 45

保護救済事業 519 753 924 273 486 617 3,572

保健医療救護事業 18 45 71 33 28 25 220

週旋事業 20 3 12 14 5 36 90

戸籍整理事業 1 13 2 3 5 1 25

その他 2 0 68 1 0 21 92

合計 2,286 2,590 1,077 1,400 2,006 702 10,601

出所:『 近 代朝 鮮社 会 事 業 史研 究:京 城 にお け る方 面 委員 制 度 の歴 史 的展 開 』53頁 。
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しか しな が ら、 方 面委 員 は、植 民地 の貧 民 の 問題 を貧 困問題 に集 約 して把 握 したた め、

個 々 の ニー ズ が無視 され る場 合 が 多か った。 個別 化 され た特別 なニ ー ズ を持 つ 個 人 と して

の扱 い を受 け る権利 が無視 され て いた 。 また 、貧 民 援助 の際 、客観 的判 断 に よ らな い救 済

活 動 が多 か っ た こ とが推 測 され る。

これ らの 問題 は 、社 会 事業 制度 の未成 熟 さに起 因 して い る と判 断 され るが 、 日本 にお け

る方 面委 員 制度 と植 民 地 の方 面 委員 制 度 の運 営 の違 い もあ った。 も ちろん 、 国庫 支援 を受

けて 実施 され定 着 した制 度 と比較 す る こ とはで き ない が 、運 用方 針 の違 い を指 摘す るこ と

はで き る。 資格 の選 別 と人材 育成 へ の支援 な しに 開始 され た植 民 地 の方 面委 員 制度 は、 そ

の実効 性 につ いて 問 われ て いた。 方 面 委員 の担 当事 例 は 、100人 か ら1,000人 を超 え る場

合 もあ る無謀 な政策 で ケー ス管理 の能 力 を は るか に越 え てい た。 貧 民 の 日本 お よび満 州 へ

の離脱 を抑 える こ とがで き ない状 態 で あった。

これ らの 方面 委員 の活 動 と共 に植 民地 に は、新 た な法律 が制 定 され て いた。社 会 事 業 と関

連 した法 令 は表1-4で の とお りで あ る。

表1-4日 本 の植 民地 時代 の朝鮮 の社 会法 令(社 会事 業 法 中心 に)

法令 年度 法令

{血救 関係

1916

1917

恩賜賑位 資金管理規則

恩賜賑憧 資金窮民救助 規定、軍事 救護 法

羅災救済 1914 恩賜羅災救助基金管理規制

水難 の救護 1914 朝鮮水難救護令

行旅病人死 亡人 関係 1917 行旅病因救援資金管理規則

衛生風俗
1916

1918

娼婦健康診断施行手続

労働者募集取締規則

質屋関係 1912 質屋取締法

少年保護 1923 朝鮮感化令

医療保険 1924 伝染病予防令改編

生活保障 1944 朝鮮救護令

出所:『 韓 国社 会 事 業:成 立 と展 開』155頁 の資 料 を も とに作 成。
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植 民地 朝鮮 か ら 日本 へ の渡 航 の背 景 に は、貧 民 問題 が あ り、 また 、植 民 地 の貧 民救 済 は

十 分 な役 割 を果 たす こ とが で きず 、貧 民 の 日本 へ の離脱 を 阻止す る こ とはで き なか っ た。

す な わ ち、在 日コ リア ンの原 点 で あ る植 民地 朝鮮 にお け る社 会事 業 は、真 に人 々 のた め に

な る こ とが 目的で は な く、植 民 地政 策 の た めの イ ン フ ラ構 築 に過 ぎな か った。

現在 の在 日コ リア ン高齢 者 は 、 そ の よ うな背 景 の も とで 日本 での 生活 を強 い られ た渡航

者 で あ る こ とを認 め な けれ ば な らない だ ろ う。 しか し、戦 後 の 日本 は 、在 日コ リア ン の社

会保 障 を否 定 し、 国籍 条 項 に よ り年 金 制度 か ら切 り離 して きた。 そ の結 果 、在 日コ リア ン

高 齢者 は経 済基 盤 が ない ま ま介護 サー ビス を受 け ざる を得 な くな った の で あ る。

高齢 者 を支 え る介 護 現 場 では 、介 護 に対 す る高い職 業 意識 を持 って任 務 を遂 行す る こ と

が重要 で あ るが、在 日コ リア高齢 者 を介護 す る場 合 は 、在 日コ リア ン高齢者 の人 生 の背 景

で ある歴 史 的 な経緯 や 民族 的文化 な どを積 極 的 に理解 し、在 日コ リア ンの アイ デ ンテ ィテ

ィ を尊 重 す るよ う努 め なけれ ばな らない だ ろ う。
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【注 】

ク ン ミン

1)窮 民 は 、貧 困 、病 気 な どで 社 会 的支 援 を受 けて い る 自立 生 活 不能 で あ る人 を指 す 。
セ ミ ン

ー人 暮 ら しの生活 をす る人 が 大概 で あ り
、1種 カ ー ドの 階級 で あ る。細民 は 、 自立 が

セ クン ミン

可能 な貧 困者 で 、2種 カー ドの 階級 で あ る。 この二 っ を合 わせ て細 ・窮 民(セ ・グン

ミン)と よぶ 。

2)市 内や 市 外 を問 わず 堤 防、 川原 、橋 の下 、 森林 、公 有 地 、 私有 地 を無 断 に 占拠 して

みす ぼ ら し穴 蔵 を作 っ て生 き る貧 しい人 々 。 悲惨 と混 乱 、 不潔 を特 徴 と して 部 落 を

形成 す る こ ともあ る(朴 、2003)。

3)京 城 とい う表 現 につ い て は、植 民地 支配36年 間 のみ に存在 した都 市 名 で あ る として、

使用 に反 対 す る主 張 もあ る。 しか し ここで は 、 そ の 当時 に 日本 に よって 行 わ れ た社

会制 度 を説 明す るた めに京 城(ソ ウル)と 表現 す る。

4)一 般 の農 地 でな い深 い 山中の森 林 を焼 き尽 く し耕 作す る農 民 の こ と。

コ ウラ イ

5)朝 鮮 の高麗 、お よび李 氏 朝鮮 時 代 の特 権 的 な官僚 階級 、身分 。文 官 は東 班(文 班)、 武

官 は西 班(武 班)に 分 け られ て いた。 官位 ・官職 を独 占世 襲 し、種 々の 特権 ・特 典 を受

けて儒 学 を修 め る人 々で あ る。

6)米 価 の 暴騰 を きっか け とす る民衆 暴 動。 特 に大 正7年(1918)、 富 山県魚 津 町 で起 こ

っ た もの は全 国 的 に広 ま り、 軍 隊が 出動 して鎮 圧 した。 この事 件 で寺 内 内 閣 は総 辞

職 した。

7)上 内彦 策 『朝 鮮社 会 事 業』1930年12.月 号9頁 。

8)一 般 農 民達 の 日常 生活 を救 済 す る よ うに見 せ 、 実 際 は両 班 支配 層 が郷 村 の秩 序 を維

持 し、支 配す るた め の 自治 規約 で あ った。

9)農 民達 が 田植 えや 草 取 りを共 同 で行 うた めに作 られ た村 落 単位 の組 織 。

10)相 互扶 助 の民 間 共 同組織 。そ の起源 は三 韓 時代 に まで 遡 り、最 も伝 統 的 な共 同体 で あ

る。 そ の組 織 と 目的 は一 定 で は な く、役割 も多 方 面 に渡 る。
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第2章 民族 団体 の介護 支援活 動(1)一 在 日本大 韓民 国民団一

本 章で は、在 日コ リア ン高齢者 に とっ て の 日本 の介護 保 険制 度 の あ り方 を模 索 す る ため

在 日コ リア ン高齢 者 へ の介護 支 援 活動 の歴 史 的 展 開 を在 日本 大 韓 民 国 民 団(民 団)に 焦 点 を

合 わせ て明 らか に し、現 在 の課題 を にっ い て検討 を進 め よ う。

第1節 で は、在 日コ リア ン高齢 者 へ の介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 の一 端 を 民 団 の活動 に

焦 点 を合 わせ て明 らか に したい。 在 日コ リア ンの 日常 生活 支援 か ら高齢 者 の介 護 支援 まで

活 動 を展 開 して きた民 団 の組 織 と運動 につ いて概 観 す る。

第2節 で は 、民 団新 聞 に掲 載 され た民 団 の介護 支 援活 動 の記事 を主 と して整 理 し紹 介 す

る。介 護 保 険制 度 の 実施 ととも に動 き を見せ て い た民 団 の各 支部 の介護 支援 活 動 の展 開が 、

民 団新 聞 に掲載 され てい た ので あ る。 特 に、 最近 で は在 日コ リア ン高齢 者 が介 護保 険 を利

用 す る に あた り言葉 の壁 、文 化 の差 異 、経 済 的基 盤 の脆 弱 さな どの 問題 が あ る こ とが強調

され てい た。

第3節 で は、2節 で紹 介 した在 日コ リア ン高齢 者 向 けの介護 サー ビス事 業所 とそれ 以 外

の福祉 団体 の介 護 支援 活 動 の現 状 を、 行政 の介護 情 報デ ー タベー ス の分 析 を通 して 明 らか

にす る。 さ らに、在 日コ リア ンの介 護 支援 活 動 が直 面 してい る文 化 的 、経 済 的課 題 につい

て一層 の検討 を進 め たい。

第1節 在 日本大韓民 国民団の組織 と運動

本節 で は、民 団 の歴 史 とその組 織 と運動 につ い て概 観 す る。 民 団 の原 型 は1945年8.月

15日 、 日本 の敗 戦 後 も、 日本 に残 っ た約200万 人 の在 日コ リア ンが 全 国各 地 で組 織 を拡

大 す る こ とに よ って誕 生 した。これ らの組織 を糾合 し1945年10.月 に結成 され た のが在 日

朝 鮮 人連 盟(朝 連)で あ る。 とこ ろが 、朝連 は左 派 に よっ て指 導 され てい た の でそ の 思想 に

反 す る立 場 の青 年 た ち は、同年11,月16日 、東 京 に在 日コ リア ン3,000人 を集 め、朝鮮 建

国促 進 青 年 同盟 が 結成 した。 さ らに 、それ とは別 に、 翌年1月20日 に は新 朝鮮 建 設 同盟

を結成 され た。そ して この2団 体 が主 軸 とな り20余 の 民主 勢力 を糾 合 し、1946年10.月3

日、在 日本 朝 鮮居 留 民 団 が結成 され た。そ して1948年8月15日 、韓 国政 府 が樹 立 され る
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と、 同年9月 、在 日本 大 韓 民 国居留 民 団 とい う名 称 に変更 され た。 民 団 は1994年 、 さ ら

に名 称 の変 更 を行 い居 留 の 二文 字 を はず して在 日本 大韓 民国 民 団 とな った。

民 団 の組織 は、 現在 で は 、法 人格 を有 しない 団体 で あ り会員 制 度 を採 用 してい る。 会員

世 帯 は2009年 民 団の 資料 に よれ ば88,497世 帯 で あ る。また 、組 織 の運 営 につ い ての最 高

意 思決 定機 関 は3年 に一度 開 かれ る 中央 大 会 で あ る。 民団 の組 織構 成 は図2-1の とお りで

あ る。

図2-1民 団 の組 織 機 構
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出 所 在 日 大 韓 民 国 民 団http:〃www.mindan.org1(2011.5.30)。

民 団 は、 日本 各 地 で地 方組 織 を階層 的 に構成 してい る。 地方 本 部 一支 部 一分 団 一班 がそ

れ で あ る。そ の数 は 地方 本 部48カ 所 、支 部290カ 所 、分 団118カ 所(分 団 が ない支 部 も存
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在 す る)、 班1,366カ 所 で運 営 され て い る1)。 役 員 は三機 関(執 行 機 関 ・議 決機 関 ・監 察機

関)に 分 かれ て 、任 期 は3年 で 、執行 機 関 の長 であ る団長 は原 則 と して 三選 を禁 じ られ てい

る。 ま たそ の傘 下 団体 には 、商 工会 議 所 、婦 人会 、 青年 会 、 学生 会 、体 育 会 な どが あ る。

民 団 の事 業 に は、大 き く分 け る と地 方参 政 権獲 得 運動 に もつ なが る組 織整 備 ・活 性 化 事

業 、文 化 事 業 、民族 社 会 教育 ・次世 代 育成 事 業 、生 活支 援 サ ー ビス 事業 な どが あ る。

地方 参 政 権 獲得 運 動 は 、1980年 代 の指 紋 押 捺 拒否 運 動 の 後 か ら本 格 的 に展 開 され た。

1995年 最 高 裁 で在 日コ リア ンの地 方参 政権 が憲 法上 容認 され る との見解 が示 され た が 、立

法 措置 につ い て は国 の裁 量権 に委 ね られ た。 これ を受 け て、 国 が定住 外 国 人 に参 政権 を付

与 す る た め の 立法 措 置 を怠 っ た こ とに対 す る損 害 賠 償 を求 め る集 団訴 訟 が起 こ され た。

1998年 民主 、公 明 両党 に よる 「永 住 外 国人 地方 選 挙権 付 与 法案 」が 国会 に提 出 され た。そ

の後 、法 案 は4回 に わた っ て国会 に提 出 され た が、 自民党 内の意 見 が ま とま らない こ とを

理 由に2011年 現在 い まだ に成 立 させ られ てい ない 。

1990年 代 の運 動 の 主流 で あ った 民族 文化 運 動 で は 、在 日韓 人歴 史資 料館2)を 運 営 し、子

孫 らの歴 史 教育 にカ を注 い でい る。ま た 、2007年 に設 け られ たMINDAN文 化 賞 は、在 日

コ リア ン に関連 す る研 究論 文 や評 論 、 韓 国 の時調 や 日本 の短 歌 な どの詩 歌 、親 孝行 を題材

とす るエ ッセイ な どを対象 に文化 ・創 作活 動 を奨 励 し、在 日コ リア ンの可 能性 を広 げ る こ

とを 目的 としてい る。 さらに、 日本 各 地 にお い て、 民 団 フ ェステ ィバル と毎年10月 にマ

ダ ン(庭 の意 味)を 開催 し在 日コ リア ンの文化 や 学術 振 興 を進 めて き た。

民族 社 会教 育 ・次世 代 育成 の事 業 は、阪神 教 育 闘争3)(1948)か ら1960年 余 、多様 に展 開

され て きた。今 日の 民族 教 育 は、戦後 在 日コ リア ンー 世 が設 立 した学校 で行 われ て きた が、

在 籍す る児童 生 徒数 は年 々減 り、 学校 の統 廃 合 も進 行 してい る。 文 部科 学省 に よ る と、 民

族 学校 の場合 、平成2003年 の90校 、約12,000か ら2006年 には79校 、約10,500人 に

減 少 した。 民 団 系 学校(各 種 学校)は4校 の み で 、学齢 期 に あ る こ ど もた ちの 大 半 が 日本 の

学 校 に通 って い るの が現 状 で あ る。実 際 に は、民団 が支 援 してい る学校 は 大 阪2校(金 剛学

院 、 白頭 学 院)、 京都1校(京 都 国際 学院)、 東京1校(東 京 韓 国学 院)で あ る。4校 とも学校

の財 政 安 定 の た め、一 条学 校4)認 定 を取 得 してい る。しか し、民族 学 校 を支 援す る民 団 は、

生 徒 た ち に韓 国語 教室 を実施 しな が ら韓 国へ の修 学 勧奨 活 動 を して い る。 ま た 、 日本 で の

公 教 育 に在 日外 国 人教 育 指針 の採 択 を要望 して い る。

次 に民 団 の福 祉活 動 に 目を移 す と、筆 者 が 最 も注 目してい る生 活支 援 サ ー ビスの事 業 が
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あ る。 在 日コ リア ンの生活 問題 に対 し窓 口を設 け、 そ の 問題 へ の対 処 を 日本 政 府 に 求 めて

きた。 そ の対 象者 は 、社 会 的弱 者(高 齢者 、 障害 者)で あ り、彼 らへ の支 援 の輪 を広 げ て き

た。 民 団 は、 同胞 生活 相 談セ ン ター を運営 し、在 日コ リア ンの様 々 な生活 問題 に対応 す る

窓 口と して の役 割 をセ ンター に担 わせ て い る。 そ の具体 的 な内容 は 、無 年金 高 齢者 の 問題

へ の対 処 や 高齢 者 ・障 害者 へ の 特別 給 付金 の 自治 体 へ の要 請 で あ り、各 支 部 が支援 を続 け

てい る。

この よ うな活 動 は 、2000年 の介護 保 険制 度 のス ター トと ともに一 層活 発 な動 き を見せ る

こ とに な った。 日本 全 国に設 置 され て い る各 支部 を活用 して在 日コ リア ン高齢 者 向 け の福

祉 サ ー ビス 事業 所 が誕 生 す る きっ か け に もな った ので あ る。 以上 の 多様 な活 動 は、 民団 事

業 の一 環 として展 開 され 多 くは民 団新 聞 に掲 載 され て い る。

そ こで 第2節 にお いて は 、そ れ らの記事 に も とつ い て在 日コ リア ン高齢 者 の介護 支援 に

かか わ る活 動 につ い て紹介 した い。 そ れ に は、 体系 的 に整 理 され て い る民 団新 聞の記 事 の

デ ー タベ ー ス を利用 す る。検 索 の手順 と して は、介 護保 険制度 が実 施 され る前 の1998年5

.月15日 か ら2011年5.月1日 まで の記 事 を検 索 す る。 そ の期 間 に 限定 した理 由は、 このデ

ー タベ ー ス が
、イ ンター ネ ッ ト上 で1998年5月15日 か ら検 索 で き るた めで あ り、 これ に

よ り介 護保 険制 度 が導 入 され る以前 の状況 も把握 で き る。さ らに、記 事 の検 索 は 「高 齢者 」、

「福祉 」、 「介 護 」 とい うキー ワー ドに よって 実行 した。 検 索 され た340件 の記事 を参 照 し

つ つ 、在 日コ リア ン高 齢者 へ の介 護 支 援活 動 の 多様 な展 開 を紹介 す る こ とに しよ う。

第2節 民団新聞にみ る介護支援活動の展 開

民 団新 聞5)は 、2011年 現在 、 在 日コ リア ン と関係機 関 に よっ て毎 週10万 部 が購 読 され

てい る。1946年3.月 に民 団 の前 身 で あ る在 日朝鮮 建 国促 進 青年 同盟 の機 関紙 と して刊 行

され た が、そ の後 、新 朝鮮 新 聞 、民 主新 聞 、韓 国新 聞 とい う名 称 の変 遷 を経 て、1996年5

月 、創 刊50周 年 を機 に民 団新 聞 とな った。 そ の後 、現 在 まで 民団新 聞 は、在 日コ リア ン

の有力 な メデ ィア とな って い る。

この新 聞 に は、介 護保 険制 度 が導 入 され る以 前 か ら無 年 金者 の在 日コ リア ン高齢 者 が 自

己負担 額 に耐 え られ るか ど うか 不安 の声 が寄 せ られ て い た。在 日コ リア ン高齢 者 は そ の多

くが 国民 年金 制 度 か ら事 実上 排 除 され て きた た め、 老齢 年 金 の支 給対 象 外 とな って い るた
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めで あ る。在 日コ リア ン無年 金者 に は、 サー ビス の利 用 に あた り一割 負 担 とはい え ども大

きな重 荷 とな る と記 事 には述 べ られ て い た6)。

1999年 、大 阪 市 で は在 日コ リア ンの 高齢者 を対 象 に 、大 阪市 高齢者 総合 情報 相 談 セ ンタ

ー に専 門の福 祉 相 談窓 口が 開設 され た。 この相 談窓 口は 日本 全 国で は じめて の ケー スで あ

り、地 域 福祉 の谷 間 に置 かれ て い る在 日コ リア ンの状況 の行 政施 策 へ の反 映 が期待 され て

いた。 窓 口の相 談員 に は民 団の推 薦 を受 けた 在 日コ リア ン 出身者 を配 置 して い た。 それ は

も ちろ ん、介 護 保 険制 度 の導 入 に あた って、 サ ー ビス を提 供 す る市 町村 が 、地 域 の 高齢者

を対象 に老 人福 祉 計画 を策定 す るの に必要 なニ ー ズ を把 握 す るた めで あ る。 しか し、在 日

コ リア ン高齢 者 は、住 民 基本 台 帳 に記 載 され て ない 住 民 で あ るた め、住 民 基本 台 帳 を も と

にす る 限 りは在 日コ リア ン高 齢者(大 阪府 、17,587人)の 生活 実態 や ニー ズ を把 握 しきれ な

いの が現 状 で あ る7)。

しか し、 大 阪市 の こ う した施策 の以 前 か ら、在 日コ リア ン高齢 者 向 けの福 祉 施設 で あ る

「故郷 の家 」は 、1989年 か ら大 阪府 の堺市 にお いて 運営 を始 め てい た。介護 実践 現 場 での

在 日コ リア ン高齢 者 ケア の ノ ウハ ウ を蓄積 して い た 田 内基(韓 国名 ・ユ ンキ)理 事 長 は 、介

護保 険制 度 につ い て 「弱者 切 り捨 て にな らない た め に も、無所 得 者 に は生 活扶 助 、介 護扶

助 が あ って しか るべ きで あ る。」と要 望 してい た。こ こで の無所 得 者 は 、国民年 金 制度 か ら

外 され たい わ ゆ る無年 金者 を指 して い る。 在 日コ リア ン高齢 者 の無 年金 問題 の背 景 に は国

民 年金 制 度 の変 遷 が あ り、日本 にお い て国 民年 金制 度 は 、1959年 度 発 足 当初 か ら国籍 条件

が ある。在 日コ リア ンを含 む外 国人 は加入 した くて も加 入 で きな か った。1981年 には 、日

本 は難 民条 約 を批准 し、社 会保 障法 規 か ら国籍 条 件 が取 り払 われ た 。 しか し、65歳 以上

(1982年1月1日 時点)の 外 国人 は年 齢 要件 を満 た さない た め切 り捨 て られ た。同 じ く、こ

の時 点 で35歳 以 上65歳 未満(1982年1∫11日)の 人 も25年 とい う資 格期 間 を満 たす こ と

がで き ない 場合 、 老齢 年金 は支 給 され な か っ た。 ただ し、1986年 の改 正 国 民年 金法 で は、

1982年1月1日 時点 で35歳 を超 え てい て もカ ラ期 間 が適 用 され る よ うにな り、金 額 の少

ない老 齢 基礎 年 金 が支 給 され る。 しか し、こ こで も86年4月1日 時 点 で60歳 以上 の 高齢

者 は カ ラ期 間 が適 用 され な いた め 、 国民年 金 制度 か ら排 除 され る こ とに な った8)。

民 団 は こ うした 国民 年 金法 の 無年 金 に対 す る抜 本 的 改正 を求 め る一方 、 それ が 実現 す る

まで の 間、何 らか の救 済措 置 が講 じ られ るよ う各 地 方本 部 を基点 として所 管 自治 体 に独 自

の福祉 的 な手 当の支 給 を要望 して きた 。日本 政府 の代 わ りに無年 金 の外 国人住 民 に対 して 、

22



独 自の特 別 給付 金 を支 給 してい る地方 自治 体 は 多数 あ り、98年 頃 に は、高齢者 特別 給付 金

が483カ 所 の 自治体 で支 給 され 、2001年 に は664自 治 体 まで広 が って い た。金 額 は月額

5千 円か ら1万 円程 度 で 、 自治 体 の財 政 に よ りそれ ぞれ 金 額 が異 な る。 なお 、特別 給付 金

9)を受 給 す るに は 、 申請 が必 要 で あ り、 ま た所 得額 や 他 の 公 的年 金 を受 給 してい るか否 か

な どの一 定 の受 給 資格 が 定 め られ てい た10)。

介護 認 定 の 申請 の受 付 が始 ま る頃 には 、川 崎 市 内の介 護 福祉 士養 成 校 で あ るYMCA福

祉 専 門学 校 は カ リキ ュ ラム にハ ングル 講座 を加 えた 。 これ は、介護 保 険制 度 の実施 前 に、

コ ミュ ニケ ー シ ョンに不 安 を抱 え る在 日コ リア ン高 齢者 の立 場 に配慮 した き め細 か いサ ー

ビス を提 供 してい くた めで あ った。そ れ に は神 奈 川 県川 崎 市 で活 動 してい る李 仁 夏牧 師(青

丘 社理 事 長)の ア ドバ イ スが 大 き く影 響 して い た。 そ して、 そ の活 動 の 中心 に トラジ(桔 梗)

の会 とい う、在 日コ リア ン高 齢者 の孤 立 を な くす た めの交 流 クラブ が あ った11)。

さらに、 日本 各 地 にお け る民 団支 部 の介護 支 援活 動 を年度 毎 に追 って 見 る と、1998年8

.月大 阪泉 北 支部 は街 か どデイ ハ ウス12)「 ム グン フ ァ(む くげ)ハ ウス」 を 開 き、11.月 に福

島支部 がア イ アイ セ ン ター を開設 させ た。 これ は、 自治 体 か らの公 的 な資金 援 助 を受 け る

施 設 で は あ るが、 老人 福祉 法 に も とつ い た福祉 施 設 で は ない。 しか し、在 日コ リア ン高齢

者 の憩 いの 場 を設 ける効果 が あっ た のは事 実 で あ る13)。

1999年12月 には 、民 団 の大 阪本 部 の 下部 組織 で あ る婦 人会 は、100人 のホ ー ムヘル パ

ー養 成 に取 り組 ん だ。 そ して大 阪 民団 の傘 下 の36カ 所 の支 部 を巡 回 し、 同民族 に よ るケ

アの必 要性 を提 唱 した14)。 一方 、愛知 県 の愛 知 本部 では 、介 護保 険制 度 の認識 を深 め るた

め に介 護保 険セ ミナー を開 き公務 員 を招 き制 度 の経 過 と概 要 、具 体 的 な手続 き と介 護 認 定

方 法っ い て説 明が行 われ た15)。

2000年3月 、民 団大 阪本 部 で は150人 を集 め介護 保 険制 度 に関す るセ ミナ ー を行 っ た。

このセ ミナ ー で は、公 明党厚 生 労働 委 員長 と厚 生労働 省 の介護 保 険推 進 本 部 の職員 らに よ

る制度 へ の解 説 が行 われ た16)。 在 日コ リア ン高齢 者 の よ うに公 的サ ー ビスか ら離 れ て暮 ら

さざる を得 な か った人 た ちに は役 所 とい う存 在 は 、実 に敷 居 が高 い もの に見 られ るの は事

実 で あ る。 非識 字者 は、役 所 か ら送 られ て きた介 護保 険 に関 す る様 々 な文 書 を読 め ない 、

分 か らない とい うの が実 状 で あ る17)。

識字 問題 の解 決対 策 に手 を伸 ば した の は、2002年6月 の民 団大 阪 本部 で ある。 介護 保

険 サ ー ビス を利 用す る在 日コ リア ン高 齢者 のた め に大 阪府 内の事 業所1,472カ 所 を紹介 し

23



『在 日コ リア ン高齢 者 のた めの福 祉 ガ イ ドブ ック』 と 『在 日コ リア ン高齢 者 の た めの会 話

集 』 を足 か け2年 が か りで作 成 した。 ガイ ドブ ックは 大 阪府 と大 阪 市 の協 力 の も と府 内の

関連事 業 所3,400カ 所 余 りを対 象 に した ア ン ケー ト調 査 に も とづ き 「在 日コ リア ン高齢 者

の受 け入 れ が充 実 してい る」、 「在 日コ リア ン高齢 者 が現 在利 用 して い る」 な どに分類 した

もの で あ る。 この うち、受 け入 れ 充実 施 設 と認 め られ た70カ 所 の 事業 所 にっ い て は 、「介

護 で必 要 な とき韓 国語 で の対 応 が 可能 で あ る」、 「在 日コ リア ンのス タ ッフが い る」 な ど各

事 業所 の特徴 も入れ てお り、ニ ー ズ に合 わせ て最 適 な事 業 所 を選 べ るよ うに してい る。 こ

うした介護 保 険の認 知 度 を高 め る事 業 は 、 日本 の社 会福 祉 ・医療 事 業 団か ら助 成 を受 けて

お り、ガ イ ドブ ック と会話 集 とも各1,000部 を作製 し、 傘 下の 民 団支 部 と地域 自治 体 の窓

口な どに配布 した。 こ う した工 夫 は、 在 日コ リア ン高齢 者 が それ ぞれ のニ ー ズ に合 わせ た

最 適 な事 業所 を選 べ る よ うにす るた めで あ る。 さ らに、在 日コ リア ンの言語 や 習慣 な どを

認識 した介護 者 が増 え る こ とで 、 き め細や か な サー ビス を受 け られ る こ とが期 待 され て い

た18)。

そ の後 、 一世 の 高齢 化 に真 正 面 か ら向 き合 お うと模 索す る大 阪管 内 の民 団支 部 が 、高齢

者 の介 護 支援 活 動 に広 が りを見せ た。 支部 会 館 の1階 を街 か どデ イ ハ ウス に改装 し、 高齢

者 に給 食 な ど生 活 支援 サ ー ビス を行 う とい う事 業 には泉 北 支 部 と布 施 支 部 に続 いて 八尾 、

泉 南 、吹 田、枚 方 の4支 部 が新 た に名 乗 りを あげた。 それ は 、介護 保 険 制度 の実施2年 後

に表れ た結果 で あ る19)。

2003年 には 、一 世 の民族 的な ニ ー ズに対 応 した介護 保 険 施設 や 在 宅 サー ビスが提 供 で き

る体制 作 りが提 唱 され た。 これ ま で続 け られ て きた 数少 ない 民 団支 部 の福祉 活 動 は 、 キム

チ を食 べ なが ら故郷 の言葉 で世 間話 が で き、 気兼 ね な く過 ごす た めの実 践 で あ る。 民団 に

は、 地域 コ ミュニ テ ィ の拠 点 と して支 部 が あ り、そ の 多 くは会館 を持 って い る。 そ もそ も

この会 館 は、一 世 た ちが 貴重 な寄付 を集 めて建 設 した もので あ るが 、 その 有効 性 が 問 われ

てい た時 期 で も あっ た20)。 これ らの会 館 を使 い 老人 ホー ム を建設 す る こ とにつ いて の検 討

は第57回 定期 中央委 員 会2003年 度 総括 報 告案 に も盛 り込 まれ てい た21)。

日本 社 会 の急 速 な高齢 化 に歩調 を あわせ るか の よ うに 、民 団 で も高齢 者 の ケ ア問題 が ク

ロー ズ ア ップ され つつ あっ た。 特 に一 世 の場 合 、 日本 の高齢 者 が通 うデ イ サー ビス で は食

事 が 口に合 わず 、 日本 語 で の意 思疎 通 に困難 が あ る こ とか ら、家 庭 に 引 き こ も りが ち にな

る例 も多 か っ た。2003年 に は、民 団 の老人 福祉 活 動 が広 が り、本 格 的 ミニデ イ サー ビス に
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各 支 部 で取 り組 ん でい た 。鳥 取 県 本部 で は、 ア ジ メ(慶 尚道 方言 で 「お ば さん」)奉 仕 隊 と

呼ばれ る婦 人会 が独 居 や 寝 た き り家庭 へ の巡 回訪 問 を してい た。 鳥 取県 の東 部 地域 の 団員

130世 帯 の状 況 を全 て把 握 す るた めだ っ た。 そ の奉 仕 隊が 、2カ 月 か けて全 家庭 を訪 問 し

て明 らか にな った の は、独 居 、 寝 た き り、老 夫婦 のみ の世 帯暮 ら し、施 設入 所 な ど、高齢

者 の生 活 の 実態 だ っ た。 そ こで年 金 もな く暮 らして い る高齢 者16人 を対 象 に、.月に1度

家 庭訪 問す るこ とを決 めた。ま た、滋 賀 ・湖 西 支部 で は老 人 会 「トラジ ク ラブ」を運 営 し、

韓 食や カ ラオ ケ を提 供 す る高 齢者 の集 い の場 を設 けて い た。食 事 は婦 人 会 が担 当 して韓 国

風 の キ ムチ にチ ヂ ミ、ナ ムル(韓 国 の家 庭料 理 の一つ で、もや しな どの野菜 や ワラ ビな どの

山菜 、野 草 を塩 ゆで した もの を調 味料 と ゴマ 油 で あ えた もの)な どの 自家製 の韓 式家 庭料 理

がふ る まわ れ る。この地域 は も とも と河 原 部 落 と呼 ばれ る密 集 地域 で もあ り、1970～1980

年 代 に は今 よ り多 くの在 日コ リア ンが 住 んで い た。 当時 は、 冠婚 葬祭 が あれ ば集 う共 同体

だ った が代 を重 ね るに連 れ て大都 市へ 移動 す る人 も増 え 、共 同体 的 な あ り方 は影 を薄 れ さ

せ て い った。 一 世 の高 齢者 が集 え る場 を無 く し、家 の 中 に引 き こもっ てい る状 況 を見て 、

民 団 が打 ち出 した方 針 が 老人 会 の結 成 だ った。 さ らに、大 阪 市西 成支 部 で は 、デ イハ ウス

とあわせ て 通所 介護 事 業所 を準備 し、 介護 を必 要 とす る人 のた め の通所 介護 事 業 所 と して

の認 定 を受 け 、介護 事 業所 を開 い た。 これ は全 国支 部 に先 駆 け ての ケー ス とな った。 当時

の西成 支 部 の 団長 は高 齢者 介 護 事 業 を、在 日の アイ デ ンテ ィテ ィ にの っ とっ た介護 サー ビ

ス を提 供 で き る在 日コ リア ン福祉 事 業 の人 材 育成 につ な が る新 たな雇 用 を生む1つ の事 業

と位 置 づ けて いた。 さ らに 、 引 き こも り高齢者 を防 止す る介護 予 防 的 な狙 い が あ る とも述

べ て い る22) 。

ま た、NPO(特 定 非営 利活 動 法 人)を 母 体 に した 「在 日コ リア ン高齢 者福 祉 をすす め る会 」

が大 阪 で運 営す る生活 支援 セ ン ター 「パ ダ(海)」 が2003年10月 に開設 され た。 パ ダ で

は、無 料 で 受 け られ る在 日コ リア ン高 齢者 のな んで も相 談 な ど、高齢 者 の ニー ズに あ った

サ ー ビスが提 供 され た23)。

東京 都 で は在 日同胞 を主 な対象 と したデ イ サ ー ビス(通 所 介 護)セ ン ター 「ア レ ック桜 木 」

が、2003年11.月 に都 内の足 立 韓 国会 館 に新 た に開設 され た。 これ は、民 団東 京 ・足 立支

部 が 民 間の 通所 介護 事 業所 に委託 して 実現 した もので あ る。 韓 国会館 をデ イサ ー ビス用 に

改 装 し、1階 に車 イ スで も利 用 で き る機 械 浴 室 、お よび通 常の浴 室 と相 談 室 を備 えて い る。

3階 は趣 味 と娯 楽 の た めの フ ロア で 、韓 国式 の食 事 を した り身体 機 能 回復 訓練 も受 け られ
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る。 定員 は30人 で あっ た24)。

兵庫 県神 戸市 長 田区で は通 所介 護 施設 に認 定 を受 けたデ イ サー ビスセ ンター 「ハ ナ(数 字

の一)の 会 」が 開設 され た。運 営 母体 はNPO法 人 「神 戸 定住 外 国人 支援 セ ンター(略 称K

FC)」 で あ る。長 田区 は阪神 ・淡 路 大震 災 で被 害 を受 けた こ とで知 られ るが、KFCは 震

災 を契 機 に活 動 を開始 し、多 数 の ボ ラ ンテ ィア と共 に被 災 地 に住 む外 国人 を支 援 す る さま

ざま な活 動 を行 って きた25)。

2005年 、介 護保 険 制度 は大 き く変 わ り、在 日コ リア ン高 齢者 や 民族 介 護 事業 所 に とっ て

厳 しい経 営 時期 が訪 れ た。2005年 見 直 しの主 な 内容 と しては 、介 護 予 防サ ー ビスの 導入 が

挙 げ られ る。要 支 援 、要 介護1～5と い う認 定 の うち、軽 度(要 支援 、要介 護1)認 定者 へ の

サ ー ビス を別 体 系 にす る とい うもので あった。 介 護 予 防 サー ビスの 内容 には 、筋 カ トレー

ニ ング、 栄養 改 善 、 口腔 ケ ア な どが新 規 サー ビス と して挙 げ られ て い る。新 た に発 足す る

地 域包 括 支援 セ ン ター が 、軽 度利 用 者 の ケア プ ラン を作 成 し、民 間 事業 所 と ともに新 サ ー

ビス提 供者 とな る。 これ ま で軽度 利 用者 が利 用 して い た通 所介 護 や訪 問介護 は、 予 防通 所

介護 や 予 防訪 問介護 とい う新 た な サー ビス範 疇 に繰 り入 れ られ 、提供 され るサー ビス のボ

リュー ム は制 限 され る。 ま た、 老人 ホー ム な どの施 設 サー ビス を受 けてい る利 用者 は、 入

居 施設 での食 費 や居 住 費 を 自己負 担 しな けれ ば な らな くな った。 今 回 の見 直 しは、在 宅 サ

ー ビス利 用者 に とっ て は提 供 され るサ ー ビス 給付 が減少 し
、施 設 サ ー ビス利 用 者 に とって

は 自己負 担額 が増加 す る もので あ った 。 こ う した介護 保 険の 改正 につ い て、 当時 の 「生野

サ ンボ ラ ム(生 き がい)」 理 事 で あ る河 東 吉理 事 は次 の よ うに述 べ て い る。「在 日コ リア ン高

齢 者 に とって は、さ らに複雑 となっ た制度 に対 す る理解 認 知 が一 層 困難 にな る。この た め、

介護 サー ビス の利用 は現在 よ りも減 少 す るので は と心配 され る。 ケ ア プ ラ ン作 成 に おい て

も、 地域 包 括支 援 セ ン ター のケ ア マネ ー ジ ャーや 保 健 師 が識 字率 の低 い在 日高 齢者 と円滑

な意 思疎 通 が で き るだ ろ うか。介 護 予 防 の新 メニ ュー が在 日高齢 者 に とって は非 常 に な じ

み の うす い性 質 の ものだ。 ほ とん どが 無年 金者 で あ る在 日高齢 者 が 、施 設 サー ビス にお い

て 自己負 担額 が増 える とい うこ と も切 実 な 問題 とな る。」

さらに、在 日コ リア ン高齢 者 にデ イ サ ー ビス や訪 問介 護 サ ー ビス を提 供 して い る在 日コ

リア ン系 事 業所 は、ケ ア プ ラ ン作 成 、デ イ サ ー ビス 、訪 問介 護 とい う3事 業 を運営 して い

る施設 と して 、在 日の利用 者 の約75%が 新 制 度 で介 護 予 防サ ー ビス利 用者 にな る もの と予

想 され る。河 理 事 の試 算 か らは 、総受 給 額(事 業所 収入)の 約12%か ら20%く らい の範 囲 で
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の減収 が予想 され た。 この数 字 は在 日コ リア ン高齢 者 向 けの 事業 所運 営 が 赤字 に転 落す る

こ とを意 味 す る。 この運 営 問題 の解決 案 として河理 事 は次 の よ うに3つ の提 案 を述 べ て い

た。① 行 政機 関、介 護 事 業所 や 民族 団体 な どが在 日コ リア ン高齢 者 に対 して介 護保 険制 度

の認 知 ・周 知活 動 を一層 活発 にす る こ とに よ り、権 利 として のサ ー ビス利 用 を促 進 させ る。

② 在 日コ リア ン高齢 者 の無年 金状 態 を勘案 し、 地方 自治 体 の 老齢 福祉 手 当金 の支 給や そ の

増 額 の た めの運 動 を展 開す る。③ 運 営 に困難 を増 す と予 想 され る在 日コ リア ン系介 護 事 業

所 に対 す る民族 系金 融機 関 か らの財 政 支援 を実 現す る。 こ う した3つ の提 案 は 、無年 金 、

低 所得 者在 日コ リア ン高齢 者 の経 済的 な生 活 支援 を 目的 と して いた26)。

民 団 は2005年 介 護 保 険改 正 を受 け、 さ らに無年 金 高齢 者 の救 済 を求 め国 民年金 関係 法

の改正 を強 く求 め る と ともに、 暫 定的 救済 措 置 が も っ と多 くの 自治 体 で講 じられ る よ うに

訴 えた。 ま た 、す で に救 済措 置 を講 じて い る 自治体 に対 して は 、少 しで も公 的年金 相 当額

に近づ け る よ う特別 給 付金 の増額 等 の要望 活 動 を、 各地 方 本 部や 支部 単位 で さ らに 強 く展

開 した。 国籍 条 件 の撤 廃 に伴 い公 的年 金制 度 に加 入 が義 務 付 け られ た在 日コ リア ンは、保

険 料 に よ って 日本 人高 齢者 を支 えなが ら無 年 金状 態 の親 も養 うとい う二重 の負 担 を強い ら

れ て い る。在 日コ リア ン無年 金 障 害者 の場 合 には、 生活 を支 える高齢 の家族 もまた 多 くが

無 年金 状 態 に あ る。民 団 の活動 に よっ て 、在 日コ リア ン多住 地 を中心 に、2007年 に は600

以 上 の地 方 自治 体 が 、独 自の福祉 手 当 として 高齢 者 特別 給 付金 を支 給す る よ うにな った。

高 齢者 特 別 給付 金 の金 額 は 、最 も高い の は兵 庫 県 内の 自治 体 で 、各 市 とも高齢 者 給付 金 が

月3万 円超 とな っ てい る(県 に よ る上 乗せ 支 給 分 を含 む)。 しか し、全 国 的 に は高齢 者1万

円前後 、 障 害者2万 円前後 が 多 く、 高齢 者 ・障 害者 とも1万 円以下 の 自治 体 もあ る。 東 京

23区 の場 合 、 特別 給 付金 制 度 を設 けて い るの は豊 島 、葛飾 、北 、江 戸川 の4区 にす ぎず 、

そ の他 の 区で は、 い まだ に救 済措 置 を講 じて い ない 。無 年 金 高齢 者 に対 す る救 済 の措 置 が

講 じられ な い とい う地 域 間格 差 の 問題 で あ る27)。

2007年 度 頃 か らは、在 日コ リア ン高齢 者 に も 日本 人 向 けの介 護 保 険施 設 を利 用 して欲 し

い とい う声 が上 が っ て来 た。 東京 ・江 戸川 区で 日本 人 向 けの介 護 老 人保 健施 設 な どを運 営

す る 日本 人 理事 長 は次 の よ うに話 した。「日本 の介 護 保 険制 度 をまず利 用 して ほ しい。在 宅

での介 護 は肉体 、精 神 をむ しばみ ます 。家 族 が 面倒 を見 な けれ ば とい う家族 愛 は、 そ の苦

痛 に勝 らな い。 いず れ は共倒 れ に な る。福 祉 事 業 は人 間 愛 か らきて い ます が 、福祉 ほ ど人

間の本 性 が 出 る もの は あ りませ ん。 要 求 は高 ま って い き 、そ の本 能 と戦 って い くこ とにな

27



るの です 。 現在 、4人 の在 日コ リア ン高齢 者 が入 所 して い るが 、最 初 は、 居宅 介護 支援 事

業 所 に行 って 、在 日コ リア ン高齢 者 の特色 や 事情 を説 明す る。 これ は共 生 とい う立場 か ら

み る と現 実 的 です。」さ らに 、在 日コ リア ン高 齢者 につ い て は 日本 の行 政 や 老人 福祉 施 設 に

対 して、 一 世 が有 してい る特 性 な どを説 明 し、適 切 な処 遇 が行 われ るよ うに働 きか けて い

くこ と も大 事 で あ る と述 べ てい た。 この 点 にっ いて 、東 京 ・北 区で居 宅 介護 支 援 事 業所 、

ヘ ルパ ー ス テー シ ョン を運営 す る 「区民介 護 の 家 あ ゆみ」 を立 ち上 げ た金 氏 は、介 護 情 報

を ほ しが って い る人 は沢 山い る反 面、 一番 ほ しい情 報 が在 日コ リア ン高齢 者 が集 ま る場 所

まで届 かな い現 状 を語 って いた。 金 氏 の記 事 は 、 当事者 の立 場 か らの コメ ン トで もあ り在

日コ リア ン家庭 の介 護 事 情 が示 され て い る。 「在 日コ リア ンの お年 寄 りは家族 がみ る もの、

嫁 が み る もの と考 える在 日コ リア ン家 庭 は多 い。 そ れ が 災い し負 担 が全 て そ の人 に かか っ

て しま うケ ー スが 多 い」 と述 べ 、 さ らに、多 くの在 日コ リア ンのヘル パ ー は 日本 の事 業 所

で働 い てい るが、ヘ ル パ ー 同士 の ネ ッ トワー ク もない た め に頼 みた くて も頼 め ない 状況 に

あ る こ とを指摘 した。 こ うした 現状 か らまず は 、ネ ッ トワー クを作 る こ とと、足 を運 べ ば

仲 間 のい る ざっ くば らん な雰 囲気 の小 規模 型 の デイ サ ー ビス が必 要 で あ る こ とが提 唱 され

た28)。

2008年 に は民 団 の支 部 にお い て運 営 され る街 か どデ イ ハ ウスへ の 補 助金 が大 幅 に 削減

され 、以 降 存続 の危 機 に さ ら され るこ とに な った。 大 阪府 独 自の健 康福 祉 施策 街 か どデ イ

ハ ウス事 業 に対 す る補 助金 が、府 の財 政再 建試 案 を受 け て見 直 され る こ とが確 実 に な った

ので あ る。 同制 度 を利 用 して在 日コ リア ン高齢 者 らに 日中の居 場 所 を提 供 し、 引 き こも り

や 介護 予 防 に携 わ っ て きた府 内の 民団 各支 部 は頭 を抱 え る こ とにな っ た。既 に、今 まで 民

族 風 の食 事 代 を削 っ た り、週5回 の 開設 を3回 にす るな ど経 費 をす べ て半 分 に して い た。

在 日コ リア ンの高齢 者 が 生 きが い を感 じ 日韓 交流 の場 と して利 用 して いた街 か どデ イハ ウ

スは介 護 予 防 の機能 を もつ施 設 で もあ った。 デ イハ ウス で会 話 を楽 しむ こ とで認 知症 の進

行 をス トップ で きた事 例 もあ る し、頭 と手 を使 う花 札 で遊 ぶ 場 で もあ った。 た とえば 八尾

支 部 で は毎 回10数 人 の利 用 者 の 半分 は 日本 人 で も あ り、 日韓交 流 の場 と して運 営 され て

きた。 こ うした事 業 は、 運営 費 の減 額 に よって 苦境 に立 た され たが 、介 護 予 防事 業 で苦境

を脱 した施設 も あっ た。 大 阪の 西成 支 部ふ れ あいデ イハ ウス は大 阪 市独 自の制 度 だ が、府

よ り早 く2年 前 か ら市 の補 助金 がゼ ロに な った。 それ で も、介 護認 定か ら もれ た65歳 以

上 の 高齢 者 を対象 に通 所 介護 事 業 所 「西成 サ ラ ンバ ン(客 間 を兼 ね た主 人 の書 斎)」 に衣 替
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え し、運 動機 能 の 向上 を図 る独 自の プ ロ グラ ムを 開発 した。 市 か らの補 助 金 は以 前 の年 間

480万 円か ら3分 の1の160万 円に減 額 され たが 、予 防介 護 事 業 に乗 り出 して 苦境 を脱 し

た珍 しい ケ ー ス とい え る。 これ は府 内で街 か どデイ ハ ウス を運営 して い るほ か の支部 に も

参 考 に な るケー ス で あ った29)。

そ の後 、 現在 に至 るま で 民団本 部 ・支部 の福 祉 事 業 は 、社会 福祉 法人 「ハ ナ集 い の家 」

が認 定 を受 け る な ど次 々 と福 祉 事 業 の推進 に努 めて 来 た。 しか し、 民 団独 自の特別 養 護 老

人 ホ ー ム を建 て る こ とはで き なか った 。 それ で も、 大 阪府 内の各 支部 で は在 日コ リア ン高

齢 者 の た めに民 族性 を重 視す る介護 支 援 サー ビス を提供 す る事業 所 を開 く実績 を重 ね て来

たの で あ る。

第3節 介護支援活動 の現状 と課題

新 ゴー ル ドプ ラ ンが終 了 し、2000年 の介 護 保 険制 度 の 実施 に あ わせ て 、2000年 か ら2004

年 ま で の 「今 後5か 年 の 高齢 者保 健 福祉 施 策 の方 向(ゴ ール ドプ ラ ン21)」 が策 定 され た。

これ は 目標 数 値 が 上方 修 正 され る と同時 に、 活力 あ る高齢者 像 、高齢 者 の 尊厳 の確 保 と自

立 支援 、支 え合 う地域 社 会 の形成 、利 用者 か ら信 頼 され る介護 サ ー ビスの確 立 を柱 とす る

もの で あ った。 介護 保 険 制度 に よ る契 約 の時 代 を見 据 え て民 法 が一部 改 正 され 、認 知 症 高

齢 者 な どの権 利 を守 る取 り組 み と して 、成 年 後 見制 度 も導 入 され た。

2000年4月 に、施 行 され た 介護 保 険制 度 は 、高齢 者介 護 に対す る社 会 的 支援 、高齢 者 自

身 に よる選 択 、在 宅介 護 の重 視 、予 防 ・リハ ビ リテ ー シ ョンの充 実 、総 合 的 ・一体 的 ・効 果

的な サー ビス の提供 、市 民 の幅 広 い参 加 と民 間活 力 の活 用 、 社会 連 帯 に よ る支 え あい 、そ

して安 定 的 かつ 効 率的 な事業 運 営 と地 域性 の配慮 を基本 目標 と した制 度 で あ り、高齢 者 の

ケア制 度 を大 き く変化 させ た30)。

そ の流 れ の 中、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護保 険利 用 にお け る様 々 な 問題 も浮 き彫 りにな

った。 そ れ は第2節 で 紹介 した よ うに 民 団新 聞 の記事 に見 る こ とが で き る。 さ らに、介 護

保 険利 用 に際 して の摩 擦 は 、介護 サー ビス を利 用す るに あた り言 葉 の壁 、 文化 的な 差異 、

経 済 的基盤 の脆 弱 さな どに よ って 生 じるが、 それ らの 問題 は介 護 保 険制 度 に反 映 され て い

ない。

在 日コ リア ンが介 護 保 険 の被保 険者 にな る とい う根拠 は、介 護 保 険 法 には 見 当た らない。
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ただ 、保 険者 で あ る市 町村 の見解 で は、外 国人登 録 を してい る人 で 、永 住 資格 や 特別 永住

資 格 が あ る人 を は じめ、在 留期 間が1年 以上 あ る人 、 また は生 活 実態 な どか ら1年 以 上滞

在 す る こ とが認 め られ る人 は、介 護 保 険 に加 入す る こ とに なっ てい る。 した が って 、 この

条 件 に あて は ま る在 日コ リア ン高齢 者 は 、 日本 人 と同様 のサ ー ビス を受 け る こ とが で き る

が、保 険 料 も同 じよ うに納 め な けれ ばな らない。 介護 保 険 には 、国籍 条件 の限 定 はな く 日

本 に住 所 を有す る もの に適 用 され た。 しか し、 単 に介護 保 険 料 を支 払 えば、介 護 サ ー ビス

を受 け こ とが で き る とい う意 味 で は な く、 も っ と細 か な規則 が存 在す る。

保 険加 入 の具 体 的条 件 は 、健康 保 険 に加 入 してお り、 国 内に1年 以上 連続 して滞 在 して

い る こ と、 つ ま りは 、 出入 国管理 及 び 難 民認 定 法(昭 和26年 政令 第319号)第2条 第2項

また は第22条 の2第4項 の規 定 に よ り永 住 許 可 を受 けて い る こ とで あ る。 さ らに、 日本

国 との 平 和 条約 に も とづ き 日本 の 国籍 を離 脱 した 者 等 の 出入 国管 理 に 関す る特例 法(平 成

3年 法 律第71号)第3条 、第4条 及 び第5条 に定 め る特別 永 住者31)の 資格 を有 す る者 で あ

る。

以 上 の よ うに制度 的 な問題 も指摘 され るが 、 本論 文 第4章 で検 討 を進 め る こ とに して、

実 際 に介護 サー ビス が提供 され て い る事業 所 の 実態 につ いて さ らに見 てみ よ う。 民 団 が実

施 して きた介 護 サ ー ビス事業 所 と、そ れ以 外 の福 祉 団体 の事 業所 を全 国的 な観 点 か ら概観

しよ う。

介護 サ ー ビス情報 公 表 制度32)に の っ とって情 報 を公 表 してい る事 業 所 の うち、在 日コ リ

ア ン高齢者 の た めの介 護 サー ビス を提 供 して い る事 業所 を対 象 に 「介 護 サ ー ビス情報 公 表

支 援セ ン ター」 をべ 一 スに検 索 した。 検 索 キー ワー ドは 「在 日」、 「韓 国」、 「韓 国語 」、 「文

化 」、 「朝鮮 」、 「朝鮮 語 」 な どの複 数 の キー ワー ドを使 い 、検 索 され た事 業 所 の基本 情 報 か

ら事業 所 を運営 す る法 人 等 に 関す る事 項 を読 み 取 りそ のデ ー タ を整理 した。 在 日コ リア ン

人 口が3万 人 以 上居 住 してい る地 域 を中心 に検 索 した結 果 、介護 サ ー ビス を提 供 して い る

事 業所 は、 日本 で152カ 所 が存 在 してい るこ とが 明 らか に な った。都 道 府 県別 にみ る と大

阪(96カ 所)、 兵 庫(26カ 所)、 京 都(17カ 所)、 愛知(5カ 所)、 東 京 ・神 奈川(4カ 所)が 中心 で

あ る。中 で も大 阪 に多 いの は 、在 日コ リア ンの39.88%(2008年12.月 末)が 居 住 してい るた

めで あ る。 なお 、 事業 所 の数 は図2-2に 示 され る。
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図2-2日 本 にお け る在 日コ リア ン高齢 者介 護 サ ー ビス 事業 所 の数

¶

北海道

■ ■

青森

秋田 岩手

山形 宮城

引ll富 山 新潟 福島
ヨ

離 轡鵬
團

出 所:介 護 サ ー ビ ス 情 報 公 表 シ ス テ ムhttp:〃www.espa-shiencenter.org(2011.6.7)。

それ で は以上 の 主要 な6都 道 府 県 に お いて 、 どの よ うな介護 支 援 サ ー ビス が実 施 され て

い るの で あ ろ うか。 自治 体 に よっ てサ ー ビス に違 い が あ るの は 明 らか で あ る。 介護 保 険 制

度 は 自治 体 に大 きな権 限を与 えた制 度 で あ るた め納 め る保 険料 で 自治 体 間 に差 が出 るのは

や む を え得 ない 。 しか し、在 日コ リア ン高齢者 に とっ て は、介 護 サ ー ビス 支給 とい った介

護 サ ー ビス の提 供部 分 の地域 間格 差 は大 き な問題 で あろ う。

そ もそ も介 護保 険制 度 は地 域保 険で あ り、 市 町村 が保 険者 と して制 度 を実施 す る責 任 が

あ る。65歳 以 上 の第1号 被保 険者 の 高齢者 が納 める介護 保 険 料 も、市 町村 が3年 ご とに介

護保 険事 業 計画 を策 定 し、それ ぞ れ の地 域 にお け る3年 間 の保 険給 付 費 の見 込 み に も とづ

き、具 体 的 な介 護保 険 事 業計 画 を立て て い る。 しか し、 こ う した介護 保 険 事業 計 画 に は外

国人 高齢者 の現 状 は配 慮 され てい な い。
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表2-3日 本 に お け る在 日 コ リア ン高 齢 者 介 護 サ ー ビス の 数(単 位:カ 所 、2008年12月 末)

介 護 サ ー ビス種 類

地 域 別(在 日 コ リア ン人 口30,000人 以 上)

大阪 兵庫 京都 愛知 神奈川 東京

訪問介護 40 10 4 0 2 2

訪問看護 2 0 6 0 0 0

訪 問 リハ ビ リテ ー シ ョ ン 2 0 0 0 0 0

通所介護 18 10 0 1 2 2

通 所 リハ ビ リテ ー シ ョ ン 2 0 0 0 0 0

福祉用具 4 0 0 0 0 0

居宅介護支援 16 2 2 0 0 0

特定施設入居者生活介護 1 0 2 0 0 2

認知症対応型共同生活介護 2 0 0 0 0 0

介護老人福祉施設 3 5 3 0 0 0

介護老人保健施設 6 0 0 0 0 0

介護療養型医療施設 1 0 0 0 0 0

合 計 97 27 17 1 4 6

在 日 コ リア ン人 口 133,396 54,635 33,027 41,598 34,838 114,961

出 所:介 護 サ ー ビ ス 情 報 公 表 シ ス テ ムhttp:〃www.espa-shiencenter.org(201116115)。

な お、 在 日コ リア ン高齢 者 向 けの介護 サー ビス事 業所 は、 日本 人 向 けの サー ビス事 業 と

は違 う特 徴 が あ る。 そ の事業 所名 に はハ ングル を使 った カ タカナ で の表 記 が多 い か らで あ

る。た とえば 、ソナ ム(松)、 パ ダ(海)、 サ ラ ン(愛)、 ハ ナ(数 字 の一)、 ア リラ ン(韓 国 の民謡)、

ム グ ンフ ァ(む くげ)な どが あ った。 これ は 、 コ リア ン民族 性 を象 徴 す る意 図 を も って名 づ

け られ る と推 測 され る。

この よ うな 、事 業所 の 基本 情 報 か ら介護 サ ー ビスの 内容 に関す る事 項 あ るい は介 護 サ ー

ビス の提 供 内容 に関す る特色 等 を細 か くチ ェ ックす る と、介護 サ ー ビスの提 供 内容 に関す

る特色 と して 、民族 性 を表 明 した 内容 が記 入 され てい た。 例 をあ げ る と、神 戸 長 田区 にあ

るH通 所介 護 事 業所 の 内容 は次 の とお りで あ る。
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表2-4基 本 情 報(H通 所 介 護 事業 所)の 例

① 言葉 や制度 、文化が違 う在 日韓 国 ・朝鮮人 高齢者 が豊か に、安 心 して過 ごせ る、個性 が尊

重 され る居 場所づ く りを方針 として、以下 にあげ る具体 的な特徴 を もった運営 を行 います。

② 食事 につい ては、韓 国 ・朝鮮料理 も含 めた特徴 を持 った運営。

③ 字能 力(文 字の よみ かき力)や 民族性 に配慮 した レク リエー シ ョンの実施。

④ 韓 国 ・朝鮮 語 ができ るスタ ッフ を配置 します。

出 所:兵 庫 県 介 護 サ ー ビ ス 情 報 公 表 シ ス テ ムhttp:〃www.kaigo-kouhyou-hyogo.jp1資 料 を

も と に 一 部 を 抜 粋(2011.6.15)

この よ うな民 族性 を重視 した介 護 支援 活 動 につい て 、近 畿 地域 で先 駆 的 なモ デル 事 業 で

あ る第2節 で紹介 した 「故 郷 の家 」 を具 体例 に して さ らに検 討 を進 めてお こ う。 介護 保 険

サ ー ビスが 開始 され 、在 日高 齢者 の福祉 サー ビス の大 半 が措 置 か ら契約 へ移 行 した が 、行

政 措置 の時 代 か ら存 在 して いた の が、「故 郷 の 家」で あ る。 この事 業所 は、民 団 と韓 国政 府

な どか らの 支援 を受 けて き た。 さ らに、在 日コ リア ン高齢者 を支 援す る こ とで 日韓 の福祉

文 化 を繋 げ る架 け橋 とも言 われ て きた 。

社会 福祉 法人 「こ ころの家 族 」 が運 営す る 「故郷 の 家」 の福祉 運 動 は 、韓 国 と強 い結 び

つ きが あ った。1928年 、若 き伝道 師 ・サ 致 浩 氏 が韓 国 ・木浦 に孤児 院 木 浦共 生 園 を設 立 し、

1938年 に奉 仕 活 動 を して い た 日本 人 女性 ・田内千 鶴 子 さん と結 婚 した。1953年 、韓 国動

乱(朝 鮮 戦 争)で 行 方 不 明 にな っ たサ 氏 の志 を継 い だ 田内 さん は、韓 国孤 児3,000人 を育 て 、

1968年 木 浦 で 生涯 を閉 じた。国籍 は 日本 で も韓 国人 にな りきっ てい た 田内 さん の最期 の言

葉 は 「梅 干 が食 べ た い」だ った。彼 女 の遺 志 は 、長 男 で あ るサ 基 理 事長 に受 け継 がれ 、1977

年 には母 の 悲願 で あ った職 業 訓練 院 を開設 し、共 生福祉 財 団へ と発 展 させ 、1982年 に母 の

国で あ る 日本 に事務 所 を開設 した ので あ る。

1984年 、死後13日 ぶ りに発 見 され た在 日コ リア ン高齢 者 の 孤独 死 や 、遺体 の引 き取 り

手 が ない とい った新 聞記 事 を 目に し、 老 いて 故郷 を思 い 、 さび し く過 ご した で あ ろ う高齢

者 の 姿 に、 亡 き母 の姿 を重ね た。 悲 しい 出来 事 を繰 り返 させ な い よ う、在 日韓 国老 人 ホー

ム建設 を朝 日新 聞 で訴 え、サ基 理 事長 は、1989年 に大 阪府 堺 市 に 日本 で初 めて の在 日韓 国

人 の た めの 老人 ホ ー ム 「故郷 の家 」を開設 し、2001年 に は 、神 戸市 長 田区 に も 「故 郷 の家 ・
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神 戸 」 を開設 した。

「故 郷 の 家 ・神 戸」 は在 日コ リア ン と 日本 人 が共 生 で き る施 設 として様 々 な工 夫 が施 さ

れ て い る。居 室 は4人 部屋 だ が 、間仕 切 りで個 室 に もな る。 オ ン ドル 式 と畳 部屋 の両方 を

用 意 してお り、食 事 に はキ ムチ の韓 国食 と梅 干 しの 日本 食 を選 べ る。 施 設 内 で はア リラ ン

と 日本 の演 歌 が流れ る。本 来 の特別 養 護 老人 ホー ム(定 員58人)の 機 能 の ほか 、シ ョー トス

テ イ(定 員12人)、 デイ サ ー ビス(定 員20人)施 設 も兼 ね備 えて い る。 この施設 の誕 生 の き

っか け にな っ たの は 、堺 市 の 「故郷 の家 」 を訪 問 した長 田区 に住 む 在 日コ リア ン高 齢者 が

サ 基理 事 長 に 「神 戸 に も故郷 の 家 を作 って ほ しい」 と要請 した のが始 ま りで あ った。 そ の

うちの一 人 、在 日コ リア ンー世 の金 さん(75歳)は 建 設 資金 の一助 に と3,000万 円を寄付 し

た。現 在 、在 日コ リア ンの 高齢 者 は全 国で約9万 人 を超 え、 そ の うち6万 人 が 制度 的 な無

年 金状 態 に放 置 され 、困難 に直面 して い る こ とか ら、「故郷 の家」で は 、こ うい っ た現 実 を

踏 ま え、 人 間 が尊厳 を もっ て生 き る社 会 、す べ て の者 に暮 ら しよい社 会 づ く りに遮進 して

い る33)。

2009年 には3番 目の 「故郷 の 家 ・京都 」 が建設 され た。 「在 日コ リア ン高齢 者 生 活支 援

ネ ッ トワー ク ・ハ ナ」 の共 同代 表 で 、京都 で在 日コ リア ン福祉 に奔 走 して い るNPO法 人

「京都 コ リア ン生活 セ ン ター エル フ ァ」 の鄭 禧淳 理 事長 か ら 「京 都 に も緊 急 を要 す るお 年

寄 りが多 い 」 との話 が あっ た こ とが契機 とな った。京 都 の在 日コ リア ンは約3万 人 で、大

阪、東 京 、兵 庫 、愛 知 、神 奈 川 につ い で6番 目に多 く、高齢 者 も1万 人 以 上 とい う。 制度

的無年 金 問題 と合 わせ て 、老 人 ホ ー ム建設 が 急務 と され る。 特 に今 回 の建設 地 とな る南 区

東 九条 は多住 地 区で 、差別 と偏 見 の 中、苦 労 して きた在 日コ リア ン高齢 者 が 「老 後 は、 こ

の地 ・京 都 に住 ん で良 か った 」 と思 え る よ うな施 設 が 求 め られ てい た。 さ らに 「故 郷 の家 」

が地域 の福 祉 セ ン ター と して、 地域 国際文 化 交流 を進 め 、相 互理 解 と国際化 に寄 与す る こ

とにな る とも報 じられ た34)。 「故郷 の家 」 の介護 サ ー ビス 内容35)を 地 域 ご とにま とめ る と

表2-5の とお りで あ る。
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表2-5社 会 福祉 法人 こ ころの 家族 ・「故 郷 の 家」 の介 護 事 業 内容

業地域 堺 大阪 神戸 京都 合計

特別養護老 人ホー ム 80名 58名 100名 238名

シ ョ ー トス テ イ 10名 12名 20名 42名

デ イ サ ー ビス 20名 30名 45名 95名

ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 11,208名 8,383名 8,777名 386名 28,754名

ケ ア プ ラ ン 1,255件 1,079件 1,185件 190件 3,709件

在宅介護支援 854件 298件 1,152件

ケ ア ハ ウス 40名 40名

ヘル パー養成講座 415名 52名 18名 485名

国際社会福祉研修 757名

出 所:在 日 韓 国 老 人 ホ ー ム を 作 る 会http:〃www.tsukurukai.jp1(2011.6.15)。

「故 郷 の 家」 は在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 現場 の実 践 を先 導 し、 ま た民族 学 校 の 生徒 の

慰 問先 ともな り民族 間 の世帯 間 交流 を進 めて きた。 ま た 、民 団 の組織 で あ る婦 人会 の メ ン

バ ー が介 護 実 習 を受 け るな どコ リア ン民族 の介護 人 材 育 成 を担 う場 で も あ った。 「故郷 の

家 」は、在 日コ リア ン高齢者 を主 体 に した福 祉 運動 を通 して国境 、民族 、文 化 を超 え、個 々

人 の 生活 習慣 を大切 に しな が ら、在 日コ リア ン高齢 者 の介護 支援 に数 多 くの実 績 を残 して

い る と言 って よい だ ろ う。 「故郷 の家 」 は、多 文化 共 生 時代 で あ る21世 紀 にふ さわ しい新

しい福 祉 モ デル を示 唆 して い る。

本 章 は、在 日コ リア ン高齢 者 に とって 日本 の介 護保 険制 度 は ど うあ るべ き か とい う問題

を究 明す るた めの 予備 的 な研 究 で あ る。在 日コ リア ン高齢 者 へ の介護 支 援活 動 の歴 史的 展

開 を探 り、 デー タベ ー スの分 析 を通 して現 状 を把 握 し、現 在 の課題 を抽 出 し、そ の検 討 を

進 めた。

まず 、 そ の歴 史 的展 開 の一 端 を、在 日コ リア ンの 日常生 活支 援 か ら高齢者 の介護 支 援 ま

で活動 を展 開 して きた民 団 に焦 点 を合 わせ て 紹介 した。 さ らに 、介護 サー ビス情報 公 表 支

援 セ ン ター が作 成 したデ ー タベ ー ス検 索 を通 じ、在 日コ リア ン高 齢者 へ の 介護 支援 活 動 の

現 状 を整 理 した。 そ の結 果 、介護 サー ビス の提供 につ い て は地域 間格 差 が 存在 して い る こ
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とや 、サ ー ビスの種 類 が 通所 介護 サー ビス に集 中 して い るた め選 択肢 のな いサ ー ビス を強

い られ る問題 が生 じてい るこ とが 明 らか に な った。 そ して、 最後 に、在 日コ リア ン高齢者

を対象 に した介 護支 援 活 動 の 限界 を補 うた め に近畿 地域 にお い て在 宅 サー ビスや 介護 老 人

福祉 施 設 サ ー ビス を提 供 し、先駆 的 なモデ ル 事 業 を展 開 して い る 「故 郷 の家 」 の活 動 を検

討 した。 これ に よっ て民族 性 を重視 した介 護 支援 活 動 の可 能性 も示 され るに至 った ので あ

る。
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【注 】

1)在 日本 大 韓 民 国 民 団 ホ ー ム ペ ー ジ 、http://www.mindan.org/(2011.5.9)。

2)在 日韓 人 歴 史 資 料 館:東 京 都 港 区 南 麻 布1-7-32。

3)阪 神 教 育 闘 争 は 、1948年4.月24に 大 阪 府 と兵 庫 県 で 戦 わ れ た 在 日 コ リア ン に よ る 民 族

教 育 闘 争 。

4)学 校 教 育 法(昭 和22年 法 律 第26号)の 第1条 に 掲 げ られ て い る教 育 施 設 の 種 類 お よ び

そ の 教 育 施 設 。

5)民 団 新 聞 は 、 毎 水 曜 日発 行 、 年 間520万 部 を 刊 行 。

6)『 民 団 新 聞 』1999年8.月18日 。

7)『 民 団 新 聞 』1999年12月15日 。

8)『 民 団 新 聞 』1999年8.月18日 。

9)特 別 給 付 金 の 名 称 は 、2003年 頃 か ら在 日外 国 人 高 齢 者 福 祉 給 付 金 と し て 称 され る。

10)『 民 団 新 聞 』2001年3月7日 。

11)『 民 団 新 聞 』1999年11.月10日 。

12)街 か どデ イ ハ ウス:地 域 の 施 設 や 民 家 を 利 用 し、 住 民 参 加 型 で お 年 寄 りの 自立 支 援 の

場 を提 供 す る た め に 、 大 阪 府 が 独 自 の 事 業 と して 始 め た 。NPOな ど市 民 団 体 が 運 営 主

体 。 原 則 と して 、 介 護 認 定 を受 け て い な い 高 齢 者 が 利 用 で き る。 中 学 校 区 に1カ 所 を

設 置 目標 と し、 府 内 に159カ 所(2007年)が あ り、 毎 日約2千 人 程 度 が 利 用 して い る 。

14)『 民 団 新 聞 』1998年11.月18日 。

15)『 民 団 新 聞 』1999年12月8日 。

16)『 民 団 新 聞 』1999年12月22日 。

17)『 民 団 新 聞 』2000年3.月8日 。

18)『 民 団 新 聞 』2000年4月12日 。

19)『 民 団 新 聞 』2002年6月26日 。

20)『 民 団 新 聞 』2002年10.月30日 。

21)『 民 団 新 聞 』2003年5 .月14日 。

22)『 民 団 新 聞 』2004年2月28日 。

23)『 民 団 新 聞 』2003年8月15日 。

24)『 民 団 新 聞 』2003年10.月29日 。

25)『 民 団 新 聞 』2003年11.月12日 。

26)『 民 団 新 聞 』2004年12月22日 。

27)『 民 団 新 聞 』2005年5月25日 。

28)『 民 団 新 聞 』2007年7.月4日 。
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29)『 民団 新 聞』2007年11.月28日 。

30)『 民団 新 聞』2008年6.月19日 。

31)厚 生省 老人 保健 福 祉審 議 会 「高齢 者介 護 保 険制 度 の創 設 につ いて」、1996年 。

32)特 別 永住 者 は、在 日コ リア ンな どの 旧植 民 地 出身者 とそ の子 孫 を指 す。

33)2005年6,月 に介 護 保 険法 が 改 正 され て、2006年4,月 か ら介護 サ ー ビス情 報 の公 表制 度

が実 施 され た。 介 護保 険法 第115条 の規 定 に も とつ い て、介 護 サ ー ビス 事業 所 に 、そ

の サ ー ビス に 関す る情 報 を定 期 的 に都 道府 県 知 事 に報 告 す る よ う義 務 づ けた 制 度 あ

る。 この制 度 で は、都 道 府 県知 事 に対 して 、調 査情 報 につ いて の事 実確 認 調 査 を行 う

こ とや 、 その結 果 を含 めた介 護 サ ー ビス情報 の公表 を義務 付 けて いた。 したが っ て介

護 サ ー ビス事 業所 には 、1年 に1回 、事 業 所情 報 を都 道府 県又 は指 定 情報 公 表 セ ン タ

ー に報 告す る こ とを義務 づ けてい た
。 都 道府 県 又 は指 定 され た機 関が調 査 情報 の調 査

を実 施 し、そ の結 果 につ い て イ ン ターネ ッ トで公表 を行 っ てい る。

34)『 民団 新 聞』2000年1.月26日 。

35)『 民団 新 聞』2005年9.月28日 。

36)ヘ ル パ ー故 郷 の家 ・京 都 、 ケ ア プ ラ ン故 郷 の家 ・京 都(2009年11月 現 在)、 在 宅介 護

支援(2009年 度末 延 件数)、 ヘル パ ー養 成(2011年2月 末 累 計人 数)、 国際社 会 福祉 研

修(2009年 度 末 累計 人数)
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第3章 民族 団体 の介護 支援活 動(2)一 在 日本朝鮮 人総連合 会一

第2章 「在 日コ リア ン高齢 者 へ の介 護 支援 活 動一 そ の歴 史 的 展 開 と現在 の課 題 」 にお い

て1)、 在 日コ リア ン高 齢者 へ の介 護 支 援活 動 の歴 史 的展 開の 一端 を民 団 に焦点 を合 わせ 紹

介 した。 す な わ ち、在 日コ リア ンの 日常生 活 の支 援 か ら高齢者 へ の介 護 支援 ま での諸 活 動

を展 開 して い る民 団 の組織 と運動 を概観 した 上 で、 民 団新 聞 に掲 載 され た 民 団 の介 護 活 動

の記事 を整 理 しそ の歴 史 的展 開 を提 示 した。 そ して、在 日コ リア ン高齢 者 を対 象 に した 民

団の介 護 活 動 の可 能性 を探 究 す るた め に、近 畿 地域 にお い て在 宅サ ー ビスや介 護 老 人福 祉

施 設 サー ビス を提供 し、 先駆 的 な モデ ル事 業 を展 開 して い る 「故郷 の家」 の活 動 を検討 し

た。 これ に よって 民族 性 を重 視 した介護 支援 活 動 の可 能性 が示 され るに至 った ので あ る。

本 章 で は 、民 団 と並ぶ 在 日コ リア ン民族 団体 で あ る在 日本 朝鮮 人 総 連合 会(総 連)の 介護 支

援 活動 を明 らか に し よ う。

最近 、 在 日コ リア ンの 国籍 と活動 の南 北差 は正確 に一致 しな い傾 向 が あ る。 朝 鮮籍 を保

有 す る人 に も韓 国 の 臨時 用パ ス ポ ー トが発 行 され る。総 連 の活 動 経験 が あ る人 も韓 国 を訪

問す る こ とが可 能 に な った。 また 、朝鮮 籍 人 が 民 団の幹 部 にな る場合 もあ る。 在 日コ リア

ン を取 り巻 く環 境 は今 なお変 化 し、非 常 に複 雑 な政 治 的 問題 が絡 ん で い る。 そ して、総 連

を朝鮮 民 主 主義 人 民共 和 国 の指令 を受 け る集 団 とみ なす冷 戦 時代 の意識 が未 だ に存在 して

い る こ とは否 定 で きない。

第1節 で は 、長年 に わた り民 団 と対 立 して きた総 連 の組 織 と活 動 の歴 史 を明 らか に す る。

総 連 も民 団 と同様 に在 日コ リア ンの 日常生 活 支援 か ら高齢者 の介護 支 援 ま で の諸活 動 を展

開 し、民 族性 を守 る運 動 を続 けて きた の で あ る。

第2節 で は、朝鮮 新 報 に掲載 され た 、総 連 の介護 支 援活 動 の記 事 を紹介 しそ の歴 史 的展

開 を提 示 す る。 介護 保 険 制度 の 実施 後 、総 連 の各 支 部 の介護 支援 活動 の展 開 が 、 この朝鮮

新 報 に掲 載 され て い た ので あ る。 特 に、最 近 で は民 族学 校 と連 帯 し、介 護 支援 活動 を続 け

てい る総 連 の ウ リ(我 々 を意 味す る韓 国 ・朝鮮 語)式2)の 介護 が 注 目 され てい るの で、 そ の

民 族性 を重視 した介 護 支援 活 動 を紹 介 したい。

第3節 で は、2節 で紹 介 した ウ リ式 の介 護 の 現状 と課 題 を明 らか にす る。 さ らに、在 日

コ リア ンの介 護 支援 活 動 が直 面 してい る課 題 を、二 つ の 民族組 織 の対 立 に見 出 し、 そ の克

服 の方 向性 を展 望 したい。
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第1節 在 日本朝鮮人総連合会の組織 と運動

本節 で は、文 京 洗(2010)に よる先行 研 究 に従 いっ っ 、総連 の歴 史 の変 遷 に加 えて介 護 支

援 活動 に影 響 を与 えた組織 と運動 にっ い概 観 したい 。総連 は、1945年 に大 日本 の植 民 地支

配 か ら解 放 され た在 日コ リア ンが結 成 した組 織 の一 っ で あ る。 神 奈川 県 で 「関東 地方 朝鮮

人 会 」が組 織 され 、そ の後 、東 京 、大 阪、兵 庫 な どで も組 織 が作 られ た。同年10月 には 、

朝鮮 新 報 の 前身 で あ る朝鮮 民 衆新 聞が創 刊 され る と ともに10月15日 、朝 連 が結 成 され た。

朝鮮 戦 争 が勃 発(1950年6.月25日)す る と北 朝鮮 を死 守す る と綱領 に定 めた在 日朝鮮 民

主 民族 戦 線(民 戦)が 、新 た に結成 され た。 民戦 は、 日本 共 産 党 民族 対 策 部 の指 導 の 下 で反

米 、反 吉 田、反 再 軍備 のス ロー ガ ン を掲 げ、在 日米 軍 の武器 運送 を阻止 す るな ど実力 闘争

を広 げ た。 そ の結果 、 日本政 府 と対 立 し、 日本政 府 の行 動 を内政 干 渉 で あ る と して 自 ら 日

本 共産 党 との 関係 も解 消 した。

1954年6.月 には 、 中 国 ・イ ン ドの平 和5原 則 の共 同声 明が 出 され 、 主権 尊重 や 、 内政

不 干渉 な どを原 則 とす る平和 共 存 が時 代 の潮 流 とな った。 在 日コ リア ン を共和 国の海 外公

民 とす る北 朝鮮 の 南 日外相 の声 明 がそ うい う中で発 せ られ た。 ここで海 外 公 民 とは、政 治

に参加 す る権 利 を もつ 人 々 を指 してお り、 中国 と北 朝鮮 で は、 ほぼ 国 民の 意 味 で用 い られ

てい る。 つ ま り、在 日コ リア ンの 北朝鮮 へ の帰属 を強調 す る意 味合 い を持 つ言 葉 で あ る。

こ うした声 明 の も とに北 朝鮮 へ の結 集 を網 領 と して、1955年5月25日 に結 成 され た の が

総 連 で あ る。

1960年 代 の総 連 は、都 道 府 県 の ほぼす べ て にお かれ た地方 本 部 、在 日本 朝鮮 人 青年 同盟

(以 下 、朝 青)な ど14の 組 織 団体 、 朝鮮 新 報 な ど24の 事 業体 、 さ らに幼稚 園 か ら朝 鮮 大学

に至 る150近 くの 民族 学校 に よっ て組 織 を確 立 した。 この頃 、北朝 鮮 に よ る教 育援 助費 の

送 金 もあ り北朝 鮮 へ の帰 国事 業 な どが 盛 んで あった 。 そ の 当時 、会員 の数 は20万 人 ほ ど

で民 団 の約3倍 以上 で あ った。

1970年 代 は 、総 連 の全 盛 期 と もい える。そ の 時期 に は 、在 日コ リア ンの ほぼ 半数 を傘 下

に置 き 、金 日成 の 主体 思想 を唯 一 の指 導思 想 とす る組織 体 制 づ く りが 強力 に推 進 され た。

1980年 代 に は、金 日成 の後 継者 の地位 を確 立 した金正 日の指 導 が総 連 に も及 ぶ よ うにな

る。1995年 に は、綱領 の大 幅 改 定 があ り、第 一 条 に は、愛 国 愛族 の旗 の も とに主 体 の偉 業

の継 承 、完成 のた め に貢 献す る こ とが 明記 され た。そ の後 、1990年 代 か らは、脱 北 者 、北
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朝 鮮 の食 糧 問題 、拉 致 問題 な どに よって組 織 の衰 退 が加 速 し、総 連 を支 援 す る在 日コ リア

ンは 、激減 し4万 人 前 後 にな っ てい る3)。

総連 は、 日本 の都 道府 県 ご とに47の 地方 本 部 を置 い てい る。 た だ し、 東京 都 には 、東

京都 本 部 と西東 京本 部 の2っ の 地方 本部 が あ る。 地方 本 部 は、 中央 本 部 の決 定 と方針 に し

たが っ て管 轄地 域 の諸 般 の活 動 を企 画 、組 織 、推 進 し、管 轄 下 の階 層別 団体 、事 業 体 、学

校 を指 導 して い る。 地 方本 部 の 大会 と執行 委 員会 に関す る規 定 は 中央大 会 に準 じ、 地方本

部 大会 は 中央大 会 に派 遣 す る代議 員 と中央 委員 候 補 者 を選 出 してい る。 地 方本 部 に は委員

長 、 副委 員長 、専 門部 署 部長 、 監査 委 員 をお き、必 要 に よ って顧 問 をお く こ とがで き る。

地 方本 部 は、地 域 的指 導 単位 で あ り、 管轄 地 域 の各 界各 層 同胞 を団結 させ 、民 族 教 育文化

事 業 の発 展 と同胞 生活 奉仕 の活 動 を続 けてい る。

総連 の会員 は、居 住 地 域 に設 け られ た支 部 と分 会 に所 属 して 、会員 と して の権利 を行使

し義務 を果 たす こ とに な る。傘 下 団体 に は、商 工業 者 、青 年 学生 、女 性 、各 分 野 の専 門家 、

宗 教人 な どを広 範 に網 羅 す る階層 別 の団体 と事 業体 、 専 門機 関 が あ る。 他 方 、総連 は民 団

と異 な り福祉 事 業 に影 響 を与 え る在 日同胞4)福 祉 連 絡 会 、在 日本 朝鮮 人 医学 協会 、 在 日本

朝鮮 人 人 権 協会 を別 に設 け てい る。 在 日同胞福 祉 連 絡会 は、在 日同胞 の福祉 活 動 をバ ック

ア ップす るた め2001年 に立 ち上 げた連 絡 会 で あ る。 ま た在 日本 朝鮮 人 医学協 会 は 、1977

年 に創 立 され 、現在 、東 西 の本 部 と5つ の支 部 に医療 法 人 と介護 福 祉 専 門家 を網 羅 して在

日コ リア ンの生 活保 護 と健 康 増進 、朝鮮 学 校 生 の健 康増 進 の た め医療 奉 仕活 動 を展 開 して

い る。そ して在 日本 朝鮮 人 人権 協 会 は、1994年 に結 成 され 、在 日コ リア ン の権利 擁 護 と生

活 向 上 に貢 献す る こ とを 目的 に してい る組 織 で あ る。弁 護 士 、 司法 書 士、社 会 保 険 労務 士

や研 究者 な どに よっ て構成 され 、年2回 会 報 を発 行 してい る。 人権 活 動 と して 、在 日コ リ

ア ン高齢者 、無 年金 者 の問題 な どに対 して無 料 法律 相談 活 動 に 関わ っ てい る。

この三 つ の組 織 とは別 に 、 同胞 生 活相 談 総合 セ ン ター で は、在 日コ リア ンが民族 固有 の

美 風 良俗 に沿 って 共 に助 け合 い 、豊 か で安 定 した生 活 が で き る地 域社 会 を 目指 し、 生活 の

上 で 生 じる様 々 な問題 を解 決 す るた めの サポ ー ト活 動 を行 って い る。 そ の活動 の一 環 と し

て冠婚 葬祭 や経 済 、教 育 並び に文化 、 法律 ・医療 福祉 とい った生 活 の上 で 生 じる様 々 な問

題 に幅広 く対応 し解 決 す るた めの相 談 総合 窓 口 と して 、総 連 本部 と支 部 に設 置 され て い る。

この総 合 セ ンター を中心 に福 祉活 動 も積 極 的 に行 い 、 戦 後 も 日本 で の生活 を余儀 な く され

多 くの苦難 を乗 り越 えて き た在 日コ リア ン高齢 者 一 ・二 世 の高齢 者 に心 のや す らぎ を感 じ
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て も らえ る場所 を作 る こ とを 目指 して い る。 同胞 生 活相 談 総合 セ ン ター は、 日常 生活 で の

様 々 な相 談 を受 け、総 連 の全 国 的 なネ ッ トワー ク を通 じてそ の解 決 に努 め る総 合 的 な ライ

フサ ポー トセ ン ター と して設 け られ た 。在 日コ リア ンの 多様 な ニー ズ に対応 す るた め に も、

弁護 士や 司 法書 士 、 医師 や介 護福 祉 士 な どの有 資格者 を専 門相 談 員 と して 登録 し、相 談 に

応 じられ る よ うな態勢 を整 え、傘 下組 織 で あ る在 日本朝 鮮 人 人権 協 会 、 中央 と地 方 の 同胞

結 婚相 談 セ ンター と同胞就 職 情報 セ ン ター をは じめ とした支援 機 関 も、各 地 の総合 セ ン タ

ー に寄せ られ各 種相 談 に対応 して い る
。 また 、 市町 村行 政 窓 口、社会 福 祉 協議 会 な ど福祉

団体 、医療機 関、企 業 お よび各NPOと 連 携 し、全 国 の地 方 セ ン ター5カ 所 、県 セ ンター3

1カ 所 、地 域130カ 所 の諸組 織 で 運営 が行 われ る。総 連 の組 織 構成 は 図3-1の とお りで あ

る。

図3-1総 連 の組 織 機 構
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総連 の福 祉 活 動 に 関す る見 解 は 、総連 中央委 員 会 第17期4回 会議 で報 告 され て い る。

総 連 は、 特 に高 齢者 に対 す る問題 につ い て は、 日本 社会 のい わ ゆ る老人 対策 問題 、老 人福

祉 問題 とは違 うと述 べ て い る。 高齢 者 を助 け る こ とは 、愛 国 愛族 運動 の先輩 を尊 重 し、年

長者 を敬 う朝鮮 民族 固有 の美 風 良俗 で あ り、 亡 国奴 の悲 しみ を胸 に異 国で あ らゆ る辛酸 を

な め、次 代 の た めに一 生 を捧 げて きた 同胞 高齢 者 に対す る、新 しい 世代 の 当然 の道 理 で あ

り義理 で あ る。 一 人暮 ら しや 病気 の 同胞 高齢者 を定 期 的 に訪 れ 、健康 と生活 を助 け る活 動

を民族 愛 、 同胞 愛 を もって組 織 的 に行 う一 方 、 日本 の行 政機 関 と福祉 団体 との連携 活 動 を

しっか り と行 い、 同胞 高齢 者 の安 定 した 生活 を保 障 す るよ う努 力 しな けれ ば な らな い。 ま

た、 同胞 高齢 者 が 常 に 自由に集 ま り、 ともに過 ごせ る場 を支 部 な ど総 連 の機 関 に作 り、彼

らを敬 う美風 が 同胞 社 会 に あふ れ るよ うに しな けれ ば な らな い。 とくに今 後 、 同胞 高齢者

の医療 保 険奉 仕 施設 を作 る対 策 を積 極 的 に研 究 して い か な けれ ばな らない と表 明 してい た

5)
。

この よ うな活 動 は 、2000年 の介護 保 険制 度 のス ター トと ともに一 層活 発 な動 き を見せ る

こ とに な った。 全 国 に設 置 され て い る各支 部 を活 用 して在 日コ リア ン高齢者 向 けの福 祉 サ

ー ビス事 業所 が誕 生す るき っか けに もな った の で あ る。 以 上 の多 様 な活 動 は 、総連 事 業 の

一 環 と して 展 開 され
、そ の多 くは朝 鮮 新報 に掲載 され て い る。

そ こで 第2節 にお いて は 、そ れ らの記事 に も とつ い て在 日コ リア ン高齢 者 の介護 支援 に

かか わ る活 動 につ い て、 体系 的 に整 理 され て い る朝鮮 新報 の記 事 のデ ー タベ ー ス を利 用 し

て紹介 した い。 検 索 の手順 と して は、 民 団 の組 織 を分析 した6)の と同 じ手 順 で 、介護 保 険

制 度 が実 施 され る前 の1997年 か ら2011年 ま での記 事 を検 索 す る。 これ に よ り在 日コ リア

ン高齢 者 の介 護 保 険制 度 が導 入 され る以前 の全 体 の状況 も把握 で き る。 な お 、記 事 の検 索

は 「同胞 高齢 者 」、 「福 祉 」、 「介護 」 とい うキー ワー ドに よ って実 行 した。検 索 され た記 事

を参 照 しつ つ 、在 日コ リア ン高齢 者 へ の介 護 支援 活 動 の多様 な展 開 を紹 介 す る こ とに しよ

う。

第2節 朝鮮新報にみ る介護支援活動の展 開

総連 の事 業体 で あ る朝鮮 新 報 は 、戦 後 にお け る総 連 の活 動 と在 日コ リア ンの暮 ら しを映

し出す メデ ィアで あ った。 朝 鮮新 報 の原型 で あ る朝 鮮 民衆 新 聞 は、 ウ リ新 聞へ と一 時変 わ
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り、解 放 新 聞 と改名 した。 月6回 、5万 部 を発 行 した が、 関西 版 は紙 不 足 に よ り1946年

12月 に停 刊 に な った。 この新 聞 は、在 日コ リア ンの権 利擁 護 、 日朝 民衆 の相互 理解 促 進 を

目的 と して い た。紙 面 で は 、在 日コ リア ンを取 り巻 く社 会 問題 や 朝鮮 半島 の情 勢 を伝 え る

こ とに貢 献 したが 、朝 鮮 米 軍政 庁 へ の批判 な どの論 調 に よ りGHQの 検 閲対 象 とな り、1950

年8月2日 を もって 一 時停刊 に追 い込 まれ る もの の、1952年 に復 刊 した。そ の後1957年

朝鮮 民報 と改称 し、つ い に1961年 、朝 鮮 新報 とな っ た7)。

朝鮮 新 報 は 、2011年 現 在 、週3回(.月 、水 、金)発 行 され1万 部 が購 読 され てい る。 内容

は、在 日コ リア ンに密 着 した もの が 中心 で 、地 域別 の コ リア ン生活 を紹 介 す る情 報 通信 手

段 として用 い られ た。

この新 聞 に は、 民 団新 聞8)と 同様 に介護 保 険 制度 が 導入 され る以 前 か ら、無 年 金者 の在

日コ リア ン高齢 者 が 自己負 担 額 に耐 え られ るか ど うか不 安 の 声 が寄せ られ て い た。 在 日コ

リア ン高 齢者 は、 そ の多 くが国 民年 金 制度 か ら事 実 上排 除 され て きた た め、 老齢 年 金 の支

給 対象 外 とな って い るた め で あっ た。

1997年 か らは、千 葉 市 を は じめ岡 山市 、倉敷 市 が給付 金 を支 給 して い た。都 道 府 県 単位

では 、滋 賀 県 、北海 道 、神 奈 川 県 に次 い で兵 庫 県 と静 岡県 が 支給 す る こ とに な った。 特 に

静 岡 県 の21市 の うち20市 が外 国人 高齢 者 へ の給 付金 制 度 を設 けて い る。そ れ は総 連 の各

支 部 に よ る働 きか けの成 果 で あ る と評 価 され た9)。

ま た、1998年11.月17日 号 は 、介護 保 険 制 度 につ い て特集 し、 制度 的 差別 に よ る無 年

金 高齢 者 の 存在 な ど固有 の不 安材 料 も あ る制 度 の仕 組 み と、在 日コ リア ンの 立場 か ら見 た

要 注意 点 を載 せ て い た。特 に1人 暮 ら しの一 世 は、行 政 か らの的確 な配慮 が な けれ ば、制

度 を活 用 す るこ とは難 しい。 日本 語 が 不 自由だ と、 制度 に関 す る情報 を把握 す る こ とも不

可 能 で あ る と訴 えた。1996年 の大 阪府 下 に お け る在 日コ リア ン高 齢者 を対 象 に した調 査

(以 下 、 大 阪府 調 査)で は 、 自治会 が行 って い る各 種介 護 保 険 サ ー ビス につ い て 申 し込 み方

法 を知 って い るの は2～3%程 度 で あ る こ とが 明 らか にな った。さ らに、外 国人 は利 用 で き

ない と思 って い る人 は3割 を 占め てい た。 ま た 、介 護 認 定 の調 査員 との十 分 な コ ミュニ ケ

ー シ ョン に も とつ く公 正 な認 定 を望 んで いた
。総 連 は 、 こ う した現 状 を十 分 に配 慮す る こ

とを求 め る と同時 に 、 同胞 高齢者 を積 極 的 に手助 けす る必 要 が あ る と強調 した。 次 に 、在

日コ リア ン高齢 者 の ニー ズ の問題 につ い て は、 前述 した大 阪府 調 査 が 参照 され て いた。 そ

の調査 で は、特 に施 設 サ ー ビス に おい て在 日コ リア ンの文 化 に配 慮 が ない こ とや入 所 者 に
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在 日コ リア ン高 齢者 が ほ とん どい ない な どの 問題 点 が明 らか とな った。 そ こで 、在 日コ リ

ア ンを対 象 に含 めた多 様 な サー ビス を行 う事 業所 が開設 され る こ とが望 まれ るが、既 にあ

る制度 ・施設 の 中で も、せ めて食 事 、 文化 、 言語 な どに配 慮 が行 われ る よ う、 自治体 な ど

に求 め る必 要 が あ る と主 張 して い た10)。

同年 に は 、医 療 法 人 同友 会 ・共 和病 院 に よっ て 、老 人 保健 施 設 「ハ ー モ ニ ー共 和 」(大

阪 ・生野 区)が9月1日 に 開設 され た こ とが報 じ られ て い る。 共 和 病 院 は1967年3月1

日、職 員 全員 が在 日コ リア ンで 、入 院 設備 を備 えた 日本 で初 の病 院 と して 大 阪市 に設 立 さ

れ た。17人 の職 員 と32床 の病 室 で始 ま っ た病 院 は、 内科 、外科 、 消化 器 科 、神 経 内科 、

整 形外 科 、放 射 線科 、血液 透 析 科 な ど、数 多 くの診 療科 目をそ ろ えた総 合病 院 へ と発 展 し

た。職 員 は、 同胞 医療 と地域 の住 民 のた め の医療 、 北朝 鮮 の 医学 発展 と国 際 的 な医 学交 流

の拡 大 を 目指 して積 極 的 に活 動 して きた。 また 、生 活環 境 調 査(飲 酒 、喫煙 、食 生活)や

栄養 調 査 、 ま た シ ンナ ー が充 満 してい る環 境 の 中で働 くサ ンダル ・シ ュー ズ製 造 労働 者 の

健 康調 査 な ども積極 的 に行 い、 具体 的 な予 防 と医療 の た めの 対策 を立 て るだ け でな く、 そ

の調査 結 果 を在 日本 朝 鮮 人 医学 協会(医 協)の 学術 シ ンポ ジ ウムや 日本 の 医学会 な どで発

表 し、 医学研 究 と朝 ・日医学 交 流 に も大 き く寄 与 した と朝鮮 新 報 は評 価 して い た11)。

共和 病 院 の老 人保 健 施設 「ハ ー モ ニー 共和 」 の利 用者 や 家 族 か らは 「言 葉 が通 じ、朝 鮮

料 理 も出 るの で落 ち着 く」 「家 庭 的 な雰 囲気 が 心地 良い」 「こん な に立派 な施 設 な ら安 心 し

て任 せ られ る」 な ど、喜 び の声 が 寄せ られ た。 医療 法人 同友 会 は、在 日同胞 社 会 で も高齢

化 が進 む 中 、高 ま る同胞 らの要 望 に応 え、 共 和 病 院 の老 健 施 設 の設 置 準 備 を進 め て きた 。

「ハ ーモ ニ ー共 和 」で は 、 リハ ビ リ、看 護 、介護 を必 要 とす る高齢 者 を対 象 に 入 所 サ ー ビ

ス(定 員95人)、 シ ョー トステ イ(定 員5人)、 デ イ ケア(定 員36人)の3種 類 のサ ー ビ

ス を提 供 し、ケア ワー カ ー28人 と看 護 婦8人 、医師 、理 学 療 法士 、栄養 士各1人 、カ ウン

セ ラー2人 な どが 常時 対応 す る。3ヵ 月 の入 所 サー ビス を受 けてい る金 性 松 さん(83)は 、家

族 は い るが 、入 所す る まで1人 暮 ら しを して い た。 体調 を くず して7ヵ 月 ほ ど入 院 した こ

ともあ り、退院 後 は1人 で食 事 の 準備 や入 浴 が で きず 、家 族 の勧 めで入 所 した。「介護 者 は

み な優 しく、家 族 の よ うだ。 施設 内で は朝 鮮 の 歌 が流れ 、食 堂 で も朝鮮 料 理 が 出 るので 自

然 と気 持 ちが落 ち着 く。言 葉 も通 じ、何 よ り友 達 が た く さんで き て嬉 しい。」 と話 す 。利 用

者 の約8割 が同胞 で、 生 まれ育 った故 郷 の思 い出話 に花 を咲かせ る こ とも しば しばだ。 副

施 設長 で療養 科 長 の鄭 富 士枝 さん は 「病気 が メイ ンで な い利 用者 の 家庭 ・社 会 復 帰 のた め
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に、 こ こで の生 活 を楽 しむ こ とで精 神 的 ・肉体 的 に新 しいカ を盛 り返 せ る よ うサ ー ビスの

充 実 を 図 って い る」 と語 る。 とくに、 日本 の施 設 で は 、言 葉 が うま く通 じな か った り、食

事 が合 わな か った りす る こ とも多 い 同胞 高齢者 特有 の 民族 的 な風 習や 習 慣 を考 慮 し、 レク

リエ ー シ ョンや 食 生活 の面 で民族 的 な もの を多 く取 り入 れ てい る。 また 、地域 の人 を交 え

たイベ ン トな ども企 画 して い る。 ケア ワー カ ー の朴 用浩 さん(27、 大阪 朝 高卒)は 、 常 に

利 用者 に生活 を楽 しんで も ら うこ とを心 が けて い る。「利 用者 に は寝 た き りだ った り、近 所

付 き合 いが な か った りす る人 が 多 く、 そ の過 程 で人 と触 れ 合 う楽 しさを忘 れ て しま って い

る。楽 しい と思 うか らこそ元 気 が 出て 、生 き 甲斐 も感 じる はず だ。施 設 で の生 活 が利 用者

の大 き な楽 しみ にな る よ う、常 に利 用 者 の ニー ズ を把握 し、ケ ア の改 善 に努 め て い きた い。」

と話 してい た12)。

さらに、 医療 法 人共 和 病院 の居 宅 サ ー ビス 事 業所 と して京 都伏 見 区に 開設 され た 「エル

フ ァ」13)は 、在 日コ リア ン高齢 者 の 憩 い の場 として 「ハ ナ マ ダ ン(一 つ の庭 の意 味)」 を

提 供 しなが ら、主 に高 齢者 に 日帰 りサ ー ビス や 、介護 が必 要 な高 齢者 へ の ホー ムヘ ル パ ー

派 遣 サー ビス な どを行 って い る。 当時(1999年)、 京都 府 下 に は 、 こ う した在 日コ リア ンを

対 象 に した介 護 事 業所 は一つ だ けだ った14)。 「エル フ ァ」 はそ の後 、 総連 の 高齢 者福 祉 事

業 の 中心 とな る施設 で、京 都 を基盤 に して ウ リ式介護 を次 々 に拡 大 してい る。 そ の 内容 に

つ い て は、3章 で詳 しく述 べ よ う。

2000年 、介 護 保 険制 度 が実 施 され る と、総連 各 本部 ・支部 は、 自治 体 に在 日コ リア ン高

齢 者へ の配 慮 を求 め る要 望書 を提 出 した とい う記 事 が掲 載 され た。 要 望書 の内容 は、在 日

コ リア ン高齢 者 が制 度 を十分 に理 解 で き るよ うな広 報 の徹 底 、 ケア プ ラ ン作成 の際 に意 思

疎 通 が保 た れ る よ うな措 置 の実施 、無 年金 の 同胞 や 小額 受 給者 へ の 国 の抜本 的救 済措 置 が

取 られ るま で の間保 険 料 や利 用料 の軽 減措 置 の実施 、 さ らに、 同胞 高齢 者 や 障 害者 を排 除

して い る国 民年 金制 度 の抜 本 的 是正 と救済 措 置 の早 期 実現 に関す る 日本 政府 へ の要請 で あ

った。 また 、無 年金 同胞 に対 す る給 付 金 を老齢 福 祉 年金 に準 じて実施 す る こ とな どの要 望

書 を提 出 した15)。

在 日コ リア ンが 多 く住 ん でい る近 畿 地域 で は 、介護 ビジネ ス に進 出す る コ リア ン商 コニ人

が増 え てい た。大 阪 の 「グ ローバ ル 」や 「ハ ー トフル 東 大 阪」、要 介護 者 の多 くが地 元 同胞

で あっ た。「同胞 の こ とは同胞 が 一番 よ く分 か る」 と、ケ アプ ラ ンの 作成 か ら同胞 ヘル パ ー

派 遣 ま で携 わ る こ とで2000年10.月 、大 阪 ・平 野 区 に、地域 社 会 に根 差 した ビジネ ス を掲
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げ るケ アス テー シ ョン 「介護 の森 」 が開設 され た16)。

総連 は、 日本 全 国 に地 域 の コ ミュニ テ ィの拠 点 と して支 部 が存 在 してい る。 そ の 一 つ で

あ る総連 姫 路 西支 部 で は、 同胞 ア リラン(韓 国 ・朝鮮 民謡)会 が 「老人 憩 い の 家 」 を開設 し

た。 「老 人憩 い の家 」 は 、敷地15坪 の総 連姫 路 西 支部 、広 畑 東分 会 の1階 を利 用 した もの

で ある。 同胞 ア リラン会 は1995年 、交 流 を深 め 、地域 社 会 の発 展 の た め に貢 献 し、意 義

あ る人 生 を健 康 で 明 る く過 ごす こ とを 目的 に発 足 した。 また 、旅 行 会や 花 見 な どを催 し、

交 流 を深 めて きた が 、 日常 的 に一 世 らが集 い話 し合 った り、 娯楽 を楽 しめた りす る場所 は

なか っ た。 開設 の 際 に は、補 助金 と して姫 路 市 か ら30万 円 と老人 ク ラブ運 営補 助 金 の援

助 を受 けて い る17)。

大 阪府 の 西成 、 浪速 の 支部 で あ る 同胞 生活相 談総 合セ ン ター では 、1人 暮 ら しの 同胞 高

齢 者 の た めに 「い き い き教 室 」を 開い て い た。 「い きい き教 室」 は、1人 暮 ら しの高 齢者 が

月 に1回 、1つ の場 所 に集 ま り、健 康 や趣 味 につい て話 し合 うな ど楽 しい 時 間 を過 ごせ る

よ うに とセ ンター が企 画 した もの で あ った。 セ ンター で は、 場所 の確 保 や 運営 につ いて 日

本 の行 政 に協力 を要請 し、準備 を進 めて きた。 そ して9月 に は、部 落解 放 同盟 青少 年会 館

で第1回 目を 開 き、16人 の高 齢者 が参加 した。教 室 で は、西 成 区役 所健 康 福祉 サー ビス課

職 員 の高齢 者 向 けの軽 い ス トレッチ体 操 な どが紹 介 され た ほか 、朝鮮 の民俗 行 事 の ビデ オ

が上 映 され た18)。

2001年1.月10日 の記 事 に は、在 日コ リア ン の視 点 か ら介護 支援 セ ン ター 「ハ ー トフル

東 大 阪」 代 表 の 申万沫 に よって 、 実施 まで9カ 月 となっ た介護 保 険 の 問題 点 が指 摘 され 、

介護 保 険 内容 の理解 問題 、無 年金 者 の問題 、 心 の ケア の必 要性 、閉鎖 性 な どが挙 げ られ て

いた。 閉鎖性 とは、在 日コ リア ン高齢 者 自身 の 問題 で もあ り、伝 統 的 に儒 教 の影響 を受 け

てい る こ とに加 え、長 年 に わた り異 国で生 活 して きた経 緯 か ら、閉鎖 的 な側 面 があ るよ う

だ。 高齢者 の介 護 につ い て も、親 の面倒 は子 の 責任 を うんぬ ん しな が ら、 次世 代 の女 性 ら

家 族 に任 せ っ き りにす る傾 向が根 強 くあ るこ とを批 判 した。 さ らに、 この 問題 を解 決 す る

た め介 護保 険制 度 を正 しく理 解 し、利 用 を促進 す る こ と と、今 日の 生活 の 基盤 を築 い て く

れ た 高齢 者 た ちが 余生 を有意 義 に過 ごせ るよ うにす る こ とは、 自分 た ちの世 代 の責 務 で あ

り、 こ う した社 会 の構 築 は 、次 世代 の責務 で あ る と強調 した19)。

さらにそ の記 事 で は、2000年 こ ろか ら始 め られ た 同胞 生活 相 談総 合 セ ン ター 「江 戸川 」

の活動 も伝 えてい た。 このセ ンター 運営 の柱 と して掲 げ るの は、生 活相 談 、文化 活 動 、情
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報 提供 、 行 政 との 窓 口、 高齢 者 デ イハ ウス運 営 の5つ で あ る。 同胞 に愛 され 、信頼 され る

同胞 の た めのセ ン ター で あ り、運 営 シス テ ムの完 成 度 を高 め るた め、 き め細 か いサ ポー ト

体 制 の確 立 、業 務 の 円滑 な推 進 、 同胞 間 のネ ッ トワー ク網 の確 立 な どを 目指 してい た。 さ

らに、デ イ ハ ウス 「うりま だ ん(我 が庭)」 の運 営 に も、大 きな カ を入 れ 、 カ ラオ ケ 教 室 、

パ ソ コン体 験教 室 、気 功 教室 な ど、毎 週 、曜 日を決 めて催 して い る。 また 毎月 、誕 生 日を

皆 で お祝 しい た り、セ ミナ ーや イベ ン トを催 した り して 、延 べ800人 以 上 の高齢 者 が これ

まで に利 用 してい る と報 じられ た20)。

ま た、 総連 は民 団 と同様 に大 阪府 下 に おい て は、 各地 支 部 が持 って い る会 館 を使 い高齢

者 の街 か どデイ ハ ウス を運営 して いた 。 吹 田市 に は別 の運 営 組織 と して 、民 団 と総連 の二

っ の街 か どデイ ハ ウスが 存在 して いた。街 か どデ イハ ウス 「吹 田 トンボ マ ウル」(同 胞村 の

意 味)は 、大 阪府 吹 田市 の 吹 田朝鮮 会館2階 に 開設 され 、総 連 吹 田支 部 が施 設 の 改装 な どを

行 い行 政 の認 定 を受 け るた め に準備 した。 大 阪府 が施策 し、 吹 田市 が推 進 す る街 か どデ イ

ハ ウス事 業 に参 加す る形 で発 足 した もの で あ る。 大 阪府 と吹 田市 か ら合 わせ て年 間約900

万 円の補 助金 が支 給 され る。 対象 者 は、 吹 田市 と摂 津 市 に居住 す る65歳 以 上 の 同胞 で要

介 護 の 対象 者 とな らな い在 日コ リア ン高齢 者 が 、健 康 で心 身 ともに 自立 した 生活 を送 れ る

よ う手助 けす るた め の 日帰 り介護 サー ビス を提供 して い る21)。 大 阪府 で は ほか に も泉州 北

同胞 生活 相 談総 合 セ ン ター 、八尾 ・柏 原セ ン ター が この制 度 を利 用 して、 それ ぞ れ の事務

所 を開放 し、高 齢者 を対象 に した街 か どデ イ ハ ウス事業 を実施 して い た。

2002年7.月 の記 事 で は、介 護保 険制 度発 足 後2年 の経 過 や そ こに見 られ る問題 点 につ

いて報 じて い た。 そ の 内容 は、 サ ー ビス を提 供す る人員 や 施設 の整備 の遅 れ 、低所 得 者 へ

の配慮 不 足 な ど、制 度 の不備 を指 摘す る内容 で 、 同胞 高齢 者 の場 合 は これ に加 えて 制度 問

題 に よる無年 金 高齢 者 の存在 をは じめ、 固有 の不安 材料 が あ る と伝 えた。 ま た 、今 後 の問

題 点 と して 浮上 して い る問題 点 を指摘 して いた。

一 つ 目の 問題 は
、保 険 料未 払 い に よ る給 付 制 限 の対象 者 が後 を絶 た ない こ とで あ る。年

金 の な い高齢 者 の場 合 、 医療 保 険 に上 乗せ され て介護 保 険料 を納 め る こ とに な る。 未 払 い

の場合 、役 所 か ら督 促 状 ・納 付 書 が郵 送 され て くるが 、 同胞 高齢 者 の場 合 、果 た して 開封

して それ らに対 処 で き るか が問題 で あ った。 放置 して い るケ ー スが 多 い とい うし、介護 サ

ー ビス を受 け てい て も
、 新 た に要介 護認 定 を 申請 す る場 合 も保 険料未 納 が 判 明 した場 合 、

第1号 被保 険者 の保 険 料 納入 起 算 日(2000年10.月)に さかの ぼ って 納 め ない とサ ー ビス
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は受 け られ な い。2年 以上 保 険料 を滞納 す る と本 来 は1割 負 担 の介 護 サ ー ビス利 用 料 が3

割 にな る。介 護 保 険料 が未 払 い に な る と、い ざサー ビス を受 け よ うと して も厳 しい 処置 が

待 ってい るの で あ る。

二つ 目の 問題 は 、 同胞 高齢 者 の財 産 管理 能 力 の 問題 で あ る。 高 齢者 の財産 管 理 と して 地

域 福祉 権利 擁 護 制度(民 法 の成年 後 見 制度 を補 完 す る もの。認 知 症 高齢 者 な ど 自己決 定 能

力 の低 下 した人 の福 祉 サ ー ビス)が あ り、高 齢者 の財産 が保 全 され る制 度 が確 立 されっ っ

あ る。 介護 サー ビス を受 け てい る独 居 の 同胞 高齢 者 が 高額 な財 産 の持 ち主 で あ る こ とが わ

か った最 近 の事 例 で は、 幸 い身 内 の方 が最 終 的 に管 理す る こ とにな っ たた め大 事 に は至 ら

なか っ たが 、管 理方 法 を巡 って は さま ざま な議 論 が あっ た。介 護 支援 専 門員 が利 用者 の財

産 を管 理 す るこ とにつ い て は論議 され て い る と ころだ。 いず れ に して も公 的 な制 度 を利 用

す るの が無難 で あ ろ う。 しか し、植 民 地支 配 の経 験 か ら行 政 に根 強 い不 信 を持 つ 同胞 高齢

者 が公 的 な 制度 を気 軽 に利 用 す る とは思 えない。 大 阪府 の調 査 で は、施 設 の介 護 サ ー ビス

につ い て不満 を述 べ る 同胞 高 齢者 が多 か った。 現行(2002年)に お いて も、 同胞 高齢者 の介

護 サ ー ビス の利 用 率 は 日本 人 よ りか な り低 い と され て い る。介 護 保 険制 度 が強 制加 入 で あ

る以 上 、公 平 な利用 を はか るた め に も今後 、 同胞 高 齢者 を対象 に した 多様 な介 護 サ ー ビス

を行 う事 業者 が増 える こ とが望 まれ る22)。

2004年 には 、日朝首脳 会談 の影 響 に よ り拉 致 問題 をは じめ とす る 日朝 間 の 問題 や核 ミサ

イ ル とい った北 東 ア ジ ア地域 の 平和 や 安全 保 障 上 の問題 等 につ いて議 論 が行 われ た。特 に、

拉 致 問題 に よ り北 朝鮮 と総連 に対 す る非難 の声 が高 ま るな か、総 連 の第20回 全 体 大会 で

は福祉 事 業 につ い て次 の よ うに述 べ られ てい た。 まず前 提 と して、長 引 く不況 と拉 致 問題

に端 を発 した民 族 的差 別 、 同胞社 会 の高齢 化 な どに よっ て、 同胞 の 生活 が 以前 に も増 して

困難 を極 めて い る 中で、同胞 生 活奉 仕 活動 の重 要性 が増 してい る こ とが あ る。そ のた め に、

地 域 に設 け られ た 同胞 生活 相 談 総合 セ ンター を通 じて結 婚 や就 職 、各 種 生活 問題や 法 的 問

題 に至 るま で 、誠 実 に対応 し解決 して い くこ とが重 要 で あ る。 特 に、介 護 事業 所 、デ イ ハ

ウス な どの 高齢 者福 祉 施設 を支 部 、地 域 に設 け るこ とや 同胞 高齢 者 の年 金 差別 是正 の た め

の運動 を展 開 して い くこ とが強 く求 め られ て い る23)。 さ らに、同年 の6月 に は、在 日コ リ

ア ン高齢者 介 護 の 質 の 向上 を図 るた め、在 日コ リア ン高齢者 生活 ネ ッ トワー ク 「ハ ナ」 が

設 立 され た。

在 日コ リア ン高齢 者 生活 支 援 ネ ッ トワー ク 「ハ ナ 」 は 、在 日コ リア ンの 高齢 者介 護 や 生

49



活 支援 に携 わ る福祉 施 設職 員 、研 究者 らが介護 ノウハ ウ、事 業経 験や 知 識 、情 報 を共有 す

る こ とで生活 支 援 の質 の向上 を図 る 目的 で設 立 され た全 国で 初 めて の組 織 で 、事務 局 は京

都 市 南 区のNPO法 人 「京 都 コ リア ン生活 セ ンター エル フ ァ」 に置 かれ た。 会 員 同 士 の交

流 会や 研 修 会 、施設 訪 問、 シ ンポ ジ ウム な どを実施 す るほか 、会 報 も発 行 してい る。 この

ネ ッ トワー クの結成 は、同胞 高 齢者 支 援活 動 を全 国規模 で展 開す る動 き と して注 目され る。

この総 会 で は 、共 同代 表 に 「エ ル ファ」 の鄭 禧 淳理 事長 、 四国学 院 大 学社 会福 祉 学 部教 員

の金永 子 氏 、社 会福 祉 法 人 「こ ころ の家族 」 のサ 基 理事 長 ら3人 が選 ばれ た。 共 同代表 の

鄭 理事 長 は、「施 設や ヘ ル パー の数 が増 えて い る一 方 で 、支 援 に 関わ ってい る人 た ちの情 報

を共有 す る場 が少 な く、これ を ど うにか したい とい う思 い が あっ た。」と話 して い た。ま た 、

社 会福 祉 法 人 「こ ころ の家族 」 の サ基 理 事長 は、 「大 阪府 堺 市 に 高齢者 福 祉 施設 、 「故郷 の

家 」 を 開設 して15年 目に な る。 日本 社会 で は在 日コ リア ン高齢 者 らが安 心 して余 生 を過

ごせ る施 設 が まだ ま だ少 な い。 コ リア ン と して 生 き るた めの 文化 を取 り入 れ る こ とが とて

も重要 で あ る。 ネ ッ トワー クで 情報 を共有 す る こ とに よ り、 よ り良 い福 祉 文化 の創 造 を 目

指 したい 。」 と述 べ てい た24)。

介護 事 業所 と して は、NPO法 人 「ア リラ ンは ん しん 」(兵 庫 県西 宮 市)が2004年12月

に開設 され た。そ の建 物 は 、総 連兵 庫 ・西宮 支 部 の一 階 を改 修 して建設 され た。施 設 に は、

オ ン ドル が 完備 され 、民謡 が歌 え るカ ラオケ が設 置 され てい る。 この 開業 記念 式 に は、 民

団兵庫 の代表 が祝辞 を述 べ 、「京都 コ リア ン生 活セ ン ターエ ル フ ァ」の鄭 理 事長 が記念 講 演

を行 っ た。名 称 には 、す べ ての在 日コ リア ンが訪 れ る こ との で き る場 を提供 しよ うとい う

思 い か ら、 朝鮮 民族 を象徴 す るア リラ ンが用 い られ た。 敷 地 も、西 宮地 域 同胞 の心 の拠 り

どころ で あっ た土 地 で あ り、 阪神 朝鮮 初級 学 校(2001年3月 、尼 崎 朝鮮 初 中級 学 校 に統

廃 合)か ら 「はん しん」 の響 き を受 け継 い でい た。 民族 教 育 を守 り、支 えて き た一 世 の恩

に報 い 、 同胞 た ちの新 た な心 の拠 りどこ ろ、学校 の生 まれ 変 わ りの存在 に しよ うとの思 い

が込 め られ て い る25)。

2005年 、総連 は 、民族 教 育 事 業 と同胞 生 活奉 仕 、福祉 活 動 の貴 重 な経 験 を積 極 的 に一 般

化 し、拡 大 してい く方 針 を表 明 してい た。 そ の 中 で福祉 事 業 に 関 して次 の よ うに述 べ られ

てい た。 高齢 社 会 とな った 日本 で は、 老人 介護 問題 が深 刻 な社 会 問題 とな っ てお り、在 日

同胞社 会 の どの家庭 で も両親 の 老後 と介護 問題 が切 迫 した生活 上 の 問題 と して浮 上 して い

る。 しか し、高 齢 の 同胞 た ち は福 祉 面 で も民 族差 別 を受 けて お り、 日本 の介 護 施設 に入 っ
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た として も言葉 と風 習 、食 生 活 と文化 の違 い に よ り孤独 に過 ご して い る。 私 た ち は、 同胞

社 会 が切 実 に望 ん で い る高齢 同胞 奉 仕 事業 のた め に同胞 高 齢者 のた め の施設 を拡 大 し、 全

組 織 で高 齢 同胞 の た め の福 祉 事 業体 系 を確 立 す る26)。

2006年 には 、兵 庫 ・西神 戸地 域 で 高齢 同胞 を支援 して い るNPO法 人 「コ リア ン生活 セ

ン ター イ オ(繋 ぐの意 味)神 戸 」 のデ イ サ ー ビス施設 が 開設 され た。 デ イ サー ビス を行 う

県 下 の高 齢福 祉 施設 と して は、2004年12.月 にオ ー プ ン した 「ア リラ ンは ん しん」 に続 き

2番 目 とな る。100坪 の敷 地 面積 にオ ン ドル と畳 、健 康 、 運動 器 具 、ベ ッ ド、 車椅 子 、2

カ所 の浴 室 、 カ ラオ ケ、 ビデ オ装 置 な どが整 備 され た。 す で に体験利 用 が行 われ 契 約率 は

100%と な った。 そ の うち半数 が男性 で 、灘 区や 明石 市 の 同胞 だが 、 日本 人 の契 約 者 もい

る。「イ オ神 戸 」 とい う名称 に は、われ われ を育 てて くれ た一 世 に感 謝 し、一 世 の 同胞 た ち

が築 い た伝 統 と相 互扶 助 の温 か い 同胞 社会 を継 承 して い こ うとい う思 いが 込 め られ てい る

と金理 事 長 は語 る27)。

2007年 には東 京都 足立 区の東 京 朝鮮 第4初 中級学 校 でデ イ サ ー ビス セ ン ター 「朝 日」が

開設 され た。 この デイ サ ー ビス の特 徴 は 、総 連結 成 以来 、初 め て民族 学 校 に 開設 され た 教

育 、福 祉 事 業 を行 う複 合 施設 で あ るこ とと、東京 の総連 支 部 の 中で 、都 行 政 の許 可 を受 け

て初 め て介護 保 険 が適 用 され る高齢 者 福祉 施設 で あ る こ とで あ った28)。 さ らに、大 阪 にお

いて は在 日コ リア ンの福祉 を考 え る学 習会 が 開かれ 介護 保 険 、施 設 入所 、老人 医療 、福 祉

給 付金 な どをテ ー マ に して いた。主 催 は 、NPO法 人 「同胞 生 活 セ ン ター」で ある。 この学

習 会 で は、 高齢 者 の実 態調 査 を踏 ま え、 同胞 高齢 者 が 求 め る福祉 サ ー ビスの あ り方 、支 援

者 の役 割 につ いて講 演 が行 われ た。 特 に 、大 阪市 生 野 区A地 区在 住 の高齢 者(65歳 以 上)

494人(有 効 回答 、 日本 人221人 、在 日コ リア ン204人)を 対 象 と した この調 査 で は、平

均 年齢 、男 女比 で の差 はな か った ものの 、高 血圧 、脳 卒 中、 心筋 梗塞 、糖尿 病 な ど生活 習

慣 病 の罹 患 率 が高 く、抑 うつ 、 転倒 の割合 も大 き く、 さ らに 「生 きが い が ない 」 と答 えた

在 日コ リア ン高 齢者 が、 日本 人 高齢 者 に比 べ て 多い こ とが判 明 し、 ま た、就 学 年数 、識 字

率 、年 金 受 給率 や基 本 的 お よびIADL(Instrumenta1ActivitiesofDailyLiving、 手段 的

日常 生活 動 作)、QOL(QualityofLife、 生 活 の質)の 各項 目にお いて 、 日本 人 のそ れ よ り

有 意 に低 い 結果 が 出 た こ とな どに つい て 、講 演 の 中で報 告 が な され た。 ま た 、福祉 とい う

制 度 を考 えた場 合 、基 本 的 に は在 日同胞 が利 用 で きな い制 度 で は ない が 、介護 保 険利 用 に

際 して は経 済面 の 問題 に加 え、介 護 保 険施 設 や デイ サ ー ビス にお け るヘ ル パー が 日本 人 で
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あ る こ とか ら利 用 を抑 制 してい る可能 性 を示 唆 し、 高齢 者福 祉 サ ー ビス に参加 しに くい 状

況 が横 たわ っ てい る と指 摘 した。 そ して 、民 族 の独 自性 を持 たせ た 高齢 者 福祉 サー ビス、

介護 保 険 サ ー ビス の必 要性 を講 師 は提 言 した29)。

ま た、愛 知県 では愛 知 同胞 福 祉連 絡 会 を発 足 させ 、2カ.月 に1回 ず っ の定 例会 を始 め た。

NPO法 人 「コ リア ンネ ッ トあい ち」事務 局長 の話 に よる と、介護 保 険 導入 前 、高齢者 福 祉

とい え ば 自立支 援 とい う観 点 よ りも、 特別 養護 老人 ホ ー ムの建 設 とい う認識 が強 か った。

焦 る必 要 はな い、 ど うせ 遅 いス ター トな のだ か ら、 情報 交 換 や学 習会 な どで き る こ とか ら

や ろ うと連絡 会 の方 向づ け が な され た 。 そ して 、福祉 連 絡 会 は 、愛知 朝 鮮 学校 セ ミナー 、

介護 教 室 な どを企 画 した り、福祉 有 資 格者 連 絡会 の発 足 を呼 び か けた り、「あい ち ムジ ゲ(虹

の意 味)会 」の支 援 な ど、草 の根 的 な活 動 を して きた。NPO法 人 「コ リア ンネ ッ トあい ち」

の介護 保 険 事業 として始 め たデ イ サー ビスセ ンター 「い こい のマ ダ ン」 も4年 目を迎 えて

い る。 「い こい のマ ダ ン」の 開設 にお い て 、最 も苦 心 した こ とは人材 確保 で あ る。経験 者 は

誰 一人 と して い なか った。 さ らに 、在 日同胞社 会 の福祉 を考 える うえで大切 な のは 、民族

性 を重 ん じた福 祉 システ ム の 開発 で あ り、 日本 の制 度 を利 用 しなが ら在 日コ リア ンの アイ

デ ンテ ィテ ィ、オ リジナ リテ ィ を 日本 の社会 に発信 し、理解 と協力 を得 て い くこ とで あ る。

真 の共 生 は何 よ りも朝 鮮 人 と して 堂 々 と生 きて い くこ とで あ る。そ して 、「コ リア ンネ ッ ト

あい ち」で は 、「い こい のマ ダ ン」で の レク リエ ー シ ョンの紹 介 を含 めた報 告集 を発 行 した

30)
。

2008年 には 、高齢者 介 護 にお け る各地 の取 り組 み が紹 介 され た。 さ らに、高齢者 の意 識

とニ ー ズ関 す るア ンケー トの結果 も載 せ られ た。 この調 査 は 、 日本 各 地 の10代 か ら80代

まで の284人(男 性130人 、女 性154人)の 同胞 を対 象 と した 朝鮮 大 学校 短期 学部 に よる

もの で2006年7.月 に行 われ た。「同胞 に よる 同胞 のた めの高 齢者 福祉 施 設 が あ った ほ うが

望 ま しい 」 と回答 した の は全体 の89%に 上 っ た。 また 、「家 族 」「自身 」が介護 を必 要 とす

る よ うに なっ た らど うす るか との設 問 に対 して 「同胞 の た めの施 設 が近 くに あれ ば それ を

利 用す る」 が それ ぞれ48%、39%で トップ 、次 い で 「少 し遠 くて も同胞施 設 を利 用 す る」

がそれ ぞ れ14%、15%で 、 「近 くに あ る 日本 の施設 を利 用 す る」(そ れ ぞれ13%、14%)

を上 回 った。 「総連 の福祉 活 動 につ いて 」 は 「非常 に よい こ と」 との 回答 が73%で 、福 祉

活 動 の ニー ズ は よ りい っそ う深 ま っ てい る こ とが うか が え る。現 世 代 の 回答 で あ る こ とを

鑑 みれ ば、少 な くと も今 後50年 に わた り、そ の需 要 は 高 ま り続 け る と考 え る こ ともで き
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る31)。

そ の後 、現在 に至 るまで総 連 の介 護 支 援活 動 は 、主 に京 都 と兵 庫 、愛知 な どを 中心 に福祉

事 業 を推進 して きた。 総連 は地域 の民 族学 校 と連 携 し、 人材 の 育成 や 地域 に求 め られ る小

規模 の福祉 事業(通 所介 護 サ ー ビス 事業)に っ い て実 績 を積 み重 ねて き た ので あ る。

第3節 ウ リ式 の介 護 の現状 と課 題

本節 で は、第2節 で紹 介 した ウ リ式 の介護 の現状 と課題 を明 らか にす るた め、総連 の高

齢 者福 祉 事 業 の先駆 的 なモデ ル と も言 え る 「エル フ ァ」の福祉 事業 を紹介 し、 さ らに、「エ

ル フ ァ」 が活 動 して い る京都 地 域 にお け る 「モ ア(more)ネ ッ ト」 の活 動 を民族 介 護 モ デル

と して紹 介 し、 ウ リ式 介護 ない し民族 介護 の現状 と課題 を検討 しよ う。

京都 コ リア ン生活 セ ン ター 「エル フ ァ」 は、在 日コ リア ン をは じめ とす る外 国籍住 民 と

地 域住 民 の た めの ボ ラ ンテ ィア活 動 と事業 を行 い、 京都 府 民 と して 地域 社 会 に貢 献す る こ

とを 目的 として、2001年3月28日 に京都 市 南 区 に開設 され た。 そ の前 身 で あ る 「エル フ

ァ」 は1998年 、 医療 法 人居 宅 サ ー ビス 事業 所 と して伏 見 区 に開設 され た。 多 くの在 日コ

リア ン に充 実 した 専 門的 な福 祉 サ ー ビス を提 供す る こ とを 目的 と した 「エ ル フ ァ」 は 、憩

いの場 と して の 「ハナ マ ダ ン」 を提 供 しなが ら、主 に同胞 高齢 者 に 日帰 りサー ビスや 、 介

護 が必 要 な 同胞 高齢 者 にホー ムヘ ル パ ー を派 遣す るな どのサ ー ビス を実 施 して いた。

2000年4月 か らス ター トした介 護 保 険制 度 を 目前 に し、1999年11月 に京都 府 か ら介

護保 険 の準備 指 定 を受 けた居 宅 サ ー ビス事 業 所 「エ ル フ ァ」 は、 ホー ムヘ ルパ ー派 遣 の準

備 を着 々 と進 めて い た。 ま た、 月1回 の勉 強 会 で は、 「不安 と孤 独 を誇 りとや りが い に変

え る」 をモ ッ トー に 、 同胞 ヘ ル パ ー の役割 、 家事 介護 ・身 体 介護 、 同胞 高齢 者 の特性 な ど

のテ ーマ を取 り上 げ て きた32)。

介護 保 険 制度 実施 か ら5ヵ 月 が過 ぎた2000年9.月 、「エル フ ァ」で は、ヘ ル パー 養成 講

座 が8.月 か ら毎 週水 曜 日に 開かれ てい た。 主 催 は 、 「エル フ ァ」 と社 会福 祉 法人 「くら し

のハ ーモ ニ ー」の共 催 で あ った。開校 式 で は、「エ ル フ ァ」の管 理責 任 者鄭 禧淳 氏 が在 日朝

鮮 人 高齢 者 の歴 史 と現 状 につ い で講 演 し、そ の後 は、 日本 人 専 門家 、資 格保 持 者 らが講 師

と して登 場 し、サ ー ビス提供 の基本 視 点 や職 業 倫理 、リハ ビ リテ ー シ ョン医療 の基礎 知識 、

在 宅介 護 の 基礎 知識 や 家 事援 助 の方 法 、基 本 介護 技 術 な どにっ い て授 業 が行 われ た 。 そ し
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て最後 に は同胞 専 門家 が 、 「在 日要介護 高齢 者 の現 状 と課 題 」 と題 して講 演 を行 った33)。

しか し、 当初 は 「エル フ ァ」 の利 用者 は伸 び な か った た め、府 下 の総 連 支部 に1万 枚 のチ

ラ シを配 った り、個 別 訪 問 した りし、対象 者 の掘 り起 こ しに努 めた 。136人 を訪 ね た が、

介護 保 険 に対す る認 知 度 は低 く、植 民 地支 配 で 苦渋 を味 わ った一 世 の行 政 サ ー ビス に対 す

る不信 は根 強 い もの で あっ た。 そ こで、 同胞 社 会 の 関心 を喚 起 しよ うと、 在 日同胞 と介 護

保 険 な どをテー マ に40回 以 上講 演 を行 った34)。

「エル フ ァ」 が進 め る介護 サ ー ビスの柱 は、 デイ サ ー ビス(通 所介 護 事 業)と ホ ー ムヘ

ル パ ー派 遣 事業 の2つ で あ った。 「エル フ ァ」 に登 録 して い る42人 の同胞 ヘ ル パー た ちが

事 業 を支 えて いた。 さ らに 、 同胞 高齢 者 の特性 に合 わせ た ウ リ式 デ イ サー ビス のあ り方 に

つ い て も研 究 を重 ね て きた。 行 われ て きた勉 強会 で は 、 同胞ヘ ル パ ー の役割 、 同胞 高齢者

の特性 な どのテ ー マ を取 り上 げ、 それ ぞれ が 経験 した介 護 の 体験 も話 し合 い な が ら、討論

を重 ね た。 そ こで 導 き 出 した、 ウ リ式 デイ サ ー ビス に必 要 な5要 素 は 「ウ リ友 達 ・ウ リ食

べ 物 ・ウ リ遊 び ・ウ リ環境 ・ウ リ歌」 で あ り、 これ に も とつ い て 同胞独 自の デ イハ ウスの

プ ログ ラ ムがっ くられ た。た とえば 、体操 の歌 と して流 れ るエル フ ァタ リ ョン(李 氏 朝鮮 に

成 立 した民族 芸 能 で あ るパ ン ソ リの ジ ャ ンル の 一つ 「打令 」)は 、ス タ ッフが 作詞 作 曲 し歌

って い た。 さ らに、朝 鮮料 理 や 朝鮮 式 の遊 び 、 朝鮮 風 の飾 り、朝 鮮語 での 体操 な ど、 同胞

高 齢者 のニ ー ズ に合 った サー ビス が工 夫 され 、 それ が利 用 者 の増加 につ な が っ た。

高齢 化 した一 世 は 日本 語 が不 自由 で、母 語 と して身 につ けた朝 鮮語 しか話 せ ない人 も多

い。 ま た、食 生 活 をは じめ とす る生活 習慣 も 日本 人 とは異 な る。加 えて、 無年 金状 態 に置

かれ た 同胞 の保 険料 を ど う捻 出す るか 、 とい う問題 もあ った。 つ ま り、介護 サ ー ビス を充

実 させ るた め に は、 同胞 高齢 者 の歴 史 と現 状 を踏 ま えた対 応 が必 要 だ っ たの で あ る。 朝 鮮

語 を話 せ 、 民族 の風 習 に明 る く、 朝鮮 の料 理 を作れ る、 そ んな 同胞 高齢 者 の現 状 に対応 し

た人材 を作 るこ とを 目標 と して い た35)。

2001年 に 「エ ル フ ァ」は毎 日介 護 賞 を受 賞 した。介 護 賞 を受 賞 した の は 、福 祉 の 目が届

き に くい 同胞 一 世 に故 郷 の言 葉 や 文化 を取 り入れ た介護 サー ビス を実施 した点 に あっ たが 、

日本人 移 民 の介 護 問題 をは じめ、今 後 世 界各 地 で起 き るで あ ろ う同様 の 問題 に も応 用 で き

る と評 価 され たの で あ った36)。

「エル フ ァ」は、2002年 、宇 治 市 ・ウ トロ地 域 に 同胞 高齢 者 向 け のデイ サ ー ビス施 設 「ハ

ナ マ ダ ン南京 都 」 を開設 した。 ウ トロ地域 は、在 日コ リア ンの密集 地域 で 日本 の侵 略戦 争
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遂 行 の た めの飛 行場 建 設 に駆 り出 され た 同胞 が 、解 放 後 もそ の ま ま住 む よ うに な った地 域

と して知 られ てい るが、2001年11月 の 最高 裁判 所 の上告 棄 却決 定 に よ り住 民全 員 の退 去

判 決 が確 定 され た。 同胞 高齢 者 た ち はいっ 住 ま い を奪 われ るか わ か らな い危機 に さ らされ

てい た。 ウ トロ に住 む68世 帯 中、36世 帯 が高 齢者 世 帯 で 、12世 帯 が独居 老 人 単身 世 帯 で

あ る37)。

2003年 に は、 「エ ル フ ァ」 の3号 店 として、 「ハ ナマ ダ ン洛 北 」が オー プ ン した。定員 は

15人 で火 、木 、土 曜 日の週3回 活動 を行 う。 職員 は6人 で高齢 者 の送迎 や 入浴 サ ー ビス、

朝鮮 料 理 の食 事 サ ー ビス、 ス トレッチ体操 や 朝鮮 の歌 や 作業 療 法 な どの レク リエー シ ョン

を担 当す る。 そ して 「エル フ ァ」設 立 か ら10年 を迎 えた2010年 には 、京 都 の 北 区小松 原

に も 「ハ ナ マ ダ ン洛北 」 を開設 し、サ ー ビスの範 囲 を拡大 した。 「エ ル ファ」は 、民族 に よ

る介護 を実 践す るた め、そ の人材 育 成 に もカ を入 れ て い た。「同胞 の こ とは 同胞 が一 番 よ く

分 か る」 とい う発想 か ら、 同民族 の介護 人 材 を育成 した の で あ る。 前 述 の よ うに、 通所 介

護 事 業 にお け る訪 問介 護 員(ホ ー ムヘ ルパ ー)育 成 教 育 と民族 教 育 を受 けて い た人 を採 用 し

た。 そ の民族 福 祉教 育 を担 って い た のが 、朝鮮 大学 で あ る。

朝鮮 大 学 は 、在 日コ リア ン向 けの 民族 学校 と して位 置 づ け られ 、2003年 に創 設 され た朝

鮮 大 学 の短期 学 部 は 、在 日コ リア ン高 齢化 社 会 を取 り巻 く環境 の変化 に即 して 、生活 科 学

科 に福 祉 コー ス を新 た に導入 した。 そ の コー ス で は、 民族 同胞 の高齢 化 が進 む 現 状 に対応

し、 専 門知識 と技術 を有 す る福祉 専 門家 を養 成 す る こ とを 目的 と して いた 。介 護福 祉 士 を

は じめ とす る福 祉 専 門家 の養 成 専 門学 校 は 日本 に もた く さん あ り、 資格 取得 者 も増 えて い

るが 、在 日コ リア ン民 族 につ い て よ く知 り、 同胞 高 齢者 を心 か ら理解 し、活 動 して い る福

祉 専 門家 は多 くない。 この よ うな事 情 を考 慮 し、朝 鮮 大 学校 で は短 期 学部 の 生活 科 学科 に

福祉 コー ス を導 入 した ので あ る38)。 なお 、 「エ ル フ ァ」 の介 護 サー ビス事 業 に よる現在 の

実 績 は表3-2に 示 され る。

表3-2NPO法 人 「京 都 コ リア ン生 活 セ ン タ ー エ ル フ ァ」 の 事 業 内容

サ ー ビ ス 介護 サ ー ビス事 業所 職員 対象者 実施 日時間

訪問介護 訪問介護事業所エル ファ 28 82 毎(月 ～ 土)

居宅介護 居宅介護支援事業所エル ファ 2 73 毎(月 ～ 土)

通所介護 ハ ナ マ ダ ン東 九条 14 60 毎(月 ～ 土)
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ハ ナ マ ダ ン南京 都

ハ ナ マ ダ ン洛 北

ハ ナ マ ダ ン洛西

4

10

5

13

41

29

火 ・木 ・金

毎(.月 ～ 土)

毎(月 ～ 土)

出 所:『 エ ル フ ァ2011年 度 事 業 報 告 書 』https://canpan.info/index_view.doの 資 料 を も

と に 作 成 。

現在 の 「エル フ ァ」 は、 多 くの 団体 に よって 人権研 修 の場 と して利 用 され てい る。 具 体

的 には 、民族 学 校(朝 鮮 学校)の 生徒 らに よる慰 問 、大 学 の研 究者 や 学 校教 員 な どの研 修 で

あ る。 さ らに 、韓 国 か らは 、宗 教者 、 歌手 、 学 生 な どが韓 日の 国際 交流 の 一環 と して訪 問

して い る。 とこ ろが 、在 日コ リア ン(在 日韓 国 ・朝 鮮 人)と い う名 称 には 、用語 自体 に分 断

体 制 が反 映 され て お り、 政治 的 体制 の次元 で 区分 しよ うとす る傾 向 が あ る。 民 団 と総 連 の

介護 支 援 活 動 を広報 す る民 団新 聞 と朝 鮮新 報 を見 る と、「エル フ ァ」の活 動 につ い ては 民団

新 聞 に は記 事化 され ない傾 向が あ り、 ま た、 朝鮮 新 報 に は 「故郷 の家 」 の活 動 は見 あた ら

ない の で あ る。 す な わ ち、 目に見 え ない思 想 の 区別 に よ り、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 現

場 は 二分 化 され て きた こ とは否 定 で き ない。 福祉 の対象 者 で あ る高齢 者 と高齢 者 を支 えて

い る福 祉 現 場 の人 た ち に とって そ の よ うな 区別 は無 意 味 で あ るが、「エル フ ァ」に は韓 国政

府 か らの支援 が届 か ない の で あ る。

しか し、 そ の 区別 を乗 り越 え よ うとす る動 きが あ る。 京 都 に は、在 住 す る外 国人 高齢 者

や 障 害 者 の生 活 支 援 や 人 権 擁 護 を 目的 と した ネ ッ トワー ク 「京 都 モ ア(more)ネ ッ ト」 が

2006年 に立 ち上 が っ た。設 立 の集 い は 、京 都 市 中京 区の 「ハ ー トピア京都 」で行 わ れ 、総

連 京都 府 本 部 の金 学福 委員 長 、 民 団京都 府 地 方本 部 の金 有 作 団長 をは じめ、200余 人 が参

加 した。集 い で は8人 の呼 び か け人 が紹介 され 、設 立 の経 過 報告 、 共 同代 表 と運 営委 員 の

選 出 と採 択 な どが行 われ た。 総連 と民 団 の各 種 団体 お よび 個 人 が共 に外 国 人 の福祉 に 関わ

る共 同ネ ッ トワー クの設 立 は、都 道 府 県 単位 で は全 国初 とな る。

京都 府 で は 、2005年 よ り在 日コ リア ン各 団体 、福祉 事業 を展 開す るNPO法 人 、京 都 市行

政 に よって 、外 国人高 齢者 、障 害者 のた め の無年 金 問題 、言葉 の問題 等 の解 決 に向 け て、

また 平等 か つ外 国 人 の現 状 に即 した行 政 サー ビス が 円滑 に受 け られ るよ うに、 そ して 、多

文 化共 生 社 会実 現促 進 のた め に、 幾度 も討 議 が 重ね られ た。 そ の結 果 、福祉 、保健 、 医療

な どの相 談員 の育成 と支援 を主 な活 動 目的 と した事 業 を共 に協働 し展 開 して い くこ とを確
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認 した。この事 業 を よ り迅速 に、よ り広 範 に展 開 で き る よ うに作 られ たネ ッ トワー クが 「京

都 モ ア(more)ネ ッ ト」 なの で あ る39)。

「京 都 モ ア(more)ネ ッ ト」 は、京 都 在住 の外 国人 、 と りわ け 障害者 や 高齢 者 に情報 が行

き届 か ない た め に福 祉 サ ー ビス を受 け られ て い ない 現状 を踏 ま え、 孤 立 して しまっ てい る

外 国人 に対 して、訪 問 に よる相 談支 援 や 見守 り支 援 を行 って い る。 そ して 、外 国人福 祉 委

員 と地 域 の 民生 委員 、老 人福 祉員 な どが 、住 民 とのっ な が りを作 りっ っ 、地域 で支 え る こ

とが で き る体制 を構 築 し、地 域福 祉 力 を育て る こ とを 目的 と してい る。

民 生委 員 につ いて は、筆者 も別稿 で指 摘 した よ うに、国籍 条件 に よ り選 挙 権 を持 た な い在

日コ リア ンは選 ばれ る資格 が ない40)。 そ の問題 は未 だ に解決 され て はい な いの だ が 、外 国

人 福祉 委 員 の活 動 に よ り、在 日コ リア ン高齢者 へ の介護 支 援 が可 能 に な る こ とを期 待 した

い。 ま た、外 国人福 祉 委員 の養 成課 程 の教 育 内容 を充 実す る こ とが継 続 的 な運 営 に もつ な

が るで あ ろ う。 外 国人 福祉 委 員養 成 講座 の 内容 は表3-3の とお りで あ る。

表3-3外 国 人福祉 委員養 成 講 座

講座 内容

在 日外 国人 に対 す る福 祉 の あ りか た とモ アネ ッ トの設 立過 程

在 日外 国人 の社 会保 障 の歴 史 、今後 の趨 勢 と課題

外 国人福祉委員 の必要性 と具体的な活動内容 について

外 国人福祉 イ ン クル ー シブ コ ミュ ニテ ィ と多文 化 共 生社 会

委員 高齢者 に対する理解 ～高齢者 の尊厳 と生きがい

障害者 に対する生活支援の理解

相談支援活動の心構 えについて

今 後 の多 文化 共生 社会 の あ り方 と求 め られ る もの

出 所:京 都 モ ア ネ ッ トhttp:〃www.kyoto-more.net!hosyu.htm(2011.10.30)の 資 料 を も と に

作 成 。

外 国人 福 祉 委 員 に は 、 「京 都 モ ア(more)ネ ッ ト」 が主 管 す る外 国人 福 祉 委 員養 成 講 座 を

す べ て履 修 した人 が任 命 され る。 外 国人福 祉 委員 養 成講 座 は外 国人 の社 会 的歴 史 的背 景 を

深 く理 解 す る と ともに 、対象 者 に対す る訪 問 ・傾 聴 ・生活 支 援 の あ り方や そ の 心構 えを認
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識 す る こ とを基 本 的課 題 して運 営 され て い る。 対象 とな る外 国人 高齢 者 ・障 害者 の 定期 的

な見守 り ・安否 確認 ・傾 聴 活 動や 、対 象者 の生活 状 態 を把 握 し、孤 立 を 防 ぎ適 切 な生活 支

援 を行 う活 動 、今 後起 こ り うる問題 な どを未 然 に 防 ぐた めの 提案 活 動 な どが外 国人 福祉 委

員 の役 割 で あ る。2011年 、現 在 約100人 余 りの外 国人福 祉 委 員 が 登録 され 活動 してい る。

本 章で は、介 護保 険 制 度実 施 以来 の総連 の介 護 支援 活 動 にっ いて検 討 を行 い、介 護 支援

活 動 の歴 史 的展 開 を探 り、現 状 と課 題 を把 握 した。

まず 、そ の歴 史 的展 開 を、海 外公 民 として活 動 して きた総 連 に焦 点 を合 わせ て紹介 した 。

また 、総 連 は 、民族 性 を守 り、 生活 と権利 を擁 護 す る運 動 の 一環 として高齢 者 へ の介 護 支

援 活 動 を拡 大 して き た。 す な わ ち、 民族 学 校(朝 鮮 学校)と の連携 を強 め、 民族 教 育 を受 け

て きた介護 人材 を積 極 的 に採 用 し、介護 現 場 で活 動 させ て きた の で あ る。 そ の 中で も筆 者

は、京 都 にお け る 「エ ル ファ」 の活 動 に注 目 した。 「エル フ ァ」 の ウ リ式 デ イ サー ビス は、

在 日コ リア ン高 齢者 が介護 保 険 を利 用 す るに あた って の 問題 で あ る言 葉 の壁 、文化 の差 異

を解決 す るた め、 ウ リ式 の介護 の5要 素 を取 り入 れ て いた。そ の ウ リ式 の 介護(ウ リ友 達 ・

ウ リ食 べ 物 ・ウ リ遊 び ・ウ リ環境 ・ウ リ歌)は 、在 日コ リア ン高齢 者 の不安 と孤独 を誇 りと

や りが い に変 え る介 護 をモ ッ トー と して い た。

こ うして本 章 で は 、総 連 の在 日コ リア ン高齢 者 へ の介 護 支援 活 動 に お け る、民族 教 育 と

福祉 事 業 を強調 した介 護 支援 活動 の可 能性 を示 す と ともに 、在 日コ リア ンの 高齢 者 の介 護

現 場 が政 治 的体 制 の次 元 に よ り二分 化 され る傾 向 を克服 す る必要 性 も指摘 した の で あ る。
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第4章 介護保険制度と介護保険事業計画の問題点と可能性

日本 にお け る介護 保 険 制度 以 前 の高齢 者 福祉 は、 国 が示 す方 針 を前 提 としてサ ー ビス を

行 って きた の に対 して、介 護 保 険制 度 の 時代 におい て は 、市 町村 を舞 台 と して、住 民参加

の も とに、行 政 や サー ビス提 供 の事 業 所 な どが介 護保 険事 業 計画 の枠 組 み をつ くっ てい く

こ とに な って い る。 筆 者 は 、在 日コ リア ン高 齢者 の介護 問題 の実 態 を明 らか に し、 問題解

決 の方 向 を見定 め る こ とをね らい と して研 究 を進 めて き た。第1章 か ら第3章 ま で在 日コ

リア ン の形成 史 、 戦後 日本 社 会 で の民 族 団体 の介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 につ い て検討 を

進 めて きた が 、介護 保 険 制度 の仕 組 み の紹 介 、介 護 保 険事 業 計画 の概 要 の紹介 と問題 点 の

指 摘 、介護 保 険 事 業計 画 の可 能性 につ い て の探 究 は課題 と して残 され て きた。 そ こで本 章

は、介 護 保 険制 度 の仕 組 み と介 護保 険事 業計 画 の 問題 点 と可 能性 につ い ての検 討 を通 して 、

在 日コ リア ン高 齢者 の介護 問題 の解 決 を可能 にす る制 度 と、それ に も とつ く地域 にお け る

取 り組 み の 方 向性 を見 出す こ とを 目的 として い る。

第1節 で は 、介護 保 険 制度 の仕 組 み に つい て概 観 す る。 介護 保 険制 度 は、外 国人 で あ る

在 日コ リア ン高 齢者 も加 入 す る権 利 が あ る制 度 と して位 置 づ け られ て い る。 そ の介 護 保 険

制 度 の仕組 み を まず は 明確 に把握 した い。

第2節 で は 、介護 保 険 制度 を前提 と して市 町村 にお い て作 成 され る介 護保 険事 業 計画 の

概 要 を 明 らか に し、介 護保 険事 業 計画 の前 提 とな る根本 的な 問題 を指 摘 した い。 そ の 問題

とは 、外 国 人住 民 の基 礎 的 なデ ー タ の把握 の問題 で あ る。 そ して、 そ の問題 の解決 を 可能

にす る外 国 人住 民 台帳 制度 の制 定 の動 きを紹 介す る。

第3節 で は 、地域 の介護 問題 に対 応 し うる介 護 保 険事 業 計 画 の可能 性 を一層 高 め るた め

に、 地域 にお け る在 日コ リア ン高齢 者 を支 え る取 り組 み を紹 介 し、在 日コ リア ン高齢 者 の

介護 問題 の解 決 に積 極 的 に貢 献 してい る地 域 活動 の検討 を進 め る。 それ らの取 り組 みや 地

域 活動 の成 果 が介護 保 険 事業 計 画 に生 か され る こ とを期 待 した い。

第1節 介護保険制度 の仕組み

日本 で は、核 家族 化 ・小家 族化 、少 子化 、 女性 の社 会 進 出の増加 等 に よ り家 族 の介 護機

能 が持 続 的 に低 下 してい る中、高齢 者 の介 護 が社 会 問題 と して クロー ズ ア ップ され て きた 。
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日本政 府 は、 こ うした高齢 者 の介 護 問題 を政府 と国民 が協働 して解決 しな けれ ばな らない

最 重要 な問題 と して と らえ、高齢 者 の生 活 の質(QOL)を 高 め るだ けで な く、介 護 す る家 族

の負担 を軽減 す る こ とを 目的 と して2000年4月 に介 護保 険制度 を施 行す る こ とにな っ た。

日本 にお い ては 、高齢化 率 が14%に なっ た1994年 か ら介 護 保 険制 度 の創 設 の検 討 が始 ま

った。 この段 階で介 護 保 険制 度 の創 設 が検 討 され たの は 、少 子化 と超 高齢 化 の進行 が 間近

に迫 っ てい るこ とを見 据 えての政 策 決 定 が迫 られ た か らで あ る。 人 口の高齢 化 の急 速 な進

行 に よる介護 を必 要 とす る高 齢者(要 介護 高齢 者)の 増 大 と介 護 リス クの一 般化1)、 家族 形

態 の変 化 や介 護 問題 を取 り巻 く状況 の変化 に よ る家 族介 護 の 限界 、 老人 福祉 制 度や 老人保

健 制度 等 の福 祉 制度 に よ る対 応 の 限界 な どが 問題 化 され てい た ので あ る(武 藤 、2005)。 た

とえば 、高齢 者 自身 が要介 護 状 態 に な らな くて も、 配偶 者 や 父母 等 の家 族 の誰 かが 要介護

状 態 に な る可能 性 は極 めて高 くな って い た。 さ らに、仕 事 のた め に都 会 に住 む よ うに な っ

た こ どもが 、親 の介 護 のた め に定期 的 に通 い な が ら介護 を行 う遠 距離 介 護 も珍 しい もので

はな くな って いた。

介護 保 険制 度 以 前 に は、老 人福 祉 法 に も とつ く老 人福 祉 制 度 と老 人保 健 制度 に よっ て老

人 福祉 分 野 と医療分 野 で 高齢 者介 護 問題 に対応 して きた が、 それ ぞれ 改 善 すべ き問題 を抱

えて い た。 老人 福祉 分 野 で は、措 置 制 度 に も とづ き介護 サー ビス が提供 され て お り、 サー

ビス の必 要性 も 内容 も行 政 が決 定 し、 利 用者 がサー ビス を 自由に選 択 で きな い とい う問題

が あっ た。 サー ビス の費 用 の 問題 で は、公 費 の ほ か、利 用 者 本人 ま た は扶養 義 務者 が所 得

に応 じて一 部 を負担 す る応 能 負担 に よ り賄 わ れ てい た た め、 中高 所得 者 ほ ど重 い負 担 にな

って い た。 ま た、 制度 の実施 主 体 は市 町村 で あ り、市 町村 が 直接 ま た は委 託 に よ りサー ビ

ス を提 供 して いた の で競争 の原理 が働 かず サ ー ビス内容 が画 一 的で あ る こ とが 問題 で あっ

た。 さ らに、措 置制 度 を利 用 す るに あた って は 、収 入 な どの所 得 調査 が行 われ るの で、利

用 す る側 として は心理 的 な抵 抗感 が生 じてい た ので あ る。

老人 医療分 野 で は 、医療 の必 要性 がな い に もか かわ らず 介護 を理 由 と した一 般 病 院 へ の

長 期入 院 、 い わ ゆ る社 会 的入 院や 、長 期療 養 す る場 として は不十 分 な病 院施 設 環境 とい っ

た問題 点 が あ った。 さ らに 、福祉 制 度 と医療 制度 との 問 で、利 用 者負 担 の 水準 や利 用 手続

き にお いて 、不 均衡 が存在 して い た。概 して 医療 分 野 の サー ビスの方 が利 用 しやす く、 一

般 の利 用者 に とって は利 用者 負担 の水 準 も低 い ので 、在 宅福 祉 や 施設 福 祉 サー ビス の量 的

不 足傾 向 とあ い まっ て、医療 分 野 が実 質 的 に介護 サ ー ビス の相 当部 分 を担 うこ と とな った 。
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また 、世 論調 査 で は老 後 の不 安 と して 、健 康 や介 護 に対 す る不安 が 、 常 に上位 を 占め、 さ

らに1996年 頃 には 国民 の 医療 費 が30兆 円に迫 り、そ の 医療 費 の3分 の1を 老人 医療 費 が

占めてい た(福 田、2009)。

この よ うな高 齢者 介護 問題 をめ ぐる さま ざま な 問題 に対応 し、介護 に対す る不安 を解 消

して い くた め に、新 しい介 護 シス テ ムの構 築 が必 要 とされ て い た。 そ して 、新 しい介 護 シ

ステ ム の構 築 を検討 す るた め に1994年 に高齢 社会 福 祉 ビジ ョン懇 談 会2)が 設置 され 、そ の

6年 後 の2000年4∫1に 介護 を社 会全 体 で支 えて い くこ とをね らい と して介護 保 険 制度 が制

定 され たの で あ る。

介護 保 険制 度 運 営全 般 を担 う保 険者 は 、高齢 者 に最 も近 い 自治 体 で あ り、老 人 福祉 行 政

の 中心 で あ る市 町村 お よび特 別 区(東 京23区)が 保 険者 で あ る。医療保 険制 度 におい て 市町

村 の役 割 が 大 き く、 国民健 康 保 険 な どの地 域 行政 の保 険者 と しての 事務 処 理能 力や 、老 人

福祉 制 度 に よるサ ー ビス提 供 を通 して 培 って きた実 績 が あ った た め、地 方 自治 体 を保 険者

とす る こ とに大 きな 問題 は なか っ た と考 え られ る。 な お 、保 険者 は制 度 施行 時 には3,300

を超 え て い た が 、 そ の 後 に 進 め られ た 市 町 村 の 大 合 併 に よ っ て2009年12.月 末 に は

1,761(市784、 町788、 村189)に ま で減 少 して い る。

介護 保 険 の被 保 険者 は市 町村 の 区域 内 に住所 を有 す る人 の うち、40歳 以 上 の全 員 で あ る。

この うち、65歳 以 上 の人 を第1号 被 保 険 者 、40歳 以 上65歳 未 満 の 医療 保 険加 入者 を第2

号 被保 険 者 とい う。 この2種 類 の被 保 険者 の相違 は、 受給 権 の範 囲 す な わ ち保 険給付 の範

囲 と保 険 料負 担 お よび 賦課 ・徴収 方 法 に見 られ る。

保 険給 付 の範 囲 につ い て は、 第1号 被保 険 者 の場 合 に は、原 因 を問 わず 要介 護者 ま たは

要 支援 者 にな る と、保 険 給付 の 受給 権 が生 じる。 一 方 、第2号 被 保 険者 の場合 に は、初 老

期認 知 症 、脳 血 管 疾患 、末期 がん な ど、老化 に起 因す る一定 の疾 病(特 定疾 病16種)に よる

要 介護 お よび要 支援 の状 態 に限 定 され て い る。

保 険料負 担 につ い て は、第1号 被 保 険者 の場 合 には 、市 町 村保 険者 単位 で保 険 料 が算 定

され る。 市 町村 が 定 め る保 険料 率 の基 準 に沿 って、3年 ご とに条例 で設 定 す る。 介護 サー

ビス利 用 水 準 が高 く保 険 給付 が 多 い市 町村 の保 険料 は一 般 的 に高 くな る し、利 用水 準が 低

く保 険給 付 が少 な けれ ば、保 険料 は安 くな る。 保 険 料 の徴 収 方法 につ いて は 、徴収 の効 率

性 や 市町 村 の事 務負 担 の軽 減 等 を図 るた め、老齢 基 礎 年金 の受給 額 が年 額18万 円以 上 の場

合 には、 年金 保 険者 がそ の年 金 か ら保 険料 を徴収(天 引 き)し て 、各 市 町村 に納 付 す る仕 組
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み で あ る。年 金 受 給額 が 一定 額 以 下 の場合 や 遺族 年 金や 障害 基礎 年金 等 の 場合 には 、市 町

村 が 直接 徴収(普 通徴 収)す る。 第2号 被保 険者 の場 合 には 医療保 険者 が 医療保 険 の保 険料

と して一 括 して徴収 し、 徴収 した介 護 保 険料 は納付 金 と して社 会 保 険診 療 報酬 支 払 基金 に

納 付す る。 そ の後 、納 付金 は市 町村 の介 護保 険財 政 に充 当す るた め 、第2号 被 保 険 者負 担

分 として社 会保 険診 療 報 酬支 払 基金 か ら交付 され る。

介護 認 定 を受 け る場 合 は 、市 町村 の窓 口に 申請 書 を提 出す る。 申請 を受理 した 市 町村 か

ら派遣 され た調 査員 が 自宅や 施設 を訪 問 し、訪 問調 査票(基 本調 査 と特記 事 項)に も とつ い

て 日頃 の心 身 の状況 等 につ いて 聞 き取 り調 査 を行 う。 市 町村 は要 介護 認 定 結果 を 申請 か ら

30日 以 内 に通 知 す る こ とを原 則 と して い る。 また 、新規 申請 の場 合 、認 定 結果 の有効 期 間

は原則 と して6カ 月 と定 め られ て お り、 更新 申請 の場合 は原則1年 と され て い る。 申請 者

は認 定結 果 に不 服 が あ る場合 には 、都 道府 県 に設 置 され た介護 保 険審 査 会 に不 服 申 し立 て

を行 うこ とが で き る。 要介 護 認 定 は全 国 的 に 同 じ水 準 を維 持 す るた め 、 コ ン ピュー ター に

よ る1次 判 定 と、 そ の結 果や 主 治 医意 見書 を資料 と して保健 福 祉 医療 の学識 経 験者 で構 成

され る介護 認 定 審査 会 が行 う2次 判 定 との2段 階 で実施 され る。

介護 保 険 の給 付 は居 宅 介護 サ ー ビス、施 設 介護 サ ー ビス、 地域密 着 型 サ ー ビスの3種 類

に大別 され る。 居 宅介 護 サー ビス と して は、訪 問介護 、訪 問入 浴 介護 、訪 問看 護 、訪 問 リ

ハ ビ リテ ー シ ョン、居 宅療 養 管理 指 導 、通 所 介護 、 通所 リハ ビ リテ ー シ ョン、短期 入 所 生

活 介護 、短期 入 所療 養 介護 、特 定施 設 入居 者 生活 介護 、福祉 用具 貸 与 、特 定福 祉 用具 販 売

(購 入 費 支 給)、 住 宅改 修費 補 助 、居 宅介 護 支援 の14種 類 が あ る。

施設 介護 サー ビス と して は、 常 時介護 が必 要 な要 介護 者 の 生活 の場 とな る介 護 老人 福祉

施 設 、家 庭復 帰 の た め の機 能 訓練 を 中心 と して 病院 と在 宅 との 中間施設 とな る介 護 老人 保

健 施設 、比 較 的長期 の療養 を必 要 とす る要 介護 者 が入 院す る介 護 療養 型 医療 施 設 の3種 類

が ある。 これ らの施 設 利 用 は要介 護 の人 を対 象 と して い るた め 、要支 援 者 は給 付 の対 象 と

な らない 。

2005年 の介護 保 険法 の改 正 に よっ て新 た に設 け られ た地 域密 着 型 介 護 サ ー ビス と して

は、夜 間対応 型 訪 問介 護 、認 知症 対 応 型通 所 介護 、 小規 模 多機 能 型居 宅 介護 、認 知症 対応

型 共 同生 活介 護 、 地域 密 着型 特 定施 設 入所 者 生活 介 護 、地 域密 着 型 老人 福祉 施 設入 所 者 生

活 介護 の6種 類 が あ る。 地域 密着 型 サ ー ビス は市町 村 が事 業 所 の指 定 ・監 督 を行 い 、指 定

を行 っ た 市 町村 の住 民 の み が利 用 可 能 で あ る。 なお 、認 知 症 対 応 型 共 同生 活 介 護 は2005
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年 の介 護保 険制 度 の改 正 に よ って居 宅 介護 サ ー ビスか ら地 域密 着 型介 護 サ ー ビスに移 行 し

たサ ー ビス だ が、他 のサ ー ビス と異 な り、要 介護1以 上 の認 定 を受 けた人 しか利 用 で き な

い。た だ し、地 域密 着 型 サ ー ビス に は、要 支援1・2の 人 が対 象 とな る地域 密着 型 介護 予防

サ ー ビス もあ り、 それ には介 護 予 防認 知症 対応 型 通 所 介護 、介護 予 防 小規 模 多機 能型 居 宅

介護 、介護 予 防認 知症 対応 型 共 同 生活 介護 の3種 類 が あ る。

現在 、 介護 保 険制 度 は制度 施行 後12年 が経過 した。 そ して 、サ ー ビスの利 用者 数 が施

行 当初 の約3倍 とな っ て400万 人 を超 え るな ど、高 齢者 の暮 らしを支 え る制度 と して定 着

して い る。 一方 、今 後 の急 速 な高齢 化 の進 行 に伴 い 、 医療 ニ ー ズの 高 い高齢 者 や 重度 の要

介護 者 の増加 、高齢 者 のみ の単 身世 帯 の増 加 へ の対 応 、介護 人材 の確 保 な どが課題 となっ

てい る。 こ うした こ とか ら、 これ らの諸 課 題 の解 決 に 向 け 、新 しい 介護 保 険制 度 が2012

年4月1日 か ら施行 され た。 今 回 の改 正 の趣 旨は、 高齢 者 が住 み 慣 れ た地 域 で安 心 して 暮

ら し続 け る こ とが で き る よ うな支援 と医療 、 介護 、 予 防 、住 ま い、 生活 支援 サ ー ビス を切

れ 目な く提供 す る こ とや 地域 包括 ケ ア システ ム の実 現 に 向 けた 取 り組 み を進 め るこ とで あ

る3)。 改 正 の要 点 は 、表4-1の 通 り6っ の柱 で構 成 され てい る。

表4-12012年 介 護 保 険改 正 の要 点

1.医 療 と介 護 の連 携 の強 化等

一24時 間対応 の定期 巡 回 ・随時 対応 型 サ ー ビス を創 設

一複 合 型 サ ー ビス を創 設

一介護 予 防 ・日常 生活 支援 総 合 事業 につ い て

2.介 護 人 材 の確 保 とサー ビス の質 の 向上

3.高 齢 者 の住 ま いの整 備 等

4.認 知症 対 策 の推 進

5.保 険者 に よ る主 体 的 な取組 の推進

6.保 険料 の上昇 の緩和

出所:「 第5期 介護保 険事業計 画の策定 に係 る全 国会議 」資 料 を も とに作 成 。

介護 保 険 の財源 は 、公 費 負 担(国 お よび地 方 自治 体)と 保 険 料 負担(事 業 主 負 担 を含 む)

と利 用 者 負 担 で賄 われ て い る。介 護 保 険制 度 の運 営 に必 要 な 総費 用 か ら1割 の利 用 者負 担
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を除 い た保 険給 付 費 は公 費 と保 険料 で 半分 ず つ分 担 す る。 公 費負 担 は居 宅 給付 費 と施 設 等

給 付費 で異 な り居 宅給 付 費 で は国 が公 費全 体 の2分1(保 険給 付費 の25%)、 都 道府 県 と市町

村 が それ ぞ れ4分 の1(保 険給 付 費 の12.5%)ず つ とな って い る。施 設 給付 費4)で は、国が公

費 全体 の20%、 都 道府 県17.5%、 市 町村12.5%で あ る。保 険料負 担 分 は 、第1号 被 保 険者 で

38%(保 険 給付 費 の19%)第2号 被 保 険者 で62%(保 険給 付 費 の31%)の 割 合 とな っ てい る。

第1号 被保 険者 の保 険 料 は全 国平均 で 月額4,160円(2009～2011年 度)で あ り、第2号 被 保

険 者 の保 険料 率 は加 入 す る健 康保 険 ご とに異 な る。

現行 の介護 保 険制 度 には在 日コ リア ン高齢者 も加 入す る こ とがで き 、保 険料 負担 と保 険

給 付 とい う関係 か ら被 保 険者 の権 利 と して介護 認 定 を受 け、介 護 サ ー ビス の提 供者 を選 択

す る こ とが で き る よ うにな った。 権 利 性 の 明示 と ともに認 定 、給 付 、介 護 報酬 等 の 面で新

た に介 護 サ ー ビス の標 準化 が行 われ 、利 用 者 は 自分 に合 った サー ビス を公 平 に受 け るこ と

がで き る よ うに なっ た ので あ る。 受 給 権 を得 る こ とに よって 、利 用者 の権利 行 使 と して の

積 極 的 な利 用 が期待 で き、利 用者 の範 囲 も大 き く広 が るで あ ろ う。 しか し、在 日コ リア ン

高 齢者 のニ ー ズ は複 雑 化 、多 様化 、深 刻化 し、 そ のニ ー ズ の充足 のた め には 高度 な専 門性

が求 め られ る と同時 に、 多職 種 の 専 門職 の協働 が必 要 に な って い る。 す なわ ち 、在 日コ リ

ア ン高齢 者 の民 族性 に配 慮 した利 用 者 本位 のサ ー ビス を提 供 す るた め に は、在 日コ リア ン

高 齢者 の医療 ・保健 ・福祉 にわ た る多 種 多様 な情 報 に も とつ か な けれ ば な らな い。 この課

題 に対 応 し うる可 能性 を もって い るのが介 護保 険事 業計 画 で あ る。 次節 で そ の概 要 と問題

点 を明 らか に し、 第3節 で そ の可 能性 を高 め るた めの 地域 で の取 り組 み につ い て具 体例 を

示 そ う。

第2節 介護保険事業計画の概要 と問題 点

介護 保 険制 度 は 、社 会福 祉 基礎 構 造 改革 の先駆 け と して位 置 づ け られ て い る。 そ の保 険

制 度 は 、医療 お よび福 祉 分野 にお け る公費 支 出の抑 制 、 サー ビス利 用 時の利 用 者 の応 益負

担 、 そ して 民 間活力 の導入 を基本 方 針 として い た。 ま た 、措 置制 度 は行 政 の決 定 で あ るの

に対 して、介 護 保 険制 度 は保 険料 を拠 出す る見返 り として保 険給 付 が行 わ れ る ので 、利 用

者 の権 利性 が確 保 され る と うた われ て い た。 しか し、 こ う した介護 保 険制度 に も権 利 性 の

問題 は 問わ れ てい る。 介護 保 険 制度 で は 高齢者 の介護 を社 会 全体 で支 えて い く社会 保 険 制
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度 として、保 険 料 を払 うとい う義務 と同時 に、保 険給付 を受 け る権利 が与 え られ て い る。

保 険制 度 が い う権利 性 とは 、保 険料 を支払 った人 には付 与 され る もの で あ るか らで あ る。

しか し、 在 日コ リア ン高齢 者 が 求 めて い る民 族性 に十分 配 慮 したサ ー ビス の環 境 は整 備 さ

れ て い ない。 介 護保 険 の整 備 だ けで は、す べ て の高 齢者 の介護 にか か わ るニー ズ を満 た す

こ とは 困難 で あ り、介 護 保 険制 度 を前 提 と した 介護 保 険事 業 計画 が必 要 とな る。本節 で は、

この介 護保 険事 業 計画 の概 要 を紹 介 し、 そ の基本 的 な 問題 点 を指 摘 しよ う。

介護 保 険事 業 計 画 とは、介 護保 険 にか かわ る保 険 給付 の 円滑 な実施 を図 るた めに 、介 護

保 険事 業 計 画基 本指 針 に即 して 市 町村 と都 道府 県 が定 め る計 画 で あ る。 介護 保 険制 度 が 制

定 され る以 前 に は、老 人福 祉 法 と老人保 健 法 に も とつ い て老 人福 祉 計 画 と老 人福 祉保 健 計

画 が都 道府 県 と市 町村 に よって制 定 され てい た。2000年 か らは介護 保 険 制度 が発 足 し、 さ

らに2005年 の老 人福 祉 法 の改 正 で介 護保 険 事 業計 画 と老人 福祉 計 画 を一 本化 して 作成 す

る こ とにな っ た。介 護 保 険料 の 算 定 の基礎 デ ー タ とな る介護 保 険 事 業計 画 と高 齢者 福 祉 の

基盤 整 備 の た めの 資料 で あ る老 人福 祉 計画 は非 常 に関連 が あ る計 画 で あ る。 さ らに 、市 町

村 の老 人 福祉 計 画 を総 合 し、都 道府 県 の 老人 福祉 計 画 が作 成 され る。 都 道府 県 老 人福 祉 計

画 で は 、都 道 府 県 が定 めた 区域 ご とに養 護 老 人 ホー ム と特別 養 護 老 人 ホー ム の入所 定員 総

数 そ の他 老 人福 祉 事業 の量 の 目標 を算 出 して い る。 そ して老 人福祉 施 設 相 互 の連携 のた め

の措置 な どの計 画 を策 定 してい る。

市 町村 の介 護 保 険 の運 営 は、3年 を1期 とす る運 営期 間 を設 定 し、 市町 村 は これ に あわ

せ て介 護保 険事 業 計画 を制定 す る もの として い る。 介護 保 険 事業 計 画 は、2012年4.月 現

在 、第5期 目に入 って い る。介 護保 険事 業計 画 に盛 り込 むべ き事項 と して は、市 町村 ご と

のサ ー ビス 量 の見 込み を確 保 す るた めの方 策 な どの5項 目が示 され てい る。介 護保 険事 業

計 画 は市 町村 老 人福 祉 計 画 と一 体 の もの と して 作成 され る ほか 、地域 福 祉 計画 な どの 関連

計 画 と調整 が とれ た もので な けれ ば な らない。 介 護保 険 事 業計 画 は 、第1号 被 保 険者 の保

険 料 の決 定 の基 礎 とな るな ど市 町村 の制度 運 営 の要 とな る もの で あ る5)。

盛 り込 む べ き5つ の 項 目を見 てみ よ う。 まず 第1の 項 目は 、市 町村 の住 民 が 日常 生活 を

営 ん で い る地域 の 地理 的 条件 、 人 口、 交通 事 情 そ の他 の社 会 的条 件 、介 護 給付 等 対象 サ ー

ビス を提 供 す るた め の施設 の整備 の状 況 と、 そ の他 の条 件 を総合 的 に勘 案 し、 区域 にお け

る各年 度 の認 知 症対 応 型 共 同生活 介 護 、地 域密 着 型 特 定施 設入 居 者 生活 介護 、地域 密 着型

介護 老 人福 祉 施 設 の入 所者 生 活介 護 に係 る必 要利 用 定員 総 数 、そ の他 の介護 給 付 等対 象 サ

67



一 ビス の種類 ご との量 の見込 み 並 び にそ の見 込 量 の確 保 の計 画 で あ る
。 この見 込 み 量 の考

え方 は、 自宅 で介 護 が 困難 な高齢 者数 を想 定す る もの で あ るた め、通 常 は要 介護4以 上 の

高 齢者 で あっ て、かっ 、自宅 で介護 を行 ってい る人 数 を基 礎 とす る こ とにな る。市 町村 は、

介護 事 業 計 画 を作成 す るた め には 、高 齢者 の従 来推 計人 口を集 計 す る。 もち ろ ん、 そ の地

域 に居 住 して い る外 国人 登録 した 高齢 者 の数 も含 め、男 女 別 ・年 齢 階層 別 に分 け算 出す る

こ とに な る。

第2の 項 目は 、各年 度 にお け る地 域 支援 事 業 に要 す る費 用 の額 並 び に地域 支 援 事業 の量

の見込 み 及 びそ の 見込 量 の確 保 の た めの方 策 を立て る こ とで あ る。

第3の 項 目は 、指 定居 宅 サー ビス の事 業 、指 定地 域密 着 型 サ ー ビス の事 業又 は指 定居 宅

介護 支 援 の 事業 を行 う者相 互 間 の連 携 の確 保 に関す る事 業 、 そ の他 の介 護 給付 等 対象 サ ー

ビス(介 護 給 付 に係 るも の に限 る)の 円滑 な提 供 を図 るた めの 事 業 に 関す る記 載 事 項 で あ る。

この項 目で は 、要介 護 者数 の推移 、介護 サー ビス の必要 者 数 の推 計 、提 供 事業 者 の供 給 力

の想 定 な ど 日常 生活 圏域6)、 市 町村 圏域 お よび 市 町村 か らの介護 サ ー ビスの提 供 につ いて

調 査す る こ とが重 要 に な る。 要介 護 認 定者 数 の算 出 のた め に は、高 齢者 の性別 ・年齢 別 の

人 口に別 途推 計 した認 定 率 を乗 じて、 要介 護 度別 ・男女 別 ・年 齢 別認 定者数 を算 出す る。

第4の 項 目は 、指 定介 護 予 防サ ー ビスの事 業 、指 定 地域密 着型 介護 予防 サ ー ビス の事 業

又 は指 定 介護 予 防支 援 の事業 を行 う者 相互 間の連 携 の確 保 に関す る事 業 、そ の他 の介護 給

付 等 対象 サー ビス(予 防給 付 に係 る もの に 限 る)の 円滑 な提 供 及 び 地域 支 援 事 業 の 円滑 な実

施 を図 るた め の事 業 に 関す る計 画 で あ る。 介護 予防 の 実施 を前提 とした要介 護 認 定者 数 を

算 出す る作 業 で、介 護 予 防事 業及 び介護 給 付 の 実施 効果 を反 映 させ た要 介護 認 定数 を推 計

す る。 さ らに 、介護 予 防 の実 施 を前 提 として 計算 され た要 介護 認 定者 数 の うち の要介 護2

～5の 要介 護認 定者 数 に対 す る介 護保 険3施 設 及 び介 護 専 用 の居住 系サ ー ビス7)の 利用 者

割 合 を37%以 下 にす る こ とを参 酌標 準 と して 、地域 の実情 に応 じて 定 め る作業 を行 う。 し

か し、参 酌標 準 は、規 制 ・制 度 改革 に係 る対 処方 針 にお いて2010年6月 の閣議 決 定 に よ

って廃 止 され た。

最後 に、第5の 項 目は、 そ の他 介 護 保 険事 業 に係 る保 険給 付 の 円滑 な実施 を 図 るた め に

市 町村 が必 要 と認 め る計 画 を作成 す る こ とで あ る。 これ らの 作業 に よって施 設 ・居 宅系 サ

ー ビス の利 用数 の 見込 み を把 握す るこ とに な る
。 た だ し、施設 サ ー ビス につ い ての 見込 み

量 は 、 自宅 で可 能 な 限 り生活 継続 させ るた め必 要量 を超 え るサー ビス量 を想 定 しな い のが
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原 則 で あ る。居 宅 サ ー ビス の見 込 み量 は、要 介護 者 数 の推 移 と介 護 サ ー ビスの必 要 の推 計 、

供 給業 者 の供 給 力 を想 定 し、他 市 町村 か らの介護 サ ー ビスの 協力 ま で 実際 に調 査 し見込 み

作 業 を行 って い る。 こ う した計 画 の策 定 は市 町村 のな か で運 営協 議会 を設 置 し、 常 に公 開

で行 われ 住 民 か らの意 見 を 随時 受 け付 て い る。 なお 、 前述 した5つ の項 目が反 映 され た、

介護 保 険 事 業計 画 の概 要 は表4-2の とお りで あ る。

表4-2介 護 保 険事 業計 画概 要(第5期)

本編

第1部

第2部

第3部

第5期 計 画 に 向け た基本 的 な考 え

第1章 計画 策 定 の背 景 と 目的

計 画策 定 の趣 旨1計 画 の位 置 づ け1計 画 の期 間1計 画づ く りの体 制

第2章 基 本 的 な考 え方

基 本理 念12015年 の従 来 像 と地 域 ケ ア の推 進1介 護 の街 づ く り地域 シ

ステ ム構想

介護 保 険事 業 の現 状 と2015年 に 向 けて の課題

第1章 介 護 サ ー ビス の現 状 と課 題

在 宅 ・施 設 ・サ ー ビス にお け る現 状 と課 題1介 護 運 営 事 業 の適 正化 等

をめ ぐる現状 と課題

第2章 介護 予 防 事業 の現状 と課題1介 護 予 防 事業 の評価1介 護 予 防 事業 の課 題

な ど

第3章 日常生活 圏域 と介 護 の ま ちづ く りの 現状 と課 題

日常 生活 圏域 にお け る地域 ケ ア シス テ ムの 現 状 と課 題1認 知 症 ケ ア の

現 状 と課題1高 齢 者 虐 待 防止 ・人権 擁護 取 り組 み の現状 と課題 な ど

施 策 の展 開

第1章 介 護 サ ー ビス の 見込 み 量 と保 険料

第1号 被 保 険 者 と要介 護者 数12015年 ま で の整備 目標1サ ー ビス の 見

込 み量1地 域 支 援事 業 の 見込 み 量1市 町村 の特別 給 付 な ど

第2章 見込 み 量確 保 の た めの方 策

認 知症 ケア 体制 の充実1地 域 密 着型 サ ー ビスへ の多 様 な事 業所 の参入
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資料編

1施設サー ビスの充実 など

第3章 介護保険制度の円滑運営 のために

低所得者への配慮1介護従事者の確保 と育成

第4章 施策 の総合的推進等

地域資源の活用 と連携 ・計画 の推進管理 と評価な ど

検討体制、検討経緯、用語集

出 所:社 会 福 祉 士 養 成 講 座(2010)、156頁 の 資 料 を も と に 作 成 。

以 上で概 要 を紹介 した 介護 保 険事 業 計画 に、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 ニー ズ を反 映 さ

せ るた め には ど うす れ ば よいの で あ ろ うか。在 日コ リア ン高齢 者 の場 合 も居 住 して い る市

町村 で要 介護 認 定 を受 け る と 日本 人 と同様 に要介 護 者数 に合 算 され て計 算 され る。しか し、

在 日コ リア ン高 齢者 は ほぼ 日本 各 地で 居住 して お り、そ の密 集 地 の居 住人 口が3万 人(2008

年)を 超 え る地 域 も6つ(大 阪、兵庫 、京都 、愛 知 、神 奈川 、東京)あ る。そ の 固有 のニ ー ズ

を 日本 の高齢 者 一般 のニ ー ズの 中に解 消 して しま うの は不 当で あ ろ う。 介護 保 険 制度 の理

念 で は 、高齢 者 が 安心 して暮 ら し続 け る こ とが で き る地域 社 会 を 目指 して い る。 市 町村 も

人 口の変 化 、要 介護 者 の増加 な どに よ る地 域福 祉 のニ ー ズの 変化 を的確 に反 映 した 老人福

祉 ・介 護 事 業計 画 を作 成 す る必 要 が あ る。 日常 生活 圏域 に住 ん でい る外 国 人高 齢者 のニ ー

ズ も反 映 され 、介護 サ ー ビス を受 け る権利 が保 障 され な けれ ば な らな い。 そ の権利 が保 障

され る た めに は、 そ の地域 に住 ん でい る住 民 で あ る外 国人 高 齢者 の介護 ニー ズ の把握 が 当

然 な され るべ きで あ る。

た とえ ば、京 都府 の場 合 、在 日コ リア ンは3万3,027人 が居住 して い るが 、在 日コ リア

ンの 高齢 化 率約17%(2008年)で 計算 す る と約5,614人 の65歳 以上 の高齢 者 が存 在 す る。

さ らに、日本 の要介 護 者 の認 定者 率(約20%)か ら計 算 す る と1,122人 の 要介護 者 が介護 サ

ー ビス を受 け る こ とに な る。介 護保 険3施 設 及 び介 護 専用 の居住 系 サ ー ビス の利 用 の た め

に施設 を整 備 す る こ とにな る と、 前述 の よ うに要介 護者(要 介 護2～ 要 介護5)標 準 割 合 を

37%以 下 に して 推計 してい るの で約415人 が利 用 す る介 護 老 人福 祉 施 設 及 び介 護 専 用 の

居 住 系サ ー ビスの整 備 事 業 を行 うべ きで あ る。 現在 、 日本 にお いて は在 日コ リア ン高齢 者

向 けの介護 サー ビス を提供 して い る事 業所 は152カ 所 が整 備 され てい る(趙 、2011)8)。 し

か し、 この152カ 所 の うちに は入 所 可 能 な介護 老人 福祉 施 設 以外 に も在 宅 サー ビス 事業 所
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で ある訪 問介 護 、訪 問看護 、訪 問入 浴 、訪 問 リハ ビ リテー シ ョン、 通所 介護 サ ー ビス事 業

所 な ども含 まれ て い る。 した が って在 日コ リア ン高 齢者 が入 所 で き る介 護 老 人福 祉 施設 は

152カ 所 以 下で しか な く、十 分 に整 備 され て い ない とい うのが 現状 で あ る。

外 国人 登録 法 に よ り管 理 され て き た在 日コ リア ン高齢 者 は、介 護 サー ビス を受 ける ため

には 、まず 、健 康 保 険へ の加 入 が 必要 で あ る。特別 永 住 資格 や 永住 資 格 が あ る人 を は じめ、

在 留期 間が1年 以上 あ る人 、ま た は生活 実 態 な どか ら1年 以 上滞 在 す る こ とが認 め られ る

人 は、介 護 保 険 に加入 で き る こ とにな ってい る(趙 、2011)。 在 日コ リア ン高齢 者 の高齢 化

率 も高 くな り介 護保 険 を利 用 して い る傾 向 は増 え てい るが、介 護 福祉 施 設 の数 は非 常 に少

ない。 さ らに 、施設 の ほ とん どは特 定 地域 に限 定 され てお り、高 齢者 が施設 入 所 とな る と

今 ま で住 み慣 れ た 地域 とは離 れ て しま うこ ともあ る。 そ の原 因 と して 、在 日コ リア ン高齢

者 の ニー ズ を反 映 しない ま ま計 画 され た市 町 村 の介護 保 険事 業計 画 の 問題 と、外 国人 の管

理 と統 制 を 目的 として きた外 国 人登 録 制度 の問題 が存在 して い る。

介護 保 険制 度 は 地域保 険 で あ り、市 町村 が保 険者 と して制度 を実施 してい る。市 町村 は、

地 域住 民 の介 護 ニ ー ズ の実態 につ い ての調 査 を行 い、 そ の結 果 を介護 保 険 の事 業 に反 映 す

る仕組 み で あ る。 しか し、在 日コ リア ンは、 地域 の住 民 と して認 知 され て い ない た め住 民

台 帳 に記 載 され て な い ので あ る。 こ う した 問題 よって 市 町村 が実 施 してい る行 政 に必 要 な

調 査対 象 者 に も な りに くく行 政施 策 の対象 者 と して認 識 され て いな か った。

この 問題 こそ介護 保 険 事業 計 画 の基 本 的 問題 点 であ り、 この 問題 を解 決す る手段 の一 つ

と して ここで は外 国人 住 民 にか か わ る住 民基 本 台帳 制度9)に 注 目 した い。2012年7月 か ら

実 施 され る外 国人住 民 台 帳制 度 に よって在 日コ リア ン高齢者 の基礎 的 な介 護 ニ ー ズ把握 の

可 能性 が高 くな る と思 われ る。市 町村 が基礎 的 行政 サ ー ビス を提 供 す るた めの基 盤 と して 、

外 国人 住 民 の居 住 関係 を把 握 す る制 度 の必 要性 か ら制 定 され た のが外 国人 台帳 制度 で あ る。

規 制 改革 推進 のた め の3力 年 計 画(2008年3.月25日 閣議 決 定)に お いて 、現行 の外 国人 登

録 制度 を見 直 し、 市町 村 が外 国 人 につ い て も住 民 と して正確 な情 報 を保 有 す る こ とで、 そ

の居住 関係 を把 握す る法 的根 拠 を整備 してい く こ とが決 め られ てい る。 そ こで 、総 務 省 と

法 務省 が共 同事 務 局 となっ て外 国人 台 帳制 度 に関す る懇 談 会 を 開催 し、住 民行 政 の基 礎 と

す るた めの適 法 な在 留 外 国人 の台 帳制 度 の設 計 に 向 けた検討 が進 め られ て き た。 日本 に住

む 外 国人 の数 は増加 す る こ とが 見込 まれ る。 こ うした状 況 を踏 ま え る と、在 留 外 国人 に対

して 、各 種行 政 サ ー ビスの提 供 を適 切 に行 って い く基盤 整備 が必 要 で あ る と ともに 、行 政
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サ ー ビス にか かわ る各 種 の事 務 手続 の簡素 化 を進 め、外 国人 の 申請 ・届 出な どの負 担 軽減

を図 る こ とで 、生活 しや す い環境 を整備 して い く必 要 が あ る。 また 、 これ と併 せ て 、 国及

び 地方 公 共 団体 にお いて も、 当該 在 留 外 国人 の情 報 を正 確 に保 有 す る こ とで 、行 政事 務 の

合 理化 及 び適 正 化 に資 す るこ とが 目指 され てい た1°)。

か つて 、外 国人 登録 制 度 は、外 国人 の登 録 を実施 す るこ とに よって 、外 国人 の居 住 関係

及 び身 分 関係 を明確 な ら しめ、 もって 在留 外 国 人 の公正 な管 理 に資す る こ とを 目的 と して

いた。 しか し、外 国人 本 人 に よ る 申請 を義 務 付 け てお り、市 町村 長 に よ る職 権 修 正 な どは

認 め られ て い ない た め、外 国人 登録 制 度 に も とつ く外 国 人登 録原 票 に記 載 され てい る情 報

が実態 と乖 離 して い て も、修 正す るこ とがで きない ケ ー スが あ った。 市 町村 にお い て は、

各 種行 政 サ ー ビス を提 供 す るた め に、 事 実上 外 国人 登録 制 度 に も とつ く外 国人登 録 原票 を

そ の名 簿 として活 用す るた め、 各種 行 政事 務 の 処理 上 、 問題 が数 多 く起 きて き た11)。

現在 、 外 国人 住 民 に関 す る情報 は 出入 国管 理 法及 び外 国人登 録 法 に よ り法務 省 と市 町村

で二 元的 に把 握 してい るが 、法務 省 との情 報 の連 携 が十 分 に行 われ て い ない た め、 た とえ

ば、外 国人住 民の 出国情 報 につ い て郵 送 で送 られ タイ ム ラ グが生 じた り、在 留資 格 の 変更 ・

在 留期 間の 更新 とい った 情報 につ いて も、外 国人 住 民 が改 めて市 町村 に変 更登 録 申請 しな

い場合 に は、 当該外 国人住 民 の居 住 す る市町 村 にお い て把握 す る こ とがで き な い とい った

問題 が あ った。 実 際 に、外 国人 が完 全 に引 き上 げ帰 国す る場合 、居住 して い た 自治体 にそ

の情報 が届 くの は約3カ.月 以上 か か る よ うで あ る。 さらに、 外 国人 が 死亡 した場 合 、居 住

地 の 市町 村 以外 で 死 亡 の届 出が あ って も、そ の情 報 が居 住 地 の市 町村 に提供 され ず 、登録

原 票 を 閉鎖 で き ない こ とが あ った。

こ うした 問題 の解 消 の た め には 、市 町村 が 基礎 的 行政 サ ー ビス を提 供 す るた めの基 盤 と

して の外 国 人住 民 の居 住 関係 を把 握 す る制 度 が必 要 で あ る とい う視 点 か ら、住 民 基本 台 帳

制 度 を参 考 に外 国 人住 民 に かか わ る台 帳制 度 が設 計 され てい る。 従 来外 国 人住 民 に つい て

は、各 種 行 政事 務 に 関す る住 所 の変 更 等 につ い て別 々 の届 出が必 要 と され て い たが 、 国民

健 康保 険 や介 護 保 険や 国民年 金 な どの外 国人 住 民 にか か わ る各種 行 政事 務 に 関す る手続 の

共 通化 が実施 され ね ば な らない の で あ る。

2012年7 .月実 施 が 予定 され てい る新 外 国人 住 民 に係 る台帳 制度 のイ メー ジ は図4-3の と

お りで あ る。
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図4-3外 国人住 民 に係 る住 民基 本 台 帳制 度 のイ メー ジ

B市 町村 C市 町村

(外 国人 住 民 窓 口)

国民健 康保 険
〉

介護 保 険

国民年 金

児 童手 当な ど

(外国人住民に係る台帳を各

種行政サービスへ活用)

(台帳)

個人 単位 とす る外 国人く

住 民 票(氏 名 、 生 年 月

日、性 別 、 国籍 、在 留

資格 、在 留 期 間 、住 所

等 を記載 、世 帯 の編 成)

//＼
癖 出届 外国人 転入届/

(特別永住者等)

出所:「 外 国人 台 帳制 度 に 関す る懇 談会 報 告 書 」資 料 を も とに 作成 。

外 国人 登録 制 度 は 、現在 まで外 国人 の管 理 と統制 を 目的 として きた。 そ の根 底 に は、 外

国人 を住 民 と して認 め ない扱 い を して い る鎖 国 的 な政策 が存在 して い た。 そ の結果 、在 日

コ リア ン高齢 者 を住 民 と して認 め ない とい う市 町村 の福 祉 政 策 が生 み 出 され て きた ので あ

る。施 設利 用 の 目的 で 関東 か ら関 西 に転入 せ ざ るを得 な か った在 日コ リア ン高齢 者 は 、 な

ぜ 近 隣地 域 で は施設 の環境 が整備 され て い ない の か とい う疑 問 を もた ざる を得 な いだ ろ う。

日本 にお い て は、他 民 族 高齢 者 専用 の介護 福祉 施 設 を設 立す る こ とは、逆 差別 だ と言 われ

た時期 がか っ て あっ た。確 か に誰 に も公平 な介護 保 険制 度 を 目指 して い る政策 の方針 下 で

は形式 的 には認 め られ 難 い が、介 護 保 険料 を払 い続 けて い る第1号 被保 険者 で あ る在 日コ

リア ン高齢 者 は増 えてお り、民族 性 に配慮 した利 用者 本 位 の サー ビスへ の ニー ズは 高 まっ

てい る ので あ る。 実質 的 な公 平性 こそ が実 現 され な けれ ば な らない と思 わ れ る。

第3節 介護保険事業計画の可能性

本節 で は、大 阪 市生 野 区地 域 に お け るア ク シ ョンプ ランの 取 り組 み に焦 点 を合 わせ 、在

日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題 の解 決 に積 極 的 に貢 献 して い る地域 活動 を紹介 し、介 護 保 険

事 業計 画 の 可能 性 を探 究 したい。 なぜ な らば、 地域 性 を持 っ 介護 保 険 事業 計 画 は法 制度 や
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行 政 だ け に よって 実現 され るわ けで はな く、 地域 住 民や 社 会福 祉 協議 会 な ど諸 団体 の さま

ざま な活 動 を取 り入 れ 、密 接 な公 民連 携 に よ って定 め られ なけれ ば な らない か らで あ る。

さ らに、介護 保 険 事業 計 画 は、老人 福 祉 法第20条 の8の 第1項 に規 定 す る市 町村 老 人福 祉

計 画 と一 体 の もの と して 作成 され な けれ ば な らず 、12)ま た、社 会 福祉 法第107条 に規 定す

る市 町村 の 地域 福祉 計 画 や その他 の要 介護 等 の保 険 、 医療 、福 祉 に関す る事項 を定 め る も

の と調 和 が保 たれ た もので な けれ ば な らない13)か らで あ る。

大 阪市 生 野 区は 、大 阪 市 の東 南部 に位 置 し、 異 なっ た文 化 的背 景 を持 つ 多数 の人 々 が定

住 す る地 域 と して知 られ て い る。 生野 区は、 人 口13万2,214人(2012年)で 減少 傾 向 に あ

るが 、世 帯数 に大 きな変 動 は ない 地域 で あ る。 しか し、人 口密 度 は極 めて 高 く、大 阪市 内

有 数 の過密 区 となっ てい る。 さらに、 外 国人 登録 者 数 は 国 内第1位 で 、 区民 の4人 に1人

は外 国籍 住 民 でそ の高 齢者 率 は26.6%と な って い る。 区内 の産 業 は、個 人 経 営 の商店 ・工

場 が 多い の が特 徴 で あ るが 、 なか で も金属 加 工 ・ゴム製 品関係 の製 造業 が 多 く、典 型 的 な

中小企 業 の 町 で あ る。 も とも と古代 か らこの地 は、 渡来 人 が 多数 居住 して い た地域 と言 わ

れ て お り、1910年 の 日韓 併 合 以 降、1923年 に済 州 島 と大 阪 をっ な ぐ直行 便 「君 が代 丸 」の

就 航 を き っか け に、多 くの コ リア ンが 日本 へ 渡航 し、 当 時工 業化 しつつ あっ た猪飼 野周 辺

に集 ま って き た。 こ うして朝 鮮 市場 が 誕生 し、 商店 街(コ リア タ ウン)を 中心 に 日本 最 大 の

在 日コ リア ンの集住 地 が形成 され た ので あ る14)。

2000年 、社 会 福祉 の基 本 的な 考 え方 を変 えた社 会福 祉 基礎 構 造 改革 が実施 され る こ とに

な った。この改 革 は 、利 用者 本 位 の社 会 福祉 制 度 の確 立 と地 域福 祉 の推 進 を柱 と して いた。

この 改革 に よって 関係 法律 が改 正 され 、市 町 村 が地 域福 祉 を推 進 す るた めの地 域福 祉 計 画

を策 定す る こ とが社 会 福祉 法 にお いて も規 定 され た。大 阪市 で は2004年 、大 阪 市地 域福 祉

計 画 を策 定 し、 同時期 に大 阪市社 会 福祉 協 議 会 も大 阪 市地 域福 祉 活動 計 画 を策 定 した。 こ

の二 つ の計 画 を根拠 に地域 住 民 の よ り身近 な生活 圏 で の福祉 を推 進す るた め、 生野 区 と生

野 区社 会福 祉 協 議会 の公 民協 働 に よって 、2006年3月 、生野 区ア ク シ ョン プ ラ ンが制 定 さ

れ た。 こ うした動 きは、 地域 住 民 に よ る コ ミュニテ ィ ・オー ガ ニゼ ー シ ョンの基盤 か ら発

展 して きた もので あ り、生 野 区ア ク シ ョンプ ラ ンは社 会福 祉 政策 的位 置 づ けだ けで は な く、

地 域住 民 参加 の一環 と して も とらえ る こ とが で き る。

生野 区ア ク シ ョンプ ラ ンの基本 的 な考 え方 は 、生 野 区 に住 む住 民 が 中心 とな って 、 関係

機 関 と協働 しなが ら生 野 区 での く ら しを考 え、人 権 の尊 重 、住 民 主 体 、公 民協 働 、利 用者
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本位 、安 心 と安 全 、「社 会 的孤 立 や排 除 をお こ させ ない ま ちづ く り」を推 進 して い く ところ

に ある。 特 に 、高齢 者 、 こ ども、女 性 、 障害者 、在 日コ リア ン ・外 国籍 住 民 、 ホー ム レス

な どが地 域社 会 で 自立 で き る ま ちづ く りを 目指 して い る。 ア クシ ョンプ ラ ンの策 定過 程 で

は、地 域 で 自分 らし く安 心 して暮 らせ る よ うに、地 域 に 関わ るす べ て の人 々 が、 地域 の課

題 を共 有 し、そ れ ぞれ のカ を有効 に 出 し合 うこ とが重視 され た。 そ こで、 プ ラ ン策 定 を進

め るた めの組 織 を設 置 し、住 民 の意 見 を最 大 限 に反 映 し、 よ りよい 地域 づ く りを住 民主 体

で進 め てい け る よ うなプ ラン制 定 に 向 けて、 地域 に関 わ る幅 広 い住 民 の参 画 を得 る こ とに

な った。

こ うして プ ラ ンの策 定 の た めに 、市 民 、学識 経 験者 、地 域 の さま ざまな活 動 主 体 を代 表

す る人 々 に よって 、生 野 区地 域福 祉 ア クシ ョンプ ラ ン策 定 委員 会 が設 置 され た。 さ らに、

策 定委 員 会 で は作 業部 会 を設 置 し、プ ラ ンの策 定 に関す る事 項 につ い て協議 し、 取 りま と

め をお こな う作 業 を続 けた。 す な わ ち、 プ ラ ン策 定 を効 果 的 に進 めて い くた め、策 定委員

と当事 者 ・専 門家 ・地 域 代表 ・大 学院 生 な どの 共 同研 究者 に よって 作業 部 会 を設 置 した の

で ある。 高齢 者 部会 、 こ ども部 会 、障 害者 部 会 、女 性部 会 、在 日韓 国朝 鮮 人 ・外 国籍 住 民

部 会 で あ る。 作 業 部会 では 、地域 にお け る地 域福 祉 の課 題 の 分析 と整 理 を行 うこ とを 目的

と して いた。

こ こで は、5つ の部 会 の 中で在 日コ リア ン高齢 者 とか かわ る議 論 が な され た高齢 者 部 会

と在 日韓 国 朝鮮 人 ・外 国籍 住 民 部会 の活動 を 中心 に紹介 しよ う。 高齢 者 部 会 で は、 地域 で

高 齢者 の経 験や 知識 を活 用 した短 時 間で も可 能 な仕 事や ボ ラ ンテ ィア活 動 の メ ニ ュー 開発

と、住 民 の 交流 が少 な くな って きた生 野 区 にお いて 、 交流 や助 け あい活 動 を高 齢者 が 中核

とな っ て担 う計 画 が検 討 され た。 また 、少 子 高齢 化 の現 状 の 中で、 高齢 者 が そ の知識 や 経

験 を生 か して こ ども との交流 をす す めた り、伝 統行 事や 地域 の歴 史 を こ どもに伝 えた りす

る活動 を、こ ども と高齢 者 のそ れ ぞれ に有用 な活動 と して位 置 づ け、推 進 をは か って い た。

そ の ア ク シ ョンプ ラン では 、小 地域 お 助 け隊(ボ ランテ ィア)活 動 を展 開す る こ と、既 存 の

地 域施 設 を生 か し気 軽 に交流 が で き る場所 をつ くる こ と、空 き家 や 空 き店舗 の活 用 に よ る

近 所 の立 ち寄 りスペ ー スの確 保 に よ り世帯 交 流 を広 げ る こ と、悪 徳 商法 や詐 欺 被 害 の情 報

を住 民 同士 で共 有す る こ と、行 政 と連 携 し災 害 時等 の要 介護 高齢 者安 否 確認 シ ステ ム を検

討 す る こ と、要 介護 高 齢者 や 障 害者 等 を含 めた合 同避 難 訓練 を実 施 す る こ と、在 日コ リア

ン高齢 者 の 生活 支援 を はか る こ とな どで あ った。
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この在 日コ リア ン高 齢者 の生活 支 援 につ い て 、 ア クシ ョンプ ラ ンの共 同研 究 者 らは、 生

野 区の在 日コ リア ン高 齢者 の現状 を次 の よ うに と らえて いた。 年 金 の ない 高齢 者 が 多 く生

活 が 苦 しい こ と、年 金 が な いた め介 護保 険料 を払 えな い こ と、読 み 書 きが で き ない人 が 多

く介護 情 報 を得 るの に 困っ てい る こ と、彼 らが公 的 に集 ま る と ころが ほ とん どない こ と、

町内会 役 員 に在 日コ リア ン高 齢者 が あま り入 ってい な い た め意見 や希 望 が あ が りに くい こ

とな どが指 摘 され た。 こ うした現 状 を解 決 す るた めの ア ク シ ョン と して は、給付 金 制 度15)

の周知 を はか る こ と、各種 情 報 の提 供 を含 めた支 援 を可能 にす る地域 のネ ッ トワー ク を構

築 す る こ と、在 日コ リア ン高 齢者 が安 心 して集 え るサ ロン をつ くる こ と、 地域 の社 会 福祉

協 議会 や 町 内会 な どに在 日コ リア ン高 齢者 も積 極 的 に参 画 す る こ と、 民族 団体 とつ なが り

の ある高 齢者 か らさま ざま な情報 を得 て活 用 す るこ とな どを提 案 した ので あ る。

ま た、生 野 区 ア クシ ョンプ ラ ンにお け る在 日韓 国朝鮮 人 ・外 国籍 住 民部 会 の取 り組 み は、

全 国 的 に も初 めて の ここ ろみ と して評 価 され た。 在 日コ リア ン住 民 を と りま く様 々 な課題

を地域 福祉 の課 題 と して 取 り上 げ 、課題 の解 決 に 向 けて 日本 人 と在 日コ リア ン住 民 が議 論

を重 ね て きた。 地域 住 民 と して ふれ あい 、互 い に理解 を深 め、 ともに 問題 を解 決 してい く

こ とは 、在 日コ リア ン住 民 にか か わ る問題 に限 らず 、す べ て の外 国籍 住 民 との共 生 のた め

のま ちづ く りへ と向 か う出発 点 とな って いた の で あ る。 在 日韓 国朝鮮 人 ・外 国籍住 民部 会

では 、在 日コ リア ン住 民 の多 くが 民族 的 出 自を隠 し、 コ リア ン と して生 ま れ た こ とをマ イ

ナ ス と考 え暮 ら して い る現状 を歴 史的 経緯 と関係 が あ る と とらえた。 さ らに 、在 日コ リア

ン住 民 の法 的地 位 をめ ぐる問題や 歴 史 に対す る 日本 人 の 無 関心 と無 理解 が、在 日コ リア ン

住 民 を傷 つ け て しま い、 問題 を よ り複 雑 に して い る側 面 が あ る と指摘 した。 部 会 は 、 こ う

した課 題 の 背景 や 取 り組 み を議論 し、 家族 の こ とや 自身 の被 差別 体験 、身 近 に住 む 高齢者

の状況 な どにつ い て の課題 を挙 げ てい た。その 課題 の 中で在 日コ リア ン高齢 者 だ け でな く、

こ ども、障 害者 とい った他 の部 会 で取 り上 げ る幅広 い課 題 も次 々 と議 論 され 、戦 前 か ら来

日を余 儀 な く され 苦難 の時代 を生 き抜 い て きた在 日コ リア ン高齢 者 の 問題 を緊 急課 題 と し

て位 置 づ け取 り組 み を進 め た。 そ の在 日コ リア ン高 齢者 を め ぐる問題 と して 前述 の高齢 者

部 会 と同様 に 、大 阪市 内で も独居 の高 齢者 が 多 く、 在 日高齢 者 は情報 伝 達 か らの疎 外 と、

権利 を享 受 で き る とい う認 識 の欠 如 か ら福 祉 サ ー ビス のみ な らず 介護 サー ビス か ら排 除 さ

れ て い る現 状 が あ る と指 摘 され た16)。 また 、制 度上 の差別 や 不備 に よ る在 日コ リア ン高 齢

者 を支 援 す る地 域 ネ ッ トワー クの不 備 や人 材確 保 の問題 、無年 金 者 に対 す る支 援 の 問題 、
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介護 施 設 の整 備 の 問題 が 挙 げ られ てい た。

情報 伝 達 ネ ッ トワー クか らの疎外 の問題 を取 り上 げ た理 由 と して は 、在 日コ リア ン高 齢

者 の 中 に は情報 を得 る こ とがで きず 地 域 のネ ッ トワー クや福 祉 サー ビス か ら疎 外 され て し

まい 、疎 外 され て い るか らまた 情報 が 伝 わ らな い とい っ た悪循 環 の 中に巻 き込 まれ て しま

うケ ー スが あ った か らで あ る。 そ の原 因 と して指 摘 され たの は 、外 国籍 住 民 は民 生委 員 ・

児 童委 員 になれ ない こ と、行 政 に外 国語 で対応 す る態勢 がで き てい な い こ と、地域 で孤 立

し相談 で き る人 が い ない こ とで あ る。 この よ うな 問題 の解 決 方策 として は、外 国籍 住 民 の

問題 に 明 るい人 を民生 委員 ・児童 委 員 に起 用 す るこ とと、外 国籍 住 民 に対応 す るた め総合

相 談 窓 口を設 置 す る こ とが提 案 され た 。 さ らに、複 数言 語 に よって対 応 で き る行 政職 員 の

配 置 が求 め られ た。 また 、在 日コ リア ン高齢者 を支 援す る地 域ネ ッ トワー クの不備 を解 決

す るた め に、地 域 のネ ッ トワー クづ く りにお け る在 日コ リア ンの人材 活 用 や 参加 を促 進 し、

在 日コ リア ンー 世 の文 化 的 ・経 済 的背 景 を理解 し、彼 らが安 心 して 生活 で き る よ うにネ ッ

トワー ク に組 み 込 む試 み を早 急 に 開始 す るこ とが提 案 され た。 そ こで在 日韓 国朝 鮮 人 ・外

国籍住 民 部 会 はネ ッ トワー ク面 を強調 し、区役 所 ・社 会福 祉 協議 会 に総合 相 談 窓 口を設 け、

高 齢者 問題 のネ ッ トワー クを整備 し、 人材 確保 を担 当す る部 署 を作 り各 コ ミュ ニテ ィの社

会 資源 を活 用す る と ともに 、何 よ りも行政 面 で の機 能 の 充実 をはか ってい く必 要性 が あ る

と認 識 され た ので ある。 具体 的 には 、社会 福祉 協議 会 の相 談 セ ン ター に在 日コ リア ンのス

タ ッフ 、韓 国 ・朝鮮 語 ので き るス タ ッフを増 強 し、 区役 所 に在 日コ リア ンの総 合相 談セ ン

ター を設 置 す る こ と と、相 談 だ けで な く問題解 決 の手法 を持 つ部 署 と して の機 能 を高 め る

こ とが期 待 され た。こ うした相 談や 問題解 決 のた め の体制 を整 備 し連携 を生 かす た め に は、

各 小学 校 区の 町会や 班 単位 で韓 国 ・朝 鮮語 ので き る人材 を確 保 し、 区役 所 や社 会福 祉 協議

会 だ け でな く身 近 な とこ ろに相 談 窓 口を常設 す るこ とが求 め られ た ので あ る。

無年 金者 に対 す る支 援 の取 り組 み と して は、在 日高齢 者 の無 年 金 に対 す る大 阪 市 の支援

と して 、月 に1万 円が支 給 され て い るが 、生 活 を支 え るに は決 して 充分 な額 で はな く、国

と して の救 済措 置 と同時 に大 阪 市独 自の救 済 措置 の充 実 が必 要 で あ る こ とが提 案 され た。

さ らに 、介護 施 設 の整備 の 問題 と して は 、在 日コ リア ン高齢 者 の文化 ・習慣 な どを配 慮 し

た介護 施 設 が きわ め て少 な い こ とが指 摘 され た。

最後 に、在 日韓 国朝鮮 人 ・外 国籍 住 民部 会 で は 区役 所 ・民 間 団体 ・各 コ ミュニ テ ィ の連

携 を強 め る こ とが 主 張 され た。在 日コ リア ン高齢 者 の 生活 を支援 す るた め には 、 ま ちつ く
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りの一 環 として 区役 所 や社 会 福祉 協 議 会や 民 間組 織 、 そ して 地域 の各 コ ミュニテ ィが連携

し協働 し、 問題 解決 に 向け て取 り組 む こ とが 必 要で あ る。 そ れぞ れ の特 色 と可 能性 を生 か

し、連 携 を強 め る こ とで在 日高齢 者 が抱 え る問題 が察知 で き、 その 問題 を受 け止 め解 決 を

はか っ てい く体 制 づ く りを推 進 す るこ とに よ って、 在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題 の解決

に も繋 が る と期 待 され る。

本節 で は、大 阪 市生 野 区 にお ける ア クシ ョンプ ラ ンの仕組 み につ い て紹介 を行 っ た。在

日コ リア ンは 、戦後 日本社 会 にお いて 市 町村 の福 祉 政策 か ら取 り残 され て きた。 生 野 区 の

ア クシ ョンプ ラ ンで は、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題 に対 し、社会 保 障 の不 備や 無 年 金

者 の 問題 にか かわ る制 度 的背 景 を整 理 し、 問題 の所 在 を 明 らか に した上 で 、生 活 基盤 と し

ての地 域性 に着 目した。 さ らに、在 日コ リア ンを住 民 と して 明確 に位 置 づ け 、そ の 地域 の

問題 の解 決 に 向 けて連 携 し協 働す る関係 を築 き上 げて き たの で あ る。 この よ うな試 み は、

在 日コ リア ン高 齢者 の介護 問題 の解 決 に向 けて公 民 連携 に よっ てつ く り上 げ る介護 保 険 事

業 計画 の可 能性 を高 め る こ とが期 待 され る。

本 章で は、在 日コ リア ン高 齢者 の介護 問題 の解 決 に 向 けて介 護 保 険制 度 の仕 組 み と介護

保 険事 業 計 画 の問題 点 と可能 性 に つい て の検討 を行 った。

まず 、 介護 保 険制 度 の仕 組 み につ い て概 観 し、外 国人 で あ る在 日コ リア ン高 齢者 も加入

す る権 利 が あ る制度 と して位 置 づ け られ てい る介 護保 険制 度 の仕 組 み を紹介 した。 次 に、

介護 保 険 制度 を前提 と して市 町村 にお い て作 成 され る介 護 保 険事 業 計 画 の概要 を明 らか に

した 上 で、介 護 保 険事 業 計画 の 前提 とな る根 本 的 な問題 を指 摘 した。 その 問題 とは 、外 国

人 住 民 の基礎 的 なデー タの把 握 の 問題 で あ り、 そ の問題 の解 決 を可 能 にす る新 しい 外 国人

台 帳制 度 の 制定 の動 き を紹介 した。 そ して、 最後 に、 地域 の介 護 問題 に対応 し うる介 護保

険 事業 計 画 の可 能性 を一層 高 め るた め に、地 域 にお け る在 日コ リア ン高齢者 を支 え る取 り

組 み を紹 介 し、在 日コ リア ン高齢 者 の介護 問題 の解 決 に積 極 的 に貢 献 して い る地域 活 動 の

検 討 を進 めた。 それ らの取 り組 みや 地 域活 動 の成 果 が介 護保 険事 業 計画 に生 か され るこ と

こそ 、在 日コ リア ン高 齢者 の介護 問題 に対 応 し うる介護 保 険 事業 計 画 の可 能性 を高 めて い

く道 で あ る と思 われ る。

78



【注 】

1)介 護 の 必要 な高齢 者 を施 設 等 に入 所 させ た り、在 宅 の場 合 で も外 部 のサ ー ビス を利 用 し

な が ら介護 を行 わ な けれ ばな らな くな る可能 性 が 大 多数 の家 族 に広 が る こ と。

2)高 齢 社 会福 祉 ビジ ョン懇 談 会 は厚 生 大 臣の 私 的懇 談会 で あ り、少 子 ・高齢 社 会 に向 けた

報 告 「21世 紀 福祉 ビジ ョン、少 子 ・高齢 社会 に向 け て」を行 った。そ の報告 の要 点 は、

公 正 ・公 平 ・効 率性 の確 保 、 年金 ・医療 ・福 祉 のバ ラ ンス の 取れ た社 会 保 障 の給 付 構

造 の実 現 、雇 用政 策 ・住 宅 政策 ・教 育政 策 等 関連施 策 の充 実 と連 携 強 化 、 自助 ・共 助 ・

公 助 の 重層 的 な 地域福 祉 シス テ ム の構 築 、社 会 保 障 の安 定財 源 の確 保 で あ る。

3)厚 生 労働 省(2010)、2頁 。

4)施 設 等 給付 費 とは、 都道 府 県 知事 が指 定権 限 を有 す る介護 保 険 施設 及 び 特定 施設 に

係 る介護 給 付 費。

5)社 会 福祉 士 養成 講 座 編集 委 員会(2010)、29頁 。

6)住 民が 日常生活 を営 ん で い る地域 と して、地理 的 条件 、人 口、交 通 事情 そ の他 の社 会 的

条件 、介 護 給 付等 対 象 サ ー ビス を提 供 す るた め の施 設 の整備 状況 そ の他 の 条件 を総 合

的 に勘 案 して定 め る区域 。 〈介 護 保 険法 、 第117条 、第2項>

7)介 護 保 険3施 設 は 、介護 老 人福 祉 施 設 ・介 護 老人 保 健施 設 ・介護 療養 型 医療施 設 を指 す 。

介 護 専 用 の居住 系 サー ビス とは認 知 症 対 応 型 共 同生 活 介 護(グ ル ー プ ホー ム)や 介 護

専用 型 有料 老 人 ホー ム な ど特 定施 設 の一 部 で あ る。

8)介 護 サー ビス情報公 表制度 に のっ とって い る事業所 の うち在 日コ リア ン高齢者 のた めの介

護 サー ビス を提供 して い る事業所 を対象 に検 索 を行 った。検 索は 「在 日」、「韓 国」、「韓 国

語 」、「文化」、「朝鮮 」、「朝鮮 語」な どの複数 の キー ワー ドを使い 、検 索 した結果 であ る。(介

護 サー ビス情 報公表支援 セ ンターwww.espa-shiencenter.org/)

9)平 成24年7月9日 か ら現 行 の外 国人登 録 制度 が廃止 とな り外 国 人住 民 は 日本 人 と同様

に住 民 基本 台 帳 法 の適 用 対 象 とな る制 度 で あ る。

10)「 外 国 人 台帳 制度 に関す る懇 談会 報 告書 」(2009)3頁 。

11)「 外 国 人 台帳 制度 に関す る懇 談会 報 告書 」(2009)5頁 。

12)老 人福 祉 法 、 第3章 の2「 老人 福祉 計画 」 第20条 の8。

13)介 護保 険法 、 第6章 「介 護保 険事 業 計画 」 第117条 の4。
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14)生 野 区www.city.osaka.1g.jp/ikunoku(2012.3.9)。

15)給 付 金 制 度(在 日外 国 人 高 齢 者 給 付 金 制 度)と は 、 在 日外 国 人 の 高 齢 者 で 国 民 年 金 制 度

の 老 齢 年 金 を 受 け る こ とが で き な っ た 人 に 一 定 の 額 を 給 付 金 と し て 支 給 す る制 度 。

16)生 野 区 地 域 福 祉 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 策 定 委 員 会(2006)、69-77頁 参 照 。
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第5章 介護 の実践 現場 の現状 と課題一2つ の社会調 査 に基 づいて

第1章 で述 べ た よ うに歴 史 的 に は、明治 維 新 に よ って後 発 の帝 国 主義 国家 と して歩 み 始

めた 日本 は、新 た な領 土 、市場 を求 め隣 国 、朝鮮(大 韓 帝 国)の 侵 略 を始 め た。1905年 に朝

鮮 は 日本 の保 護 下 にお か れ1910年 に併合 され た。 朝鮮 で実 施 され た 土地 の収 奪 は急 速 に

農 民 の小 作 人化 を進 め、 生活 が な りた た な くな った 朝鮮 国民 の 日本 へ の移住 が始 ま った。

しか し、そ の後 は大 戦 の戦 局悪 化 に伴 う総動 員 体制 へ の 変化 に よっ て、日本 へ の移 住 は 「募

集 」(1939-1941)、 「官斡 旋 」(1942-1943)、 「徴 用 」(1944-1945)と 徐 々 に強制 的な 動員

に よる もの に変 わ ってい っ た1)。

当時在 日コ リア ンは低 賃金 労働 ・不 安 定就 労 を押 し付 け られ 、劣悪 な条件 で就 労 させ ら

れ た。 それ だ けで な く 「入居 」「教育 」「就 職 」 「法律 」の差 別 も受 けな が ら本人 が望 む と望

ま ざる にか か わ らず 、異 国暮 ら しを強 い られ る こ とにな った。

戦後 も数 十 万の在 日コ リア ンが何 世 代 に もわ た って住 んで い る。2007年 で 、全 国べ 一 ス

593,489人 の うち65歳 以 上 の構 成 比 は96,947人(16.3%)を 占めて い る2)。 在 日コ リア ン

にお い て も高齢 社会 とな り超 高齢 化 が 進行 して い る こ とがわ か る。在 日コ リア ンは差 別 と

偏 見 が渦 巻 く中で 、自身 の 生活 とアイ デ ンテ ィテ ィ を守 るた めに様 々 な闘 い を行 って きた 。

その成 果 として在 日コ リア ン を取 り巻 く環 境 は少 しずつ 改 善 され て きたが 、 い ま だ に高齢

者 の介 護 問題 は課題 と して残 され てい る。 これ ま で第2章 か ら第4章 にか けて介 護 支援 活

動 の歴 史 的 展 開や介 護 保 険制 度 ・介 護保 険事 業 計画 の検 討 を通 じて介 護 問題 を究 明 して き

たが 、本 章 で は、在 日コ リア ン高 齢者 の介護 の実 践現 場 の現 状 と課 題 を2つ の社 会 調 査 に

も とつ いて 明 らか に したい。

第1節 で は、高 齢化 が進 む泉 州 地域 の在 日高 齢者 福祉 調 査 『泉州 地 域在 日高齢 者 福祉 実

態 調査 報 告 書』(以 下 『泉州 報 告 書』)3)の2007年 度 報告 の概要 を紹 介 した い。筆 者 も協 力

した そ の調 査結 果 を紹 介 す る こ とを通 じて 、家族 ・地域 にお け る介護 問題 を検 討 す る。 第

2節 で は、筆 者 が調 査 した施 設 に入 所 してお られ る高齢 者 の ライ フ ヒス トリー イ ンタ ビュ

ー を紹 介 し
、在 日コ リア ン高 齢者 の介護 援 助 の環 境 の現 状 と問題 点 を明 らか に した い。 第

3節 で は、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題 と して 、第1節 お よび第2節 か ら抽 出 され た介

護保 険制 度 の利 用 問題 とアイ デ ンテ ィテ ィ問題 を取 り上 げ、検 討 を進 めた い。 介護 保 険 制
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度 は 日本 人 に とっ て も複雑 で あ るが 、異 な る民 族性(ア イ デ ンテ ィテ ィ)や 文化 を持 つ在 日

コ リア ン高齢 者 が利 用 す るに は一層 問題 が あ る。 また 、施 設 を利 用す る に して も、 そ こで

在 日コ リア ン高 齢者 が直 面す るの が アイデ ンテ ィテ ィ問題 なの で あ る。

第1節 在 日コ リア ン高齢 者 へ の ア ンケ ー ト調査

本節 で は 『泉州 報告 書 』に も とづ き介 護 問題 に影 響 を与 え る要 因 を個 人(当 事者)、 家族 、

地 域社 会 に分 けて 考察 をす る。他 に も高齢 社 会 白書(平 成20年 版)、介 護 白書(平 成19年 版)、

厚 生 労働 白書(平 成20年 版)か ら適 宜 必 要個 所 を取 り出 して比較 を行 う。

『泉 州 報告 書 』の調 査 対象 は泉州 地 域 の3市1町 の65歳 以上 の在 日コ リア ン高齢 者547

人 で 、有 効 回答 は208人(38%)で あ った。 調 査 に あ ま り協力 的 で は ない外 国人 向 けの調 査

の 中で は成 功 した とい え る調 査 で あ ろ う。 歴 史 の犠 牲者 で あ る在 日コ リア ン高 齢者 は今 で

も被 害意識 を持 ってい る為 、行 政や 研 究者 に よ る調 査 は苦 手 で あ るが 、今 回 は在 日コ リア

ンの 自主 的 民族 組織 で あ る民団 と総 連 の 「街 か どデ イハ ウス」 の協 力 を得 て 、約200人 に

つ い て のデ ー タが得 られ た。 なお 、泉 州 地域 は住 宅 団 地 が多 く大 阪府 で も高齢 化 が 高 い地

域 で 、昔 か ら外 国 人 が定住 して きた。

在 日コ リア ン高齢 者 の 生活 の質 を左 右す る要 因 は何 で あ るの か、一 般 的 に生活 の質(QOL

=QualityofLife)と は 、そ の人 に 「満 足 感 、安 定感 、幸福 感 、安 心 感 」もた らす もの す べ て

を指す4)。 つ ま り生活 の質 を高 め る とい うこ とは、 在 日コ リア ン高齢 者 が 望む 生活 や 生 き

方 を実現 させ る こ とで あ る とも言 え る。 そ のた め には 、生 活 の質 や介 護 の 基本 であ る 日常

生 活 動 作(ADL=activitiesofdailyliving)、 手 段 的 日常 生 活 動 作(IADL=instrumental

activitiesofdailyliving)を 把握 す る必 要 が あ る。

ADL測 定 に は一般 的 に入 浴 、食 事 、排泄 、移動 、衣類 の着脱 な ど最 も基 本 的 な生活 機 能

の 自立度 を測定 す るた めのセ ル フケ アの項 目が用 い られ てい る。 それ に 「一人 の人 間が独

立 して生 活 す る為 に行 う基本 的 な行 動 で 、各 人 とも に共 通 に毎 日繰 り返 され る一連 の身 体

動 作群 」5)で あ るが 、在 日コ リア ン高齢 者 のADLは 日本 人 高齢 者 に比べ 低 く、QOLも 低

い とい う。 さ らに、意 思 疎通 の問題 が生 じる認 知症 の在 日コ リア ン高齢 者 のADLは 把 握

し難 い と介護 現 場 で は言 われ て い る(文 、2009)。

ま た、 在 日コ リア ン高齢 者 の場 合 は、IADLを 基 本 に した 日常生活 上 の複雑 な動 作 の 中
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で、 買物 、 洗濯 、 電話 以外 の薬 の 管理 、金 銭 管理 、 乗 り物 、趣 味活動 、公 共交 通機 関 の利

用 等 の社 会 生活 を営 んで い くた め に必 要 な能 力 はや や低 めの 測定 結果 がで て くる こ とが 多

い よ うだが 、そ の原 因 は識 字 の 問題 や 未就 学 の 問題 、食 生 活 や経 済状 況 の 問題 に求 め られ

る よ うだ。 そ こで 以 下 は、① 識 字 、② 食生 活 、③ 経 済状 況(無 年金)に つ い て検 討 し よ う。

① 識 字 率 と は 、 日常 生 活 の 簡 単 な 内 容 に っ い て の 読 み 書 き が で き る こ と を い う。

UNESCO(ユ ネ ス コ)が2007年4.月 に公 表 した識 字 率 に よる と、日本 の識 字 率 は99.8%6)

で あ り世 界 で も高 い レベル に あ るが、 在 日コ リア ン高齢 者 の 場合 は 、 た とえば 父親 が娘 を

就 学 させ よ うと した ものの 、女性 と して差 別 され て きた母親 の反 対 に よ り就 学 の機 会 を奪

われ て 、学校 だ けで は な くイ ン フォー マル な家庭 内教 育 の場 か らも排 除 され て きた とい う

ケー ス さえあ る7)。

実 際 に 『泉州 報 告書 』 に よる と一人 暮 ら しの在 日コ リア ン高齢 者 の場 合(208の うち75

人)は 漢 字 が 読 め る(44%)、 ひ らが なが読 め る(34.7%)、 漢 字 もひ らが な も読 め ない(21.3%)

とい う結 果 で あ り、情 報(介 護 保 険制 度)へ の接 触 が難 しい現 状 で あ り、 常 に家 族 、 ま た は

他者 に依 存 さ ざる を得 ない。公 共機 関 と地域 の生活 の情 報 の伝 達 が届 か な い高 齢者 が2割

に もな る とい うの で あ る。 さ らに母 国語(韓 国 ・朝鮮)を 書 くこ とも、読 む こ と もで きな い

場 合 さえ あ る8)。 この よ うに識 字状 況 に よって サー ビス の情 報源 が左 右 され て い るの であ

るが 、福祉 サー ビス を利 用 しない背 景 には もち ろん経 済 的 な理 由も存在 す る9)。

②食 生 活 は人 間 に とって最 も重要 な もので 、疾 病 を予 防 し治療 の 手段 として栄養 を取 る

た めだ けで は な く、 「食 べ る」 とい う行 為 その ものが 楽 しみ な の で あ る10)。 在 日コ リア ン
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高 齢者 はや は り固有 の異 文化 を持 っ てい るので 、極 端 な事 例 で は死 ぬ前 に 「キ ムチ が食 べ

たい 」 と言 う人 が い るか も しれ な い。 在 日コ リア ンだ け で はな く海外 に滞在 してい る外 国

人 で あれ ば、 誰 で も 自分 の 国 の食 べ物(食 文 化)に 憧 れ て い る ので は な いだ ろ うか。 高齢 者

のQOLを 低 下 させ る最 大 の リス クで あ る病 気 予防 の た め に、食 事 を通 して の心 の 交流 や

自立へ の援助 、生 きる希 望 を持 っ こ とを実 現 してい くこ とも大切 で あ る。

『泉 州 報告 書 』 で は在 日コ リア ン高 齢者 の普段 の食 事 は長 期 間 の 日本 での 生活 で 慣れ て

い る食 文 化 の影 響 と思 われ るが 、一 番 多 い の は両 方混 食(韓 ・日食)65.9%で 、 その 次 は和

食16.3%、 そ の次 は韓 国 ・朝 鮮食15%で あ った。 この 結果 か ら考 え る と在 日コ リア ンの

民 族性 を尊 重す る社 会 福祉 施 設 で は献 立 を立 て る管 理栄 養 士 、 また ホ ー ムヘル パ ー は両 方

の食文 化 の 理解 が あ る こ とが望 ま しい 。

コ リア ン料 理 とい え ば焼 肉 を連 想 しが ちで あ るが、ふ だん の食 事 で は、 ご飯 、 汁物 、 和

え物 、漬 物 、魚 の煮 付 けな どが ポ ピュ ラーで あ る。 献 立 は和食 と似 て い るが 、和食 の場 合

は、 味噌 汁 、 ぬか漬 け、 白和 え、 さばの煮 付 け とな る と ころが 、 コ リア ン料 理 にな る と素

材 や調 理 が違 って くる。汁物 はわ か めや 大根 の スー プが 多 く、そ のス ー プ 出汁 は肉 で あ り、

ごま 油 を利 かせ る。 漬 物 は キ ムチ 、和 え物 はナ ムル 、魚 の煮 付 けで は、 タチ ウオ を大根 と

煮 て唐 辛 子 で ピ リッ と させ た メニ ュー が一 般 的 で あ る。

加 齢 と ともに、辛 い もの が食 べ に くくな った とい う高齢者 も多 い のだ が11)、 在 日コ リア

ン高齢 者 の福祉 実践 の場 で あ る老 人 ホ ー ムで もキ ムチ は、 常 に 出 る副食(お かず)と して人

気 の 高い メニ ュー で あ る。

■韓国・朝鮮風

ロ日本風

■両方混食

ロその他

出所:『 泉 州 報告 書 』35頁 の資料 を も とに作成 。

③介 護 問題 と経 済的 な状況 とは切 り離 して考 える こ とはで きない。 大半 が低 所 得 と生 活
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保護 者 で あ る在 日コ リア ン高 齢者 の場 合 、8割 以上 が 無年 金 状態 に置 かれ て お り、 日本 人

高 齢者 との圧 倒 的 な格 差 が あ る12)。 世 帯 収入 につ い て は 『泉州 報 告書 』に よ る と29.5%が

「こ どもや 孫 が働 い て得 た 収入 で(仕 送 りを含 む)」で一番 多 くそ の次 は 「自分 の公 的年 金 」

25.1%、 「生 活保 護 」17.9%な どで あ る13)。 一方 、 日本 人6割 の高齢 者 が経 済 的 に心 配 な く

暮 らしてい るが、他 方 高齢 者 世 帯 間 の所得 格 差 は大 きい。 しか し社 会保 障 給付 な どの再 分

配 に よ り改 善 され て い る。 「公 的年 金 ・恩給 」は70.2%で 最 も多 く、次 いで 「稼 働 所 得 」は

18.0%と な って い る14)。

これ らの 世帯 収入 で予想 で き るの は介護 状 態 に な る と経 済 的 な ゆ と りが な く、 す ぐに こ

どもや 孫 に援助 を期待 す る しか な い在 日 コ リア ン高 齢 者 の 実 態 で あ る。ILO(国 際 労働 機

関)で は年 金 を 「一 家 を支 え る者 の 老齢 、死 亡、障害 の場合 に、社 会保 障制 度 か ら長 時 間 に

わた っ て定 期 に支払 われ る現 金 給付 の総称 」 と定義 して い るが 、在 日コ リア ン社会 の高齢

化 は若 い 世 代 が高齢 世 代 を援 助 す る とい う建 前 を揺 さぶ り、年 金 制度 の抜本 的 な改 正 が大

きな政 治 課題 に なっ てい る。 表5-3に 見 られ る よ うに、 高齢者 世 帯 所得 は、 自分 が働 いて

得 た収 入 や こ どもが得 た収入 な どが主 な収 入源 に な って い るの が2割 以 上 で あ り、公 的 年

金 は2割 に と どまっ てい る。 加齢 と ともに就 労す る こ とは難 しくな り、 こ どもに全 面 的 に

依 存せ ざるを得 ない状 況 もでて きてい る。

年金 につ い ては ど うだ ろ うか 。す で に第2章 で も述 べ た が、こ こで も再確 認 してお こ う。

厚 生年 金 の 場合 、1982年 以 来 、国籍 条 件 は撤廃 され た が 、在 日コ リア ンは厚 生 年金 に加 入

す る よ うな企 業 に就 職 す るこ とが で きず 、不 安 定 な臨 時 工場 や零 細 な 自営 業 を営 ん でい た

た め加 入者 は少 な く、在 日コ リア ン高 齢者 の多 くが受 給 して い ない。 他 方 、 国 民年 金 は、

ス ター ト(1961年)時 点 か ら国籍 条件 が設 け られ てい た。 在 日コ リア ンは20年 あ ま り国民

年 金 制度 の加 入 が で き なか っ た。1982年 難 民条 約 に よ り国籍 条件 が撤廃 され た が 、 当時

35歳 以上 の者 は、年 金加 入 期 間(25年)を 満 た さない た め年金 か ら排 除 され た。さ らに 日本

国が無 年 金者 を救 済す る措置 と して 「外 国人 高齢 者 福祉 金 」 な どの名 称 で 無年 金在 日コ リ

ア ン高齢 者 に月 額1～2万 円 を支 給 して い るが 、施 設 に入 所 す る と支給 が とま る こ とが多

く経 済 的負 担 に な っ てい る。 日本 政府 は今 で も在 日コ リア ン高 齢 者(一 世)は 日本 国民 か ら

排 除 し、最 後 の訴 えの場 で あ る司 法 もそ の立 法措 置 を肯 定 し、無 年 金者 の訴 え は拒 まれ 続

けて い る。在 日コ リア ン高齢 者 の無 年 金 につ い て の訴訟 は、 い わば名 誉 回復 運 動 で あ り、

日本政 府 に対す る在 日コ リア ンの 民族 運動 で あ る。
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表5-3高 齢者 世 帯所 得

順 在 日コ リア ン高齢者 日本人高齢者

1 こ ど もや 孫 な どが働 いて得 た収入(23.1%) 公 的 年 金 ・恩 給(70.2%)

2 公 的 年 金(19.7%) 稼 働 所 得(18.0%)

3 生 活保 護(14%) 仕 送 り ・そ の他 の 所 得(5.7%)

4 自分 の 貯 蓄(9.8%) 財 産 所 得(5.0%)

5
そ の 他32.1%

(在 日外 国 人 無 年 金 者 給 付 金2.3%を 含 む) 年金 以外 の社 会保 障金(0.8%)

出所:在 日コ リア ン高齢 者 につ い た は 『泉州 報 告 書』20頁 、 日本 人 高齢者 につ い た は 『高

齢 者社 会 白書(2008年)』26頁 の資料 を も とに作成 。

な お、 以 下 の図表 にお い て も同様 で あ る。

図5-4高 齢者 世 帯 所得

それ で は次 に、介 護 に影 響 を与 え る①家 族 の構 成 、② 緊 急 の相 談先 、③ 高齢 者 の地域 の

生 活 を見 守 る役 割 をはた す民 生委 員 ・社会 福祉 協議 会 の認 知 度 につ い て検討 しよ う。 この

三 つ の要 因 は 、在 日コ リア ン高齢 者 の介護 問題 に大 き く影 響 してい るの は明 らかで あ る。

そ の 中で① 家 族 の構 成 で は 日本 人65歳 以上 の 高齢 者 の い る世 帯の 内訳 につ いて み る と、

平 成18年(2006)現 在 、「単独 世 帯」 が410万 世 帯(22.4%)、 「夫 婦 のみ の世 帯 」 が539

万 世 帯(29.5%)、 「親 と未婚 の子 のみ の世帯 」 が294万 世 帯(16.1%)、 「三 世 代世 帯 」 が

375万 世 帯(20.5%)と な って い る。 ま た高 齢者 のい る世 帯 に 占め る単独 世帯 や 夫婦 のみ
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世 帯 の割 合 は増 加傾 向が続 いて い る15)。

表5-5高 齢者 の世 帯構 成割 合

高齢者 の世帯別 在 日 コ リア ン(%) 日本 人(%)

一 人暮 ら し(単 独 世 帯) 36.1 22.4

夫 婦ふ た り暮 ら しで共 に65歳 以 上 23.6

29.5

夫 婦ふ た り暮 ら しでひ と りだ け65歳 以 上 5.3

こ どもや 孫 と同居(三 世 帯/親 と未 婚 の子 の み) 34.1 20.5/16.1

そ の他 で全員65歳 以上 0.5 ●

その他 の世帯 0.5 11.4

出所:『 泉州 報 告 書』17頁 、『高齢 者 社 会 白書(2008年)』16頁 の 資料 を も とに作成 。

注:高 齢者 三世 帯 の場 合 は 、三 世 帯1親 と未 婚 の子 の み に 区別 され て い る。

在 日コ リア ン高齢 者 の 場合 は 、一 人 暮 ら し(単 独 世帯)36.1%と 夫 婦 の み の世帯28.9%で

6割 を 占め る高 齢者 が家族 と離 れ て生 活 して い る。 高齢 に な る と家族 に依 存す る頻 度 が多

くな る のが 通常 で あ るが 、在 日コ リア ン高齢者 は 日本人 よ り一人 暮 ら しが 多 い。経 済的 ゆ

と りが ない 無年 金 、生 活保 護 者 の一 人 暮 ら しの 生活 は取 り巻 く環 境 か らの リス ク(詐 欺 、災

害 、転倒 事故 な ど)に さ らされ て い るの が現 状 で あ る。在 日コ リア ンの集住 地 域 は 、そ の歴

史 過程 か ら、河 川 沿 いや河 川 敷 、湿 地 帯 、被 差別 部 落 との混住 す る地域 で厳 しい 環境 に置

かれ てい る場合 が 多 い。 家族 で あ る若 い世 代 は少 しで も良い 環境 へ と住 み 替 え て、 一人暮

ら しに な って い る高齢 者 もい る。
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出所:『 泉州 報 告 書』17頁 、『高齢 者 社会 白書(2008年)』16頁 の資 料 をも とに作 成

②在 日コ リア ン高齢者 の緊 急 時 の相 談先 につ いて。 段 々家族 との つ な が りが 弱 くな って

い る時代 で 家族 と過 ごす 時 間が 取れ ない要 因 と して は 、在 日コ リア ンの場合 は長 時 間労働

と雇用 の不 安 な どが挙 げ られ る。 労働 時 間、 お よび 通 勤 時間 が長 くな る ほ ど家 族 と一緒 に

過 ごす 時 間 は減 る傾 向 にあ る。 これ は在 日コ リア ンだ け の問題 では な く、 現代 日本 社 会 の

問題 で もあ る。 在 日コ リア ン高齢 者 は家族 と過 ごす 時 間 は少 な い よ うで あっ て も、特 に緊

急 時(困 った 時)の 相 談先 は家族 ・親戚(78.4%)、 次 は友 人 ・近 所 の人 で(28.4%)で あ る。 こ

こで 注 目 した い のは 民族 団 体 の相 談 窓 口(27.0%)が あ る とい うの が 日本人 と違 う面 で あ り、

この 民族 団 体 につ い て は本論 第2章 お よび第3章 で詳 述 した とお りで あ る。民族 団体(民 団 、

総 連)が 相 談先 に なっ て い る こ とは 重要 で あ り、今後 の在 日コ リア ン高齢 者 の福 祉 に とって 、

同 じ民族性 を表 明 してい る団体 の役 割 は大 きい と思 われ る。

表5-7一 人暮 ら しの高 齢者 の緊 急 時 の相 談先 (複 数 回答)

順 在 日コ リア ン高齢 者(%) 日本 人 高齢者(%)

1 家 族 ・親 戚(78.4%) 家 族 ・親 戚(126.2%)

2 友 人 ・近 所 の 人(28.4%) 友 人 ・近 所 の 人(26.3%)

3 民 族 団 体 の 相 談 窓 口(27.0%) か か りつ け 医(8.3%)

4 医 者(18.9%) 警 察 ・消 防 署(5.6%)

5 区 ・市 役 所(10.8%) そ の 他(4.2%)

6

そ の 他(5.4%)な ど

(介 護 支 援 専 門 員1.4%)

区 ・市 役 所(3.7%)な ど

(介 護 支 援 専 門 員0.6%)

出所:『 泉州 報 告 書』67頁 、『高齢 者 社会 白書(2008年)』23頁 の資 料 をも とに作 成 。

高齢 者 は生活 の場 で家族 以 外 に も多様 な助 けを求 め て い る。 その 中で福祉 的 なサー ビス

を受 け よ うと して 民生 委 員 と社 会福 祉 協議 会 にか か わ る人 が多 い のだ が 、在 日コ リア ン高

齢 者 の③ 民 生委 員 ・社 会福 祉 協議 会 の認 知 度 は低 く、 そ の存 在 も知 らな い こ とが多 い。 何

らか の理 由で在 日コ リア ンの うち民生 委員 を知 らない 人 は6割 を超 えてい る。 さ らに地域

で高齢 者 の た め に活 躍 して い る社 会 福祉 協 議 会 も知 らな い(利 用 しな い)人 の割 合 は92.8%

も存在 す る。 だか ら こそ 、 かか りつ けの 医者 に相 談 して悩 み を話 す こ とが あ る。 それ は福
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祉 的 な ニー ズ を必 要 とす る前 か ら世 話 にな って い る医者 に よっ て地域 との つ な が りが持 続

され信 頼 関係 が構 築 され て い る た めで あ ろ う(65.4%)。 老 人会 と町 内会 をは じめ と した地

域 の組 織 が あ るが 、在 日コ リア ンが主 体 的 に参加 で き るよ うな組 織 は少 な く、 日本 人 の 中

でひ っそ り暮 ら してい る状況 が 見 られ る。 そ うい うこ とは、 地域 住 民 と して把 握 しに くい

対 象 で あ り、民 生委 員 や社 会 福祉 協議 会 が把握 で きな い の は当然 で あ る16)。

図5-8民 生委 員 ・社 会福 祉 協 議会 周 知 度

利 用 していない
■ 知 っている9280%

ロ 知 らない

出所:『 泉 州報 告 書』40頁 の資 料 を も とに作 成 。

■利 用 している

ロ利 用 していない

ま た民 生委 員 に選 ばれ る人 は 、市 町村 に設 置 され た推 薦 会 が推 薦 した者 で 、県(中 核 市

にお い て は市)が 地方 社 会福 祉審 議 会 の意 見 を聴 い た後 に厚 生労働 大 臣 に推 薦 を行 い、厚

生 労働 大 臣が委 嘱す る。 市 町村議 会 議 員 の選 挙権 を持 っ てい て 、人格 識 見 が高 く、広 く社

会 の 実情 に通 じ、 かつ 社 会福 祉 の増 進 に熱 意 の あ る者 と され て い るの で、外 国人 の 立場 を

知 ってい るが選 挙権 の ない在 日コ リア ンが選 出 され る こ とは現 時点 で は あ りえ ない。

第2節 在 日コ リア ン高齢 者 へ の イ ン タ ビュー調 査

本節 はイ ンタ ビュー に も とつ い て い るが 、質 的調 査 法 を活 用す る理 由 は、 コ リア ン文 化

と 日本 文 化 とい う2つ の文化 を持 た ざる得 ない在 日コ リア ン高齢 者 の 生活 対応 プ ロセ ス を

一 層具 体 的 に深 く研 究 す るに は
、質 的研 究 が 不 可欠 で あ る と考 えた か らで あ る。 第1節 の

量 的調 査 に よっ て在 日コ リア ン高 齢者 の実 態 が か な り明 らか に され た が 、文 化(生 活)の 多

義 的 な在 日コ リア ン高 齢者 の生活 面 は十分 に と らえ切 れ な いの が 限界 で あ った。

この調 査 で は調 査 対 象 に在 日コ リア ン高 齢者(当 事者)だ けで は な く、 老 後 を支 え る家 族
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も含 め る こ とに した。 施 設(特 別 養 護 老人 ホー ム)入 所 の 高齢 者 とそ の家 族 の 「家 族 関係 」

を分析 す るた めで あ る。 家族 が持 つ危機 管 理 能力 が介護 問題 にお い て発 揮 され るた め には

ど うす れ ば よいの か とい う視 点 か らも、在 日コ リア ン高齢 者 の福 祉 の あ り方 を探 求 したい 。

そ のた めに 、在 日コ リア ン高齢 者 家族 の介護 問題 に 関す る家族 関係 内の援 助 につ い て の

イ ンタ ビュー調 査 にお い て は、在 日コ リア ン家族 を 「援 助 す るパ ー ソナ リテ ィの複 合 体 」

と して と らえ、援助 の 内容 とそ の過 程 に注 目 してイ ンタ ビュー を行 っ た。 家族 を一 っ のま

とま りの あ る対 象 と して把 握 しつ つ も、個 々の成 員 の役 割 を重視 し、 それ らの 関連 性 を明

らか にす る こ とを 目的 と したの で あ る。

調査 は半構 造 化(面 接)イ ンタ ビュー(semi-structuredinterview)を 用 い て 、そ れ ぞれ のイ

ン タ ビュー 項 目を、在 日コ リア ン福 祉 施設 を利 用 して い る高齢 者 、介 護 して い る家族 、 介

護 した経 験 が あ る家族 、 これ か ら介 護 す る家 族 に大 き く分 けて設 定 した。 それ らの項 目の

妥 当性 は大 学院 生 仲 間 の協力 を えて慎 重 に検 証 し、 主 に在 日コ リア ン高齢 生活 史 、介 護 に

つ い て の ライ フス トー リー を 中心 に構 成 した。

まず イ ンタ ビュー を実施 す る前 に、 対象 者 が語 る ライ フ ヒス トリー を丁寧 に聴 き取 るた

め に調 査 の 意義 、 目的 、 方法 につ いて 説 明 した 上 で、対 象者 の個 人情 報 保護 に努 め るこ と

を丁寧 に説 明 し安 心感 を もって も らった。 そ してイ ンタ ビュー カイ ドに沿 っ て対象 者 の健

康 状態 を確 認 しなが ら1時 間程 度 で聞 き取 りイ ンタ ビュー を行 って 、意 味不 明 な言 葉や 韓

国(朝 鮮語)語 の発 語 につ いて は 再度 確 認 を した。 在 日コ リア ン高齢 者 のバ イ リンガル 的 な

特 徴 を踏 ま えて、調 査 の言 語 は 日本 語 と韓 国(朝 鮮)語 で対応 した。対象 者 が 韓 国(朝 鮮)語 で

発 語 した部 分 につ い て は、必 ず 同 じ言 葉 で質 問 した 。

イ ン タ ビ ュー した8人 の 内訳 は、 筆者 が勤務 して い た特別 養 護 老人 ホー ム 「故郷 の家 」

に入所 して お られ る方3人 、「故郷 の家 」のサ ー ビス(短 期 入所)を 利 用 してい る方2人 、「故

郷 の家 」を利 用 し介 護 を経 験 した方 、も しくは独 自で家族 介 護 を体 験 した方3人(在 日コ リ

ア ンニ世)で ある。

調査 後 の検 討 で 不足 して い る と思 われ たデ ー タ につ い て は、介護 現 場 で の フ ィー ドバ ッ

ク、職 員 か らの情報 収 集 に よ って補 足 した。 ま た、 個人 情 報 とかか わ りあ るデ ー タは 、施

設 長 の許 可 を得 て利 用者 の課題 分 析(利 用者 の有 す る 日常 生活 上 の能力 や 、 介護 者 の状 況 、

利 用者 を取 り巻 く環 境 な どの課題 を把 握す る もの)を 参 考 に した。

な お、 調査 実 施状 況 は以 下の とお りで あ る。
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表5-9イ ン タ ビ ュ ー 内 容

① 来 日の歴 史 とこれ ま での 生活 の経 緯

施 ② 家族 構 成 、③ 仕 事歴 ・健 康 状 態 ・教 育 水準

設

在

サ
ビ

④ こ ど もの教育 ・現在 の様 子 、⑤入 所 経 緯

⑥ 相 談相 手 有 ・無

日 ス

コ 利 ⑦ 入 所前 の家族 援 助 関係(夫 婦 関係 ・生 活 ・介 護 ・医療 費 な ど)

リ 用
ア 者 ⑧ 入 所後 の家族 援 助 関係(入 所 ・生活 費 用 、 面会 な ど)
ン

高 ⑨ そ の他(家 族 につ い て の思 い)
齢
者 ① 来 日の歴 史 とこれ ま での 生活 の経 緯

2

世
高
齢

在
宅
サ

② 家族 構 成 、③ 仕 事歴 ・健 康 状 態 ・教 育 水準

④ こ ど もの教育 ・現在 の様 子

者
1

口 ビ ⑤ 在 宅 サー ビス利 用経 緯 、⑥ 相 談相 手 有 ・無
ス

利 ⑦ 家族 援 助 関係(夫 婦 関係 ・生 活 ・介 護 ・医療 費 な ど)
用
者 ⑧施設入所 につ いて

⑨ そ の他(家 族 につ い て の思 い)

① 親 の来 日の歴 史 とこれ ま で の生活 の経緯

②家族構成

③ 親 の仕 事歴 ・健 康状 態 ・教 育 水 準

家
族 ④本人の教育水準
○

垂 ⑤ 親 の介 護 につ いて
口

⑥ 家族 内 の援助 関係(兄 弟 姉妹 、親 戚 、地域 、社 会等)

⑦ 親 につ い て の思 い

⑧ そ の他(家 族 につ い ての 思 い)

一 日時:2008年4月 ～2008年11月(事 前 調 査2008年4月 ～5
.月2件)

一 対 象 者 在 日 コ リア ン 高 齢 者 一 世(5名)
、 在 日 コ リア ン家 族 二 世(3名)

一 時 間:1時 間程 度(高 齢 者 の 健 康 状 態 一ADL事 前 確 認 を行 う)

一 場 所:「 故 郷 の 家 」 施 設 内 の 個 室 、 家 族 が 希 望 す る 場 所(自 宅 、 職 場 事 務 所)
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表5-10対 象 者 属性(在 日コ リア ンニ世 家族)

コ ー ド C1 C2 C3

性別 女性 男性 女性

年齢 40代 50代 60代

介護経験 特養施設入所 特養施設入所 介護経験 あ り

備考 会社員 自営業 介護職

表5-11対 象者 属 性(在 日コ リア ン高齢 者 一 世)

コ ー ド F1 F2 F3

性別 女性 女性 女性

年齢 94歳(大 正3年) 84歳(大 正13年) 91歳(大 正5年)

介護度 要介護4 要介護2 要介護

家族構成 2男2女 1男2女 5男3女

居住状態 「故 郷 の家 」 入所 「故郷 の家 」入 所 「故 郷 の 家」 入所 者

コ ー ド H1 H2 H3

性別 男性 女性 女性

年齢 80歳(昭 和3年) 78歳(昭 和5年) 79歳

介護度 要介護3 要介護4 要支援1

家族構成 5女 1男3女 1男2女

居住状態 家族 と同居 家族 と同居 家族 と同居

デ ー タの分 析 には 、ま ず逐 語録 を繰 り返 し熟読 し、在 日コ リア ン高齢 者 の家 族援 助 に関

わ る内容 が 記載 され てい る場 面 を抽 出 し、介護 問題 の 内容 に対 して 、場 面 ・語 彙 の意 味 を

変 えない よ うに要約 し1つ のデ ー タ と し、1つ のデ ー タに要 約 され た 内容 の うち、類 似 す

る もの を集 め てサ ブ カテ ゴ リー と し、 さ らにカ テ ゴ リーへ と抽 象 化 を行 うとい う方 法 を採

用 した。 調 査対 象者 が語 る言 葉 以外 に も、顔 の表 情 、行 動 を含 む 非 言語 的 コ ミュニ ケー シ

ョンの観 察 を記 録 してお い たの で 、それ も分析 の際 に参 考 に した。 こ うして8名 の在 日コ
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リア ン高 齢者 と家族 へ のイ ン タ ビュー か ら介護 問題 の基 本 的構 成 要 素 を以 下 の よ うに ま と

め る こ とが で きた。 外 国人高 齢者 の家 族援 助 関係 の調査 研 究 は いま だ十 分 に な され て ない

た め、介護 問題 の 基本 的構 成 要 素 を 明 らか にす るこ との意 義 は大 きい と思 われ る。

表5-12介 護 問題 の基 本 的構 成 要素

① ライ フ ヒス トリー の総括 ② 言語 問題 に よ る孤 独感 ③ 識 字(言 語)の 問題 に よ る介 護保

険 制度 との摩 擦 ④ 自分 の居 場 所 の発 見 ⑤ 無 年金 か ら始 ま る家 族 の負 担 ⑥長 男 ・長女

に対す る愛着 ⑦在 日コ リア ン高齢 者 の本 音

① ライ フ ヒス トリー の総 括 は 、在 日コ リア ン高齢 者 のア イ デ ンテ ィテ ィの基 盤 に あ り、

現 在 の介護 問題 の あ りか た を根本 か ら規 定 して い る要 素 で あ る。 典型 例 と して は次 の よ う

にな る。 戦 前 ない し戦 後 に本 国 にお け る農 村 ・漁村 で の 生活 基盤 を な く して 日本 に渡 って

きた彼 らは、 言葉 や 文 化 や 生活 ス タイル の違 い 、未 就 学 で 技術 を持 た な い(安 い労働 力)状

態 とい った 困難 に耐 え なが ら 日本 で の生活 向上 のた めに生 きて きた。 その こ ど もた ちの教

育 は、経 済 的 な理 由 で 中学校(民 族 学 校 、 日本 学 校)ま で援 助 した が 、 そ の後 は こ ども達 ら

の助 け合 い で 下の こ どもは 高校 ま で進 学 した。 こ どもが成 長 した後 には 、 こ ど もの家事 の

手 伝 いや 、 孫 の面倒 を見 る仕 事 を続 けて いた。 そ の 中で 日本社 会 へ の適 応 を進 め るた め生

涯 学習(日 本語 ・韓 国(朝 鮮)語 の学 習)を しよ うと さえ して い る。また 、身 体機 能 は 弱 くな り、

配 偶者 との 死別 や 家族 の誰 か を事故 あ るい は病 死 で亡 くす 経 験 も して きた。 在 日コ リア ン

高 齢者 の ライ フ ヒス トリー の総括 は以 上 の よ うに な され る。

② 言語 問題 に よる孤 独感 は 、認 知症 に な る と第一 言 語 に 当た る韓 国(朝 鮮)語 に なっ て し

まい 日本 語 しか話 せ ない 周 囲(家 族 、 地域 住 民)と の コ ミニ ュニ ケ ー シ ョンが とれ に くくな

る とい った こ とが 重 な る と在 日コ リア ン高齢 者 に 強 く感 じ られ る。 家族 との コ ミニ ュニ ケ

ー シ ョンが とれ ない施 設入 所 者 は 心理 的 に不 安感 を訴 え てい た。 施設 に入所 してい る在 日

コ リア ン高齢 者 は、入 所 の 前 まで は家 族 と同居 した り、あ るい は独 居 の 生活 を してい た が、

そ の 時点 で も福 祉 の ニー ズ が あ るま ま我慢 しな が ら家族 介護 に依 存 して きた。 そ れ で も在

日コ リア ン高齢 者 は 自力 ま た は他 者(家 族 を含 む 非 専 門家)か らの助 言 で介護 保 険制 度 を利

用 して 、施設 入 所 で きた こ とに満 足 して い る。

③識 字(言 語)の 問題 に よ る介護 保 険 制度 との摩擦 とは、 第1に 、識 字 と言 語 の 問題 の影
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響 で介 護保 険制 度 の認 知度 が低 下 して しま うとい うこ と、第2に 、せ っか く制 度 を利 用 し

て施設 に入所 で きて 、介護 サ ー ビス を受 け る こ とがで き た と して も、介 護者 の使 用 言語 で

あ る 日本 語 や 日本 的特 性 を示 す 態度 や 表現 に威 圧 感 を感 じ、結 局 は 施設 を利 用 しな くな る

とい うこ とで あ る。 後 者 の 問題 は 一種 の アイ デ ンテ ィテ ィ問題 で あ り、 日本 施 設 を利 用 す

る際 、民 族性 が違 う、何 か合 わ な い とい う苦 い経 験 を して、利 用 して いた施 設 を退 所 して

自宅 に 閉 じこも り状 態 にな って しま った ので あ る。 しか し、「故郷 の 家」 とい う在 日コ リア

ン民族 施 設 に入 所 してか らは、在 日コ リア ン高齢 者 は満 足感 を感 じて い る よ うであ る。

④ 自分 の居 場 所 の発 見 とは、施 設 入 所後 の適 応 過 程 にお い て施 設 で 心 がや す ら ぐ場 を見

いだす こ とで あ る。 しか し、そ れ が 困難 な課 題 で あ る こ とは、職 員 との 関係 、利 用者 と家

族 の 面会 数 や 関係 につ い て の語 りや 、 食事 の トラブル につ い て の感 情 的表 現 な どに良 く示

され てい る。 面 会 に よ くこ られ る家 族 には、 外 の風 呂に連 れ て行 くこ とを頼 ん だ り、 自分

の 口に合 わ な いお かず の代 わ りに韓 国風 のお かず を外部 か ら調 達 して くる よ うに して い る。

施 設 にい なが ら外部 か らの援 助 、す なわ ち家 族 の経 済 的援 助 と家 族 の情 緒 的援 助 に よって 、

よ うや く 自分 の居場 所 が発 見 され る とい うのが 現実 の よ うで あ る。

⑤無 年 金 とい うこ とか ら生 じる家 族 の負 担 の 問題 は 、高齢 者 の心配 の 中心 にあ る よ うだ 。

家 族 に 自分 の財 産 を預 けて入 所料 を支 払 って も らって は いて も、金銭 的な 管理 をま かせ て

い るた め家族 へ の負 担 を常 に心配 して い る。

家族 の 中で も⑥長 男 ・長 女 に対す る愛着 が 高齢 者 に は顕 著 に見 られ る。 夫婦 関係 の葛藤

や 、財 産 をめ ぐる事件 な ど、家族 解 体 の要 因 もあ り、新 たな 家族 を形 成 す る とい う経 験 を

した 高齢者 もい る。 そ の よ うな波 乱 に満 ちた 家族 にお い て も、儒 教 的 な価値 観 か ら長 男 、

長 女 に よ り家族 の 関係 が整 理 され る。 家族 の誰 か が リー ダー 的 な存在 にな り、平 等 関係 の

中で財 産 と親 の介護 問題 を論 議 して役 割 を決 めな けれ ば な らな い段 階 に な る と、や は りそ

こで期 待 され るの は長 男 で あ り長 女 で あ る。 こ うい った 家族 の動 きが な い と家族 は介護 問

題 に よって崩 れ て い く傾 向 が あ る よ うだ。

在 日コ リア ン高 齢者 は 日本 とい う異 国 で 家 族 を守 りな が ら逞 し く生 き て き た に もか か

わ らず 、高齢 に なっ たた め家 族 に気 を遣 わ な けれ ば な らない 。 それ は高齢 者 に とってつ ら

い こ とで あ る。 しか しそ れ に もか か わ らず 、 高齢 者 は あ えて 家族 に対 し迷 惑 か けず 自分 も

気 を遣 うこ とが ない場 所 を求 め る。 彼 らはそ の 家族 が施 設 入 所 を決 め た時 、家 族 に 「全 部

任 した か ら」、 「何 も分 か らない か ら」 とい うこ とで 自分 のつ ら さを合 理 化 し、入所 施 設 で
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同 じ民族(文 化)性 を持 つ グル ー プ に入 り、気 楽 に職員 との関係 を維 持 しな が ら生活 を送 っ

てい る。 民族 性 が 同 じ人 々 のい る場 所 、母 国語 を分 か る人 が い る場所 こそ 、本 音 で話 が で

き る心や す ら ぐ場所 な ので あ る。 昨 日ま で 自分 の生 活基 盤 で あ った 地域 とは離 れ て も、 自

分 の アイ デ ンテ ィテ ィが保 持 され るな ら施 設 で も良い とい う気 持 ち も表 現 され てい た。 し

たが っ て、 日本 で 差別 され た こ とに起 因 す る トラ ウマ を持 つ 高齢 者 は、 日本 の施 設 へ の入

所 をタ ブー(taboo)視 す る傾 向 が あ るの は きわ めて 当然 の こ となの で あ る。

第3節 介護 保 険制 度 とアイ デ ンテ ィテ ィ問題

第1節 お よび第2節 にお い て、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題 につ い ての ア ン ケー ト調

査 とイ ン タ ビュー調 査 の結果 を紹 介 して きた が 、そ こか ら明 らか にな った の は介護 問題 の

中心 問題 として、介 護 保 険制 度 の活 用 にかか わ る問題 と、民族 性 や ライ フ ヒス トリー を背

景 に したア イデ ンテ ィテ ィ問題 とが存 在す る こ とで あっ た。 この最 終節 で は 、 これ らの問

題 の検 討 を一層 進 め る こ とに した い。

日本 人 高齢 者 で も介 護 保 険 とい う制 度 が あ るの は わ か って い るが 、 どん な制 度 なの か 、

い ざ とな る と誰 が使 え るの か、 どの よ うに利 用す れ ば い いの か 、な どにつ い て は よ く理解

され て いな い のが 現状 で あ る よ うだ。 言語 の問題 をか か え る在 日コ リア ン高齢 者 が制 度 を

十 分 に理解 で き ない の も無理 はな い。「介 護 保 険 を生命 保 険の種 類 で は ない の か?」 と誤解

す る人 さえ存在 して いた ら しい。 しか し、最 近 は利 用 しない と困 る状 態 にな る と家族 や周

りの人 か らの助 言 が な され るた め 、理解 は進 ん でい るの も事 実 で あ る。 こ こで は① 介 護保

険 制度 の認 知度 、② 高 齢者 福 祉 サ ー ビス の情 報源 につ い て さ らに検討 を深 め る とと もに、

アイデ ンテ ィテ ィ問題 にか かわ る③ 在 日コ リア ン高 齢者 向 けの介護 施 設 の 地域 性 に つい て 、

さ らに は在 宅介 護 の可 能性 の問題 につ い て も考 察す る こ とに しよ う。

①介 護保 険制 度 の認 知 度 につ い て。 介護 保 険 制度 発 足 か ら10年 以 上過 ぎた現 在 で は、

在 日コ リア ン高 齢者 にお い て も高齢 化 は肌 で感 じる よ うな深刻 な家庭 の問題 に な り、認 知

度 が広 が って い る。 『泉 州報 告 書 』 に も示 され て い た よ うに、2007年 当時で も知 って い る

人 が66.8%を 占めて い た。それ で も一 人暮 ら しの 高齢者 の場 合 は知 らな い人 が4割 を 占め

てい た こ とを問題 点 と して指 摘 してお か ね ば な らない。

在 日コ リア ン高 齢 者 に とっ て、社 会 保 障(制 度)を 利 用す る こ とは少 しハ ー ドル が 高 い課
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題 で あ り、 それ ゆ えに 自分 とは関係 が な い と思 って い るので は ない だ ろ うか。 介 護 保 険制

度 を認 知 す るだ けで は十 分 な利 用 は 困難 で あ る。 利 用す るた め には 多 くの 情報 が必 要で あ

る。介 護 支援 専 門員 に任せ れ ばそれ は可能 にな る と思 われ るだ ろ うが 、外 国人 高齢 者 は言

語 識字 の問題 も あ り、 日常生 活 に な じみ の ない 介護 保 険制 度 の情 報 収集 は困難 で あ る。

図5-13介 護 保 険制 度 の周 知 度

■よく知っている

口少しは知っている

■内容は知らない

口まったく知らない

出所:『 泉 州報 告 書』42頁 の資 料 を も とに作 成 。

そ こで 次 に② 高齢 者 福祉 サー ビス に対す る情 報 につ い て見 て み よ う。 在 日コ リア ン高 齢

者 の場 合 、情報 源 は家 族 や親 戚(15.7%)、 テ レ ビ ・ラ ジオ(15.2%)、 市役 所 や府 庁 の広報 時

誌(14.9%)が 同程 度 で あ り、特 に ど こか らも情 報 を得 て い ない 人 は少 ない(5.5%)が 、 そ の

他 の 情報 源 が半数 を 占めて い る(48.7%)。 そ の他 の情 報 源 に は 、民 団 、 民生 委 員 、 医者 、

介護 支 援 専 門員 な どが含 まれ て い る。 な お、 女性 後 期 高齢者 に は 「特 に どこか らも情 報 を

得 て い ない 」 とい う人 が 、男 性 よ りも多 い。

介護 保 険 サー ビス の 中に は、 ホー ムヘル パ ーや デ イ サー ビス な ど横 文 字 が多 くあ る。 日

本 語 が分 か る高 齢者 で も認 知 度 は低 い が 、加 えて識 字 の 問題 を抱 えて い るの で福祉 情 報 を

十 分 に読 めな いの が現 状 で あ る。 病 気 や認 知 症 な どで 生活 が 困窮 し周 囲が 見 かね て 、や っ

と福祉 サ ー ビス につ な げ るこ とが で きた ケー ス も現 れ て い る。

第2節 で介 護 問題 と して 、識 字(言 語)の 問題 や 介護 保 険 制度 の認 知度 を論 じた が、F3

のケ ー スの よ うに退 院 後 す ぐに施 設 に入所 となっ てい た ケー ス もあ る。 この ケ ース で は、

も しそ の地 域 で活動 して い る介護 支 援 専 門員 との連 携 が あれ ば 、在 宅 での介 護 の方 法が 見
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いだ され た か も知 れ ない。 またC1の ケ ー スで は 、母 を介 護 す る必 要 が生 じた こ とが 、 自

分 た ち とは関係 が な い と思 って い た介護 保 険 制度 を こ ど もた ちが勉 強 す る動機 に もな って

いた。

出所:『 泉 州報 告 書』70頁 の資 料 を も とに作 成。

介護 保 険 は幅 広 い数 々 のサ ー ビス を用意 して い るが 、 アイ デ ンテ ィテ ィ問題 に十分 配 慮

した 、在 日コ リア ン高齢 者 を支 え る福祉 サー ビス の基盤 整 備(施 設 の設 立)は 遅 れ てい る。

量 的 に不 足 してい るだ けで は な く、質 的 なサ ー ビスの検 討 が 不足 して い る。 量 的 な 問題 と

して は 、施設 が特 定地 域 に 限定 され て お り、 高齢 者 が施 設 入所 とな る と完 全 に今 ま で住 み

慣 れ た地 域 とは離れ て しま い、 ライ フ ヒス トリー にお い て染 み込 んだ 地域 性 を奪 わ れ しま

うこ とが多 い。 関東 か ら関西 の施設 に入所 す る とい うケ ー ス さえ あ る。 しか も、現在 の介

護保 険制 度 の広 報 に よる情報 の 流れ で は 、た とえ施 設 が あ った と して も、在 日コ リア ン高

齢 者 に は把握 しに くい ので あ る。 外 国人 高齢者 サー ビス の現 状 か ら判 断す る と、 サ ー ビス

の選択 の権利 が なか った 以前 の措 置 制 度 と同 レベ ル に と どま っ てい る と さえ言 え るか も し

れ な い。

在 日コ リア ン高齢 者 の アイ デ ンテ ィテ ィ問題 に配 慮 した施設 の設 立 の努 力 は、 これ まで

にな か った わ けで は ない。実 は25年 前 の1984年6,月18日 に、韓 国社 会福 祉 法人 共 生福 祉

財 団(設 立1928年)の 会長 で あ った 本論 文 第2章 で も紹 介 したサ 基(日 本名 ・田内基)氏

が 朝 日新 聞紙 上 に在 日韓 国老 人 た ち の社 会 問題 解 決 の た め 「在 日韓 国老 人 ホ ー ム建設 」を

提 唱 し、1985年2.月25日 これ に賛 同 した 日本 の財 界 、 文化 界 、教 育 界 、福祉 界 な ど451

人 が発 起 人 とな り、 「在 日韓 国老人 ホー ム をつ くる会 」(初 代 会長:金 山政 英 ・元 駐韓 日本
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大使)が 発 足 した の で あっ た。「在 日韓 国老 人 ホ ー ム をつ くる会」は同胞 を助 け地 域 を豊 か

にす るた め の福 祉 活 動 を継 続 し、1989年 には 大 阪府(堺 市)、2002年 に は兵 庫 県(神 戸 市)

の2カ 所 に施 設 が設 立 され 、 さ らに2009年4月 には京 都 府(京 都 市)に も建 設 され た。 「在

日韓 国老 人 ホー ム をつ くる会 」 以 外 に も在 日 コ リア ン 高齢 者 が密 集 して い る大 阪市 で は

NPO団 体 や 民族 団 体 が小 規模 で はあ るが施 設 を運営 して い る。

表5-15高 齢 者 人 口9万 人 当た りの 事業 所数 の比較

高齢 者 人 口9万 人 当た りの事 業 所 の比 較

介 護 ・介護 予 防

サ ー ビス事 業所

152件

一 在 日 コ リア ン高 齢 者 向 け の 施 設 一

906件

一 日本 人 高齢者 の施 設 一

大 阪 、 兵 庫 、 京 都 、 愛 知 、神 奈 川 、 東 京

(在 日 コ リ ア ン人 口30,000人 以 上 の 地 域)

東京都杉並 区

出所:趙 文 基(2011)46頁 お よび 介護 サ ー ビス情報 公 表 システ ム(第2章 の第3節 参 照)を

も とに作 成。

上記 の表5-15は2011年 度 の 日本 全 国 に あ る在 日コ リア ン向 けの福 祉 事 業所 をま とめた

もの で あ る。 この数 が い か に少 な いか を示 す た め に、高齢 者(65歳 以 上)人 口が在 日コ リア

ン と同 じよ うな都 市 を総務 省 の2011年 の統 計 か ら選択 した ところ、東 京 都杉 並 区 とほぼ

同 じ人 口で あ った。在 日コ リア ン高齢 者 は 日本 人 がい る施 設 は利 用 しない傾 向 に あ る こ と、

杉 並 区 で は施 設 を 日本 人 高齢 者 が100%利 用 す る こ とを前提 とす るな らば、在 日コ リア ン

高 齢者 のた め に存在 して い る事 業所 が い か に量 的 に不足 して い るか は 明 らか で あ り、サ ー

ビスの 選 択 が狭 くな る だ けで な く、入 所 す る の に長 い 時 間 が か るた め家 族 に介 護 疲 れ(負

担)が 生 じ、 共倒 れ す る家 族 が現 れ る原 因 と もなっ てい る。

こ うい った現 実 の 中で は 、在 日コ リア ン高 齢者 が居住 す る地域 にそ うした サー ビス を提

供 す る施 設 を十 分 に整 備 す る こ とは難 しいが 、既 存 の事 業 所 で質 的 サ ー ビス を 向上 させ て

い く方 向 を模 索 す る こ と、 さ らに は新 規 の事 業提 供 団体 の立 ち上 げ を検 討 してい く こ とが

強 く求 め られ てい るので あ る。

在 日コ リア ン高齢 者 の居 場 所 と して求 め られ る環 境 とは、 ま さに 「昔 の記 憶 を意識 で き

る施設 」 で あ り、在 日コ リア ン高齢 者 が持 って い る異文 化 と、老 後 に な って も差別 され な
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い 自分 のア イデ ンテ ィテ ィを傷 つ け ない場 所 で あ る。 それ を求 めて在 日コ リア ンー世 の介

護 を担 うそ の家 族 は 、在 日コ リア ンの文化 的 な雰 囲気 を備 えて い る施設 を捜 し求 めて い る。

もち ろん在 日コ リア ン高齢 者 に とって 、施設 で の生活 が最 善 とい うわ けで は ない。 可 能

で あれ ば住 み慣 れ た家 で在 宅 介護 を うけ るのが アイ デ ンテ ィテ ィ問題 か ら見 て も望 ま しい

だ ろ う。 そ れ で は在 日コ リア ン高齢 者 の在 宅 介護 は どこまで 可能 で あ るの か。 介護 保 険 制

度 におい て 「在 宅 重視 」 の理 念 は あ る もの の、低 所 得者 に とっ て在 宅介 護 の負 担 が軽 減 さ

れ て い ない の で、理 念 とは裏 腹 に施 設 志 向が 強 ま って い る。介 護 保 険 の定 率1割 の利 用者

負 担 の導 入 は 、従 来 の福祉 制 度 の も とで無 料 や低 額 で サー ビス の利 用 が可 能 で あっ た低 所

得 者 の在 日コ リア ン高 齢者 を、 サ ー ビス利 用 の抑制 に向 か わせ てい る。 要 介護 者 の サー ビ

ス利 用 量 が 要介 護度 で はな く、本 人(世 帯)の 支 払 能力 に よっ て決 ま る階層 化 され た介護

シス テ ムで は 、在 宅介 護 を ます ます 困難 に して しま うの で あ る。 数少 ない サー ビス を利 用

す る と して も経 済 的 な理 由で あ き らめて い る在 日コ リア ン高 齢者 も多 い。 調査 に よ る と全

体 の 半数 以 上 が要介 護 認 定 を 申請 して お らず 、 要介護 認 定 を受 けた場 合 で も実 際 に介 護保

険 サ ー ビス を利 用 した こ とが ない 高齢者 が3割 を 占め てい た。 そ の背 景 に は情報 収集 の 問

題 もあ るが 、高 い保 険料 、公 的年 金 の無受 給 が うかが えた17)。 在 日コ リア ン高齢 者 が在 宅

サ ー ビス を利 用 す るに はあ ま りに も障 壁 が高 い の が現状 で あ る。

ま た 、在 宅介 護 の充 実 に 向 けて解 決 すべ き問題 と して 、福 祉 労働 の人 材 育成 を忘れ ては

な らな い。在 日コ リア ン老人 福祉 現 場 の 問題性 はそ の特 性 にふ さわ しい人 材 が 十分 に育成

され てい ない点 に見 られ る。 ホー ムヘル パ ー(訪 問介護 員 。以 下 「ヘル パ ー」)な ど、実 際

の介護 サ ー ビス を担 う介護 労働者 の教 育 の 問題 は重 要 で あ る。 在 日コ リア ン福 祉 現場 に就

職 して、 は じめて在 日コ リア ンの存 在 や そ の介護 問題 を知 る人 が多 くみ られ る が、 そ の よ

うな人 に こそ教 育 が不 可欠 で あ る。 しか し、在 日コ リア ン高 齢者 を介護 す るヘ ル パ ー な ど

の介護 労働 者 の労働 条 件 は 、 日本 の福 祉 現場 と同様 に悪 化 す る中で 労働 者 の 量 の確 保 に追

われ 、質 の 向上 には手 が回 って い ない 。

介護 支 援 専 門員 の場 合 も、介護 報 酬(居 宅介 護 サ ー ビス費等)が 低 額 の た め、 賃金 水 準

が低 く抑 え られ 、居 宅 介護 支 援 事 業者 の側 で も十分 な人 員 配 置 がで きず 、兼 務 が多 くて在

日コ リア ン高齢 者 に対 す る工夫(文 化 的 に配 慮)し たサ ー ビス提 供 が難 しい 現状 に置 か れ て

い る。 地 方 自治 団 体 の権 限 下で行 われ て い る外 国人 高齢 者 の 要介護 認 定調 査業 務 は 、そ の

客観 性 が疑 われ る場 合 が あ りうるが 、それ は認 定調 査員 の言 語能 力 にば らつ き が見 えるた
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めで あ る。 言語 に起 因す る誤 解 を解 消 し うる能力 が求 め られ て い る。 韓 国 ・朝 鮮語 がで き

る相談 員 やヘ ル パ ー の育成 、ア イ デ ンテ ィテ ィ問題 に配 慮 したサ ー ビスの 充実 、適 切 な選

択 を可能 にす る必 要十 分 な情 報 の提 供 、 それ らを実 現 して初 め て、在 日コ リア ン高齢 者 に

ふ さわ しい 介護 保 険制 度 の活 用 が 可能 にな る と思 われ る。
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終章 本論文の達成点と今後の課題

本論 文 で は在 日コ リア ン高 齢者 の介護 問題 に関す る総 合 的研 究 を 目指 し、在 日コ リア ン

の形成 史 、 戦後 日本 社 会 お け る在 日コ リア ン民族 団体 の介護 支援 活動 の歴 史 的展 開 、介護

保 険制 度 と介 護 保 険事 業 計画 の 問題 点 と可能性 、介護 の実 践 現場 の 現状 と課 題 を明 らか に

す る こ とを 目的 としてい た。 本論 文 で は十 分 に探 究 で き なか っ た点 は多 く、 それ らは今 後

の研 究 にお け る課題 と して残 され てい る。そ こで本 章 で は 、本 論 文 の達 成 点 を総括 しつ つ、

達 成 で きな か った 点 も確認 し、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題 の改 善 に 向け て一層 の検討

を進 め てい くた めの諸 課題 を提示 した い。

第1節 本論文 の達成点

まず 、 第1章 「在 日コ リア ンの形 成 と植 民 地朝 鮮 の社 会 事 業」 で は 、在 日コ リア ン高齢

者 の人 生 の 背景 の 一端 を明 らか にす るた め に、戦 前 の植 民地 朝鮮 か ら 日本本 土へ の渡 航 に

つ い て の歴 史 を概観 した。 そ して 日韓 併合 以 来 、 日本 の植 民 地統 治 政策 が生 み 出 した朝 鮮

にお け る貧 困 問題 と渡 航 の 関連 を明 らか に し、社 会 事業 の不 十分 さにつ い て方 面委 員 制 度

を事例 に検討 した。 在 日コ リア ン高齢 者 に とって 「自分 ら しく生 き る こ と」 は どの よ うな

意 味 を もつ の か、 そ の疑 問 か ら、過 去 にお け る在 日コ リア ンの人 生 をふ りか え る必 要性 を

感 じた か らで あ る。 植 民 地朝 鮮 か ら 日本へ の渡航 の背景 に は、貧 民 問題 が あ り、 ま た、植

民 地 の貧 民 救済 は十分 な役 割 を果 たす こ とが で きず 、貧 民の 日本 へ の離 脱 を 阻止 す るこ と

はで き なか っ た。す な わち 、在 日コ リア ンの原 点 で あ る植 民 地朝 鮮 にお け る社 会 事 業 は、

真 に朝 鮮 の 人 々の た め にな る こ とが 目的 で はな く、植 民地 政 策 のた め のイ ンフ ラ構 築 に過

ぎな か った の で あ る。 また 、貧 民形 成 の も う一 つ の要 因 で あ る社 会 事業 の 不十 分 さを、 方

面 委員 制 度 を事 例 に検 討 した。 現在 の在 日コ リア ン高齢 者 は、 その よ うな歴 史 的 背 景 の も

とで 日本 で の生 活 を強 い られ た 渡航 者 で あ る こ とを認 め な けれ ばな らない。 しか し、戦 後

の 日本 は、在 日コ リア ンの社 会保 障 を否 定 し、 国籍 条項 に よ り年 金制 度 か ら切 り離 して き

た。 そ の結果 、在 日コ リア ン高齢 者 は経済 基盤 が ない ま ま介護 サ ー ビス を受 け ざる を得 な

くな っ た。 高齢 者 を支 え る介 護 現場 で は 、介護 に対 す る高 い職 業 意識 を持 っ て任務 を遂 行
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す る こ とが 重要 で あ るが 、在 日コ リア ン高齢者 を介護 す る場合 は、在 日コ リア ン高齢 者 の

人 生 の背 景 で あ る歴 史 的 な経 緯や 民族 的文 化 な どを積 極 的 に理 解 し、在 日コ リア ンの アイ

デ ンテ ィテ ィを尊 重す る よ うな援 助 につ な げて い く必要 が あ る。 以 上 の こ とを在 日コ リア

ンの形 成 史 を た どる こ とに よ って あ らた めて 確認 す る こ とがで きた 。

第2章 「民族 団体 の介 護 支援 活 動(1)在 日本 大韓 民 国 民団 」では 、在 日コ リア ン高 齢者 へ

の介護 支 援活 動 の歴 史 的 展 開 を民 団 の活動 に焦 点 を合 わせ て明 らか に した。在 日コ リア ン

の 日常生 活 支援 か ら高 齢者 の介護 支 援 ま で活 動 を展 開 して きた民 団 の組 織 と運 動 に つい て

概観 し、次 に民 団新 聞 に掲載 され た民 団 の介護 支 援 活動 の記 事 を整理 し紹介 す る こ とに よ

って介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 を示 した。 そ して、 在 日コ リア ン高齢 者 向け の介護 サー ビ

ス事業 所 な どの福祉 団体 の介 護 支援 活 動 の現 状 を、 行政 の介護 情 報 デー タベ ー スの分 析 を

通 して 明 らか にで きた ので あ る。

第3章 「民族 団体 の介 護 支援 活 動(2)在 日本 朝 鮮 人総 連 合会 」で は、在 日コ リア ン高齢 者

へ の介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 を総 連 の活 動 に焦 点 を合 わせ て 明 らか に した。 民団 と同様

に在 日コ リア ンの 日常 生活 支 援 か ら高 齢者 の介護 支 援 ま での 諸活 動 を展 開 して きた総 連 の

組 織 と活 動 を概 観 し、次 に朝 鮮新 報 に掲載 され た総 連 の介護 支援 活動 の記 事 を整理 し紹 介

す る こ とに よって介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 を示 した。 特 に、民 族 学校 と連 帯 した介 護 支

援 活動 で あ る 「ウ リ式 の介 護 」 に つい て紹 介 し、そ の現 状 と課 題 を明 らか に で きた。 す な

わ ち、京都 にお け るエ ル ファの ウ リ式 デイ サ ー ビスは 、在 日コ リア ン高齢者 が介護 保 険 を

利 用す る にあ た って の 問題 で あ る言 葉 の壁 、 文化 の差異 を解 決 す るた め、 ウ リ式 の介 護 の

5要 素 を取 り入 れ てい た。そ の ウ リ式 の介 護(ウ リ友 達 ・ウ リ食 べ 物 ・ウ リ遊 び ・ウ リ環境 ・

ウ リ歌)は 、在 日コ リア ン高齢 者 の 不安 と孤独 を誇 りとや りがい に変 え るこ とをモ ッ トー と

して い た。 こ うして筆 者 は総 連 の在 日コ リア ン高齢者 へ の介護 支 援活 動 にお け る、 民族 教

育 と福 祉 事 業 を強調 した介 護 支援 活 動 の 可能性 を示 す と ともに 、在 日コ リア ン の高齢 者 の

介護 現 場 が 政治 的 体制 の次元 に よ り二 分化 され る傾 向 を克 服 す る必 要性 を指摘 した。 在 日

コ リア ンの介 護 支援 活 動 が直 面 してい る課 題 を、二 つ の 民族組 織 の対 立 に見 出 し、 そ の克

服 の方 向性 を展 望 で き たの で あ る。

第4章 「介護 保 険制 度 と介護 保 険 事業 計画 の問題 点 と可能 性 」で は、在 日コ リア ン高 齢

者 の介 護 問題 の解決 に 向け て介護 保 険 制度 の仕 組 み と介 護保 険事 業 計画 の 問題 点 と可能性

につ い ての検 討 を行 った。 介 護保 険制 度 は、 外 国人 で あ る在 日コ リア ン高齢 者 も加 入 す る
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権利 が あ る制度 として位 置づ け られ て い る。 この介護 保 険制度 を前提 と して市 町村 におい

て作成 され る介 護保 険 事 業計 画 の概 要 を明 らか に し、介 護保 険事 業 計画 の 前提 とな る根本

的な 問題 を指摘 した ので あ る。 そ の 問題 とは、外 国人住 民の 基礎 的 なデ ー タ の把握 の 問題

で あっ た。 そ して 、そ の問題 の解 決 を可能 にす る住 民基 本 台 帳制 度 の動 き を紹 介 した ので

あ る。 さ らに 、地域 の介護 問題 に対 応 し うる介護 保 険事 業 計 画 の可能 性 を一層 高 め るた め

に、地 域 にお け る在 日コ リア ン高齢 者 を支 え る取 り組 み を紹介 し、在 日コ リア ン高齢 者 の

介護 問題 の解 決 に積 極 的 に貢 献 してい る地 域 活動 の検討 を進 め た。 それ らの取 り組 みや 地

域 活動 の成果 が介護 保 険 事業 計 画 に生 か され る こ とこそ 、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題

に対応 し うる介 護保 険 事 業計 画 の 可能 性 を高 めてい く道 で あ る とい う視 点 を確 認 で きた と

思 われ る。

第5章 「介護 の実 践 現場 の現状 と課題 一2つ の社 会 調査 に基 づ いて 」 で は、 高齢 化 が進

む 泉州 地 域 の在 日コ リア ン高 齢者 福 祉 の 実態調 査 と、 当事者 で あ る在 日コ リア ン高齢 者 の

ライ フ ヒス トリー につ い て のイ ンタ ビュー調 査 の結 果 を紹 介 し、在 日コ リア ン高齢 者 の介

護 の 実践 現 場 の現状 と課題 を明 らか に した。 さ らに、2っ の調査 か ら抽 出 され た介護 保 険

制 度 の利 用 問題 とアイ デ ンテ ィテ ィ問題 を取 り上 げ、検 討 を進 めた。 介 護保 険制度 は 日本

人 に とっ て も複 雑 で あ るが 、異 な る民族 性(ア イ デ ンテ ィテ ィ)や 文 化 を持 つ在 日コ リア ン

高 齢者 が利 用す るに は一層 問題 が あ る。 また 、施 設 を利 用 す るに して も、 そ こで在 日コ リ

ア ン高齢者 が直 面す る のが アイ デ ンテ ィテ ィ問題 で あ るか らで あ る。 今 回 の調 査 は き わめ

て限 定的 で 部分 的 な もので あ り、社 会 的保 障 が 十分 な い まま に迎 えて い る在 日コ リア ンの

高 齢化 問題 、経 済 的基盤 が ない ま ま老 後 を暮 らして い る在 日コ リア ン高齢者 とそ れ を支 え

る在 日コ リア ン家族 が直 面 して い る問題 の一 端 を 明 らか に した に とどま って い る が、 この

よ うな調 査 の蓄 積 が不 可欠 で あ る こ とを考 えれ ば、 一 定 の意 義 が認 め られ よ う。

第2節 今後の課題

前節 で 本論 文 の 達成 点 を示 した が、 本論 文 で は十 分 に探 究 で きな か った 点 は多 く、そ れ

らは今 後 の研 究 にお け る課 題 と して残 され て い る。 そ こで本節 では 、在 日コ リア ン高齢 者

の介護 問題 の改 善 に 向 けて一 層 の検 討 を進 め るに あた って の課題 を提示 しよ う。
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(1)日 本 にお け る方 面委 員 制度 の 展 開 につ いて の検 討

本論 文 で筆 者 は 、在 日コ リア ン高齢者 の人 生 の背 景 の一 端 を 明 らか にす るた めに 、戦 前

の植 民地 朝鮮 か ら 日本 本 土へ の 渡航 につ いて の歴 史 を概 観 した。 そ して 日韓併 合 以 来、 日

本 の植 民 地 統治 政策 が生 み 出 した朝 鮮 にお け る貧 困問題 と渡航 の関連 を明 らか に し、社 会

事 業 の不 十 分 さについ て 方面 委員 制 度 を事 例 に検 討 して きた が 、 日本 にお け る方 面委 員 制

度 の展 開 につ いて も明 らか に して い く必要 が あ る。日本 にお い て は、1928年 方 面委 員 が全

都 道府 県 に設 置 され 、1946年 に廃 止 され た。ま た 、そ の方 面 委員 は民 生委 員令 へ の改制 を

経 て 民生 委 員 制度 に改 め られ た。 戦 前 、方 面 委員 の活 動 は貧 民 世 帯(在 日コ リア ン を含 む)

に対す る救 済 を図 る措 置 な どを講 じこ とで あ った。 こ うした 、 日本 にお け る方 面委 員 の活

動 と朝 鮮植 民地 の方 面 委員 制 度 の 展 開 につい て の よ り詳 細 な研 究 を行 い在 日コ リア ン高 齢

者 の人 生 の 背景 とな る歴 史 的 な経 緯 を よ り一 層詳 細 に理 解 し、在 日コ リア ンの アイデ ンテ

ィテ ィ を尊 重す る よ うな支援 につ な げて い く必 要 が あ る。

(2)在 日コ リア ン高齢 者 へ の介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 にっ い て の補 捉 的 な研 究

筆者 は、在 日コ リア ンの高 齢者 の介護 現 場 が政 治 的体 制 の 次元 に よ り二分 化 され る傾 向

を、克 服 す る必 要性 を指 摘 し、在 日コ リア ンの介 護 支援 活 動 が直 面 してい る課 題 を、二 つ

の民族 組 織 の対 立 に見 出 し、そ の克 服 の方 向性 を展 望 した。 しか し、 その研 究 対象 を民 団

と総連 を 中心 に焦 点 を合 わせ た た め 、か えって全 体 像 が 見 えに く くな って い た。 ま た 、民

族 組織 の対 立 に問題 を見 出 し、克 服 の可能 性 を提示 した ものの 両 団体 の介 護支 援 活 動 に関

す る共 通 点 あ るい は相 違 点 まで に は研 究 が進 ん でお らず 、各 団体 の組 織 につ い ての概 観 と

活 動展 開の 紹介 に と どまっ てい るので あ る。 今後 は、 日本 にお け る宗教 団 体や 人権 擁 護 団

体 が行 う介護 支 援活 動 に も焦 点 を合 わせ るこ とや 、 民 団 と総連 の政治 的変化 に対す る議論

や ジャー ナ リズ ムにお け る展 開 を継 続 的 に把握 して い く こ とも筆 者 が研 究 を進 めて い く上

で重要 な課題 で あ る。

(3)日 本 にお け る高齢 者 福祉 政 策 の今 後 の動 向 につい て の情 報収 集 とそ の分析

本論 文 で筆 者 は介 護保 険制 度 、 さ らに は介護 保 険 事業 計 画 につ い て検 討 して きた が、今

後 も変 化 し続 け る と思 われ る高齢 者 福祉 政 策 の動 向 を継 続 的 に把 握 し、明 らか にす る必 要

が ある。 日本 お け る介 護保 険制度 を含 む 高齢者 福 祉 制度 全 般 の最 新 の動 向を十 分 に検 討 す
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る こ とは もち ろん 、地 域 にお け る在 日コ リア ン高齢 者 を支 え る取 り組 み につ い て行 政 や社

会 福祉 施 設 、住 民 、 当事者 へ の調 査 を行 い、 政策 に現場 の声 が反 映 させ る よ うに努 め な け

れ ば な らない。

(4)家 族 介護 に対 す る在 日コ リア ンの新 世代 の意識 調 査

在 日コ リア ン世 代 の ア イ デ ンテ ィテ ィ の変 化 と介 護 に対 す る意 識 変 化 を それ ぞ れ の世

代 に焦 点 を合 わせ検 証 を行 う必 要 が あ る。 この 間、 在 日コ リア ン を取 り巻 く状 況 もまた 大

き く変 化 してお り、高 齢化 問題 、 日本 国籍 取 得 、 日本人 との 国 際結婚 の増加 に よ り在 日コ

リア ン全 体 の人 口は減 少 す る 中で 、家 父長 的構 成 を続 け て きた一 世 とは違 い 、 日本 の社 会

と文化 に慣 れ た二 世 の介護 利 用 も増 えて きた の で あ る。 その よ うな状 況 の 変化 の 中で、在

日コ リア ン高齢 者 の家 族介 護 に対す る あ り方 を検 討 す る必 要 に迫 られ てい るの であ る。

(5)在 日コ リア ン高齢 者 介護 の実 践 の あ り方 と介護 の人材 育成 の仕 組 み の一 層 の探 究

本論 文 で 、介 護 現場 で あ る入所 施 設 サ ー ビスや 在 宅 サー ビス利 用者 の実 態 を 明 らか に し

て きた が、 ま だ不 十分 で あ る。 日本 の介護 保 険制 度 が介 護 予 防 と在 宅 中心 に小 規模 化 され

るな か で、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 予 防 の取 り組 みや その 当事 者 へ の調 査 を行 い 、介護

予 防 の現 場 と当事者 の現 状 を明 らか にす る必 要 が あ る。 さ らに 、在 日コ リア ン高齢 者 の介

護 現場 も、介 護 マ ンパ ワー を要 求 され 、介 護 業務 のな か にお い て も国 際的視 点 を持 たね ば

な らな くなっ てい る。 介護 職 員 が 国際 的視 点 を持っ こ とで 、異 国で 老 後 を迎 える高齢 者 に

対 して、 よ り良い介 護 が提 供 で き るので あ る。 しか し、 日本 人介護 職 員 が 、独 特 の歴 史 的

背 景 を も ち 日本 で の生 活 を強 い られ て い る外 国人 高 齢者 の生活 を理解 す る こ とは難 しい こ

とで あ る。 したが っ て、 介護 マ ンパ ワー の養 成 の 中で 、介護 福 祉 士養 成 カ リキ ュ ラム に国

際社会 福祉 論 、ア ジ アの社 会 福祉 論 な どの科 目を 開講 した り、あ るい は外 国語(中 国 、韓 国 、

ブ ラジル 、フィ リピ ン、ペル ー な ど)の 科 目を教 養 と して 取 り入 れ るべ きで あ る と思 われ る。

以 上 の よ うな介 護 の人 材 育成 の方 法 の検討 も今 後取 り組 ん でい きた い。

在 日コ リア ン高齢 者 も加 齢 につれ て心身 の機 能 が低 下 し、 自立生活 が困難 に な る。 疾 病

に よる心 身 障害 は生活 に困難 を感 じ させ るだ けで な く、生 活 の変 容や 家 族機 能 の変化 を と

もな い、 高齢 者 は家族 内外 にお い て の役割 を失 って い く。 した が って 、在 宅介 護 サ ー ビス

お よび施 設入 所 サ ー ビスの どち らにお い て も、在 日コ リア ン高齢 者 が異 な る人 格 の持 ち主
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で あ り、 生 き方 が 多様 で あ る とい う視 点 か ら個別 化 を徹 底 す る こ とが必 要 で あ る。 在 日コ

リア ン高齢 者 自身 が どの よ うな生活 を したい の か を 自己決 定 す る こ とがで き 、 どの状 況 に

お かれ て も 自分 の アイ デ ンテ ィテ ィ喪 失す る こ とな く生活 が維持 で き るよ うな支 援 の あ り

方 を探 求 して い きたい 。
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博士論文要 旨

在 日コ リア ン高齢 者 の介護 問題

学 籍 番 号09D2102

氏 名 趙 文 基

1.研 究 テ ー マ と方 法

本論 文 は、在 日コ リア ン高 齢者 の介護 問題 に関す る総 合 的研 究 を 目指 し、在 日コ リア ン

の形成 史 、 戦後 日本 社 会 お け る在 日コ リア ン民族 団体 の介護 支援 活動 の歴 史 的展 開 、介護

保 険制 度 と介 護 保 険事 業 計画 の 問題 点 と可能性 、介護 の実 践 現場 の 現状 と課 題 を考察 す る

こ とを 目的 と して い る。 ここで在 日コ リア ン とい う表現 を採 用す るの は、在 日の韓 国 ・朝

鮮 人 を包 括 す るた め で あ り、 大 韓 民 国(RepublicofKorea)も 朝 鮮 民 主 主 義 人 民 共 和 国

(DemocraticPeople'sRepublicofKorea)も 正 式 な英 語 表現 にKoreaを 含 んで い る こ とに

も とつ いて い る。 ちなみ に 、 コ リア は高麗(コ リ ョ)と 言 う李 氏 朝鮮 時 代以 前 の 中世 の統 一

国家(918～1392年)名 か ら由来 してお り、そ こに は南 北 を越 えた統 一 的 なアイ デ ンテ ィテ

ィの歴 史 的根 拠 が示 され て い る よ うで あ る。

日本 で は介 護 難 民 とも呼 ばれ る人 々が存 在 してい る。 介護 保 険制度 が実施 され て12年

目にな るが 、サ ー ビス を受 け る こ とが で き ない介 護 難 民 問題 が顕 在化 し、 そ の 中に は異 国

での老 後 の 生活 を強 い られ た在 日コ リア ン高齢 者 がい る こ とは忘 れ て は な らない の で あ る。

筆者 は、介 護 保 険制 度 が実 施 され る前年 度 で あ る1999年 に、 まだ 十分 に 日本 語 を習 得

しな い まま 韓 国の韓 瑞 大 学社 会福 祉 学 部 の授 業 の一 環 と して 来 日 し、大 阪 で社 会福 祉 実 習

をす る こ とに な り2週 間滞在 し、介 護 保 険制 度 の発 足 に備 えて準 備 中の 日本 の老 人福 祉 施

設 を体 験 した。 施設 の従 事者 た ちは介護 保 険 制度 に移行 す る準備 を しなが ら、新 しい制 度

や ケ アマ ネ ジ メ ン トの枠組 み に対す る認 識 を深 め、 ま た 、 これ か ら要求 され る複雑 な記録

の書 き方 の 問題 な どに不 安 を感 じてい る様 子 で あ った。 その 後 も 日本 の介護 保 険制 度 に対

す る強い 関 心 を も ち続 け、2年 後 再来 日の機 会 を得 る こ とが で きた。 在 日コ リア ン高齢 者

のた め に設 立 され た特 別養 護 老 人 ホー ム 「故 郷 の家 」(大 阪府 堺 市 南 区)で 在 日コ リア ン高
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齢 者介 護 の 担 い手 と して 、現 場 で約5年 間働 きな が ら、在 日コ リア ン高齢 者 とその 家族 と

交 流 した。 さ らに、2008年 に は実践 経 験 を生 か し、介護 支 援 専 門員(ケ ア マネ ジ ャー)の 資

格 を取得 した。 そ の後 、 実践 現場 か ら学 んだ 経験 を生 か し 自分 の専 門性 を高 め るた め に社

会 福祉 教 育 ・研 究 で定 評 の高 い桃 山学 院大 学 で 再び 勉学 の道 を歩 み始 めた。

こ うした経 緯 で在 日コ リア ン高齢 者 に 関連 す る諸 問題 につ い て研 究 を進 め 、現 場 で の実

践 の積 み 上 げ か ら得 た経 験知 を研 究 に反 映 しつ つ 、在 日コ リア ン高齢 者 の介護 問題 に 関す

る総合 的研 究 を 目指 して い る。

2010年 、外 国人登 録 者 の数 を国籍 別 にみ る と、 中国 が68万7,156人 で全 体 の32.2%を

占めて い る。 次 い で在 日コ リア ンが56万5,989人(26.5%)、 ブ ラジル23万552人(10.8%)、

フ ィ リピン21万181人(9.8%)、 ペ ル ー5万4,636人(2.6%)と 続 い てい る。そ の な か には 、

特 別永 住者 資格 を もつ 外 国人 登録 者 が39万9,106人 お り、戦 後 日本 で の生 活 を続 けて きた

在 日コ リア ンは、 そ の99%を 占めて い る(入 国管理 局 、2011)。 ま た、 大 阪 ・兵庫 ・京都 地

域 に29万 人(45%)が 居 住 して い る。 在 日コ リア ンの高 齢化 率 は、2009年 か ら2010年 にか

けて15.7%(2009)か ら18.5%(2010)と2.8%の 増 加 にな って い る。 こ うした 人 口の急 変

の 中で在 日コ リア ンの高齢 化 問題 も起 こって い る。

日本 にお け る在 日コ リア ン高齢 者 の介護 に関す るア カデ ミックな研 究 は、1990年 代後 半

か ら徐 々 に始 ま った。『高齢在 日韓 国 ・朝鮮 人一 大阪 にお け る 「在 日」の生 活構 造 と高齢 福

祉 の課 題 』(庄 谷怜 子 ・中 山徹 、1997)は 、大 阪生 野 区在住 の在 日韓 国 ・朝鮮 人 を対 象 として

実 態調 査 を行 い、年金 受 給年 齢 に達 した者 の うち69%が 無年 金状 態 であ る とい うこ とが 明

らか に な った。 庄谷 らは彼 らの 生活 の特徴 は、 生活 の不 安 定性 、低位 性 で あ る と述 べ、 こ

の不安 定性 、低 位性 の原 因 と して 、 日本 の社 会保 障 の不 備 を指摘 して いた。 この研 究 は、

その後 、在 日コ リア ン高齢 者 の介護 問題 を対 象 に した研 究分 野 で影 響 を与 えて い く こ とに

な った。

運 動 の 分 野 で も在 日コ リア ン民 族 団 体 に よ っ て介 護 に 関す る研 究 が進 め られ て お り、

1990年 初 め、複 数 の民 族 団体 の座 談会 に よって在 日コ リア ン高齢 者 の老 後 の 問題や 介 護保

険 制度 の問題 につ い て の議 論 が 始 ま った。1991年 、 こ うした視 点か ら季 刊 誌 『Sai』 が在

日韓 国 ・朝鮮 人 問題 学 習 セ ン ター に よ って創 刊 され 、 そ の後在 日韓 国 ・朝鮮 人 問題 学習 セ

ン ター はKMJ(社)大 阪 国際理 解 教 育研 究 セ ン ター と改称 され た が、『Sai』 は現在 に至 るま

で刊行 され続 けて い る。
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そ の後 、在 日コ リア ンの若 手研 究 者 や 民族 団 体 に よ る在 日コ リア ン高齢者 に 関す る研 究

の領 域 は、介 護 の み な らず経 済 、居 住 、疾 病 な どに広 が って行 った。 具 体 的 に は、在 日コ

リア ン高齢 者 の介護 ニー ズ と支援 の 問題 、介護 サー ビス の担 い手 としての在 日コ リア ンニ

世 ・三世 の 問題 、介 護 にお け るア イデ ンテ ィテ ィ と文化 問題 、経 済状 況 と社 会 保 障 問題 、

居 住 の 問題 、健 康 の 問題 な どが 取 り上 げ られ て いた 。

2000年 以 降 は、介護 保 険制度 の実施 と ともに研 究範 囲は よ り拡 大 され 多様 化 し、研 究 の

専 門性 も一層 深 め られ て き た。 まず 、 日本 各 地 の在 日コ リア ン高 齢者 の実 態調 査 を実施 し

た研 究 と して は、「大 阪市 の在 日コ リア ンにお ける食 文化 の民族 的 ア イデ ンテ ィテ ィ;川 崎

市 の場合 との比 較 視 点 か ら」(黄 、2001)、 「介 護 保 険 制 度 下 の在 日コ リア ン高 齢 者;2003

年 大 阪生 野 区調 査 か ら」(垣 田、2005)、 『泉州 地域 在 日高齢 者福 祉 実 態調 査 報告 書 』(泉 州

地 域在 日高齢 者 福祉 実 態調 査 実行 委 員 会 、2007)、 「在 日コ リア ン高 齢者 ・日本 人 高齢 者 の

抑 うつ に関 す る比較 研 究 」(文 、2008)、 「福 岡市 にお け る在 日コ リア ン高齢 者 の生 活 と福 祉

サ ー ビスの利 用 に関す る調 査 」(平 野 ら、2008)、 『コ リア ンコ ミュニテ ィにお け る高 齢者 居

住者 の生 活 と住 ま い か らみ た地域 再 生 の課 題;西 成 区在 日コ リア ン多住 地 域 を 中心 と して 』

(こ りあん コ ミュニ テ ィ研 究 会 、2011)な どが あ る。

最新 の研 究 「ケ アハ ウス にお ける在 日外 国人 高齢者 へ の新 た な生活 支 援 の展 開;在 日コ

リア ン高齢 者 のケ アハ ウスへ の リロケ ー シ ョンか ら考 え る」(金 、2012)で は 、ケ アハ ウス

にお け る在 日外 国 人高 齢者 へ の新 た な生活 支援 の可 能性 につ い て、在 日コ リア ン高齢 者 の

ケアハ ウス へ の リロケー シ ョンの事 例 を取 り上 げて 考察 して い る。 そ こで は 、彼 らの老 後

生 活 に求 め られ る新 た な生活 支援 の視 点 と して 、在 日コ リア ン高齢者 の リロケー シ ョンの

あ り方 、高齢 者 の安 らぎ を支 え る文化 的 ケア お よび生活 支援 、 共生 と連 携 の視 点 とい う3

つ が焦 点 化 され て い た。 さ らに、在 日コ リア ン高齢者 は 、彼 らの親 しんだ 文化 や母 語 の環

境 を配 慮 して い る施 設 を選 んだ の で あ るが、 この よ うな環 境 を提 供 してい る施 設 は極 めて

す くない こ とが指摘 され て いた。

筆者 は、これ らの先行 研 究 を踏 ま え て、2009年 か ら現在 まで在 日コ リア ン高齢 者 の福 祉

現 場 と在 日コ リア ン家 族 が直 面 してい る介 護 問題 につ い て研 究 を進 め て きた(趙 、2009)。

介護 保 険 制度 の実施10年 目の2010年 には 、社 会福 祉 にお け る歴 史認 識 を大切 す る視 点か

ら在 日コ リア ンの社 会 事 業史 の 基礎 的 な研 究 を始 めた(趙 、2010)。 こ うした研 究 は、在 日

コ リア ン民族 団体 に よ る高齢 者 へ の介護 支 援 活動 の歴 史 的展 開 を探 る研 究 に ま で拡 大 した
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(趙 、2011)、(趙 、2012a)。 さ らに、在 日コ リア ン高齢者 へ の介護 支 援活 動 の歴 史的 展 開の

研 究 に と どま らず 、介 護保 険制度 と介護 保 険 事 業計 画 の 問題 点 と可 能性 を探究 す る研 究 も

開始 した(趙 、2012b)。 こ うして筆者 は、在 日コ リア ン高齢 者 が 直面 して い る介 護 の諸 問題

の解 決 の方 向性 を究 明 し、先 行研 究 に は見 られ な い達成 点 を 目指 して い るの で あ る。

2.本 論文 の構成 と達 成 点

前 述 した よ うに、本 論 文 で は在 日コ リア ン高齢 者 の介護 問題 に 関す る総 合 的研 究 を 目指 し、

在 日コ リア ンの形成 史 、 戦後 日本 社 会 お け る在 日コ リア ン民族 団体 の介 護 支援 活 動 の歴 史

的展 開、 介護 保 険制 度 と介 護 保 険事 業 計画 の問題 点 と可能性 、介護 の実 践 現場 の現状 と課

題 を明 らか にす る こ とを 目的 と してい る。 本論 文 は 、序 章 、第1章 か ら5章 、 そ して 終章

に よっ て構 成 され て い る。 その 達成 点 は以下 の とお りで あ る。

第1章 「在 日コ リア ンの形 成 と植 民 地朝 鮮 の社 会 事業 」 で は 、在 日コ リア ン高齢 者 の人

生 の背 景 の 一端 を明 らか にす るた め に、戦 前 の植 民 地朝 鮮 か ら 日本本 土へ の渡 航 に つい て

の歴 史 を概 観 した。 そ して 日韓 併合 以 来 、 日本 の植 民 地 統治 政策 が生 み 出 した朝 鮮 に お け

る貧 困 問題 と渡 航 の 関連 を 明 らか に し、社 会 事 業 の不十 分 さにつ い て方 面委 員 制度 を事 例

に検討 した。 在 日コ リア ン高 齢者 に とって 「自分 ら しく生 き る こ と」 は どの よ うな意 味 を

もつ の か、 そ の疑 問 か ら、過 去 に お け る在 日コ リア ンの人 生 をふ りか え る必要 性 を感 じた

か らで あ る。 植 民 地朝 鮮 か ら 日本 へ の渡航 の背 景 に は、貧 民 問題 が あ り、 ま た 、植 民地 の

貧 民救 済 は十分 な役 割 を果 たす こ とが で きず 、貧 民 の 日本 へ の離 脱 を阻止 す る こ とはで き

なか っ た。 す なわ ち、在 日コ リア ン の原 点で あ る植 民 地 朝鮮 にお け る社 会 事 業 は、 真 に朝

鮮 の人 々の た め にな る こ とが 目的 で はな く、植 民地 政策 のた め のイ ンフ ラ構 築 に過 ぎ なか

った の で あ る。 また 、貧 民形 成 の も う一つ の要 因 で あ る社 会 事業 の 不十 分 さを 、方 面委員

制 度 を事 例 に検 討 した。 現在 の在 日コ リア ン高齢 者 は 、 その よ うな歴 史的 背景 の も とで 日

本 で の生 活 を強 い られ た 渡航 者 で あ る こ とを認 め な けれ ばな らない。 しか し、 戦後 の 日本

は、在 日コ リア ンの社 会保 障 を否 定 し、 国籍 条項 に よ り年 金 制度 か ら切 り離 して きた。 そ

の結果 、在 日コ リア ン高齢 者 は経 済基盤 が ない ま ま介護 サー ビス を受 け ざ るを得 な くな っ

た。 高齢者 を支 え る介 護 現場 で は 、介護 に対 す る高 い職 業 意識 を持 っ て任務 を遂行 す る こ

とが重 要 で あ るが 、在 日コ リア ン高齢 者 を介護 す る場合 は、在 日コ リア ン高齢 者 の人 生 の
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背 景 で あ る歴 史 的 な経 緯 や民 族 的文 化 な どを積 極 的 に理 解 し、在 日コ リア ンの アイデ ンテ

ィテ ィ を尊 重す る よ うな援 助 につ な げて い く必 要 が あ る。 以 上 の こ とを在 日コ リア ンの形

成 史 を た どるこ とに よって あ らた め て確認 す る こ とが で きた 。

第2章 「民族 団体 の介 護 支援 活 動(1)在 日本 大韓 民 国 民団 」では 、在 日コ リア ン高 齢者 へ

の介護 支 援活 動 の歴 史 的 展 開 を民 団 の活動 に焦 点 を合 わせ て 明 らか に した。 在 日コ リア ン

の 日常生 活 支援 か ら高 齢者 の介護 支 援 ま で活 動 を展 開 して きた民 団 の組 織 と運 動 に つい て

概観 し、次 に民 団新 聞 に掲載 され た民 団 の介護 支 援 活動 の記 事 を整理 し紹介 す る こ とに よ

って介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 を示 した。 そ して、 在 日コ リア ン高齢 者 向け の介護 サー ビ

ス事業 所 な どの福祉 団体 の介 護 支援 活 動 の現 状 を、 行政 の介護 情 報 デー タベ ー ス の分析 を

通 して 明 らか にで きた ので あ る。

第3章 「民族 団体 の介 護 支援 活 動(2)在 日本 朝 鮮 人総 連 合会 」で は、在 日コ リア ン高齢 者

へ の介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 を総 連 の活 動 に焦 点 を合 わせ て 明 らか に した。 民 団 と同様

に在 日コ リア ンの 日常 生活 支 援 か ら高 齢者 の介護 支 援 ま での 諸活 動 を展 開 して きた総 連 の

組 織 と活 動 を概 観 し、次 に朝 鮮新 報 に掲載 され た総 連 の介護 支援 活動 の記 事 を整理 し紹 介

す る こ とに よって介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 を示 した。 特 に、民 族 学校 と連 帯 した介 護 支

援 活動 で あ る 「ウ リ式 の介 護 」 に つい て紹 介 し、そ の現 状 と課 題 を明 らか に で き た。す な

わ ち、京都 にお け るエ ル ファの ウ リ式 デイ サ ー ビスは 、在 日コ リア ン高齢者 が介護 保 険 を

利 用す る にあ た って の 問題 で あ る言 葉 の壁 、 文化 の差異 を解 決 す るた め、 ウ リ式 の介 護 の

5要 素 を取 り入 れ てい た。そ の ウ リ式 の介 護(ウ リ友 達 ・ウ リ食 べ 物 ・ウ リ遊 び ・ウ リ環境 ・

ウ リ歌)は 、在 日コ リア ン高齢 者 の 不安 と孤独 を誇 りとや りがい に変 え るこ とをモ ッ トー と

して い た。 こ うして筆 者 は総 連 の在 日コ リア ン高齢 者へ の介護 支 援活 動 にお け る、 民族 教

育 と福 祉 事 業 を強調 した介 護 支援 活 動 の 可能性 を示 す と ともに 、在 日コ リア ン の高齢 者 の

介護 現 場 が 政治 的 体制 の次元 に よ り二 分化 され る傾 向を克 服 す る必 要性 を指摘 した。 在 日

コ リア ンの介 護 支援 活 動 が直 面 してい る課 題 を、二 つ の 民族組 織 の対 立 に見 出 し、 そ の克

服 の方 向性 を展 望 で き たの で あ る。

第4章 「介護 保 険制 度 と介護 保 険 事業 計画 の問題 点 と可能 性 」で は、在 日コ リア ン高 齢

者 の介 護 問題 の解決 に 向け て介護 保 険 制度 の仕 組 み と介 護保 険事 業 計画 の 問題 点 と可能性

につ い ての検 討 を行 った。 介 護保 険制 度 は、 外 国人 で あ る在 日コ リア ン高齢 者 も加 入 す る

権利 が あ る制度 として位 置づ け られ て い る。 この介護 保 険制度 を前提 と して市 町村 おい て
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作 成 され る介 護 保 険事 業 計画 の概 要 を明 らか に し、介護 保 険 事業 計 画 の前 提 とな る根 本 的

な問題 を指 摘 した の で あ る。 そ の 問題 とは、 外 国人 住 民 の基礎 的な デー タの把 握 の 問題 で

あ った。 そ して、 そ の 問題 の解決 を可 能 にす る住 民 基本 台 帳 制度 の動 き を紹介 した ので あ

る。さ らに、地域 の介 護 問題 に対応 し うる介 護保 険事 業計 画 の 可能 性 を一 層 高 め るた め に、

地 域 にお け る在 日コ リア ン高 齢者 を支 え る取 り組 み を紹 介 し、在 日コ リア ン高 齢者 の介護

問題 の解 決 に積 極 的 に貢 献 して い る地 域活 動 の検 討 を進 めた。 そ れ らの取 り組 みや 地域活

動 の成 果 が介 護 保 険事 業 計画 に生 か され るこ と こそ、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 問題 に対

応 し うる介護 保 険 事業 計 画 の可 能性 を高 めて い く道 で あ る とい う視 点 を確 認 で きた と思 わ

れ る。

第5章 「介護 の実 践 現場 の現状 と課題 一2つ の社 会 調査 に基 づい て 」 では 、 高齢化 が進

む 泉州 地 域 の在 日コ リア ン高 齢者 福 祉 の 実態調 査 と、 当事者 で あ る在 日コ リア ン高齢 者 の

ライ フ ヒス トリー につ い て のイ ンタ ビュー調 査 の結 果 を紹 介 し、在 日コ リア ン高齢 者 の介

護 の 実践 現 場 の現状 と課題 を明 らか に した。 さ らに、2っ の調査 か ら抽 出 され た介護 保 険

制 度 の利 用 問題 とアイ デ ンテ ィテ ィ問題 を取 り上 げ、検 討 を進 めた。 介 護保 険制 度 は 日本

人 に とっ て も複雑 で あ るが 、異 な る民族 性(ア イ デ ンテ ィテ ィ)や 文 化 を持 つ在 日コ リア ン

高 齢者 が利 用す るに は一層 問題 が あ る。 また 、施 設 を利 用 す るに して も、 そ こで在 日コ リ

ア ン高齢者 が直 面す る のが アイ デ ンテ ィテ ィ問題 で あ るか らで あ る。 今 回 の調 査 は き わめ

て限 定的 で 部分 的 な もので あ り、社 会 的保 障 が 十分 な い まま に迎 えて い る在 日コ リア ンの

高 齢化 問題 、経 済 的基盤 が ない ま ま老 後 を暮 らして い る在 日コ リア ン高齢者 とそ れ を支 え

る在 日コ リア ン家族 が直 面 して い る問題 の一 端 を 明 らか に した に とどま って い る が、 この

よ うな調 査 の蓄 積 が不 可欠 で あ る こ とを考 えれ ば、 一 定 の意 義 が認 め られ よ う。

終 章 「本論 文 の 達成 点 と今 後 の課 題 」 で は、 本論 文 の達 成 点 を総 括 しつ つ 、達 成 で きな

かっ た点 も確 認 し、在 日コ リア ン高齢 者 の介護 問題 の改 善 に 向 けて 一層 の研 究 を進 め るた

めの諸 課題 を提 示 した。す な わ ち(1)日 本 にお け る方 面 委員 制 度 の展 開 につ い て の検討 、(2)

在 日コ リア ン高 齢者 へ の介 護 支援 活 動 の歴 史 的 展 開 につ い ての補 捉 的 な研 究 、(3)日 本 にお

け る高齢者 福 祉 政策 の今 後 の動 向につ い て の情 報収 集 とそ の分析 、(4)家 族 介護 に対 す る在

日コ リア ンの新 世代 の意識 調 査 、(5)在 日コ リア ン高 齢者 介 護 の 実践 の あ り方 と介護 の人 材

育 成 の仕組 み の探 究 で あ る。 以 上 諸 問題 へ の対応 に よ って在 日コ リア ン高 齢者 の介護 問題

の改 善 に貢 献 して い くこ とを今 後 の主 要課 題 としたい。
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(1)日 本 にお け る方 面委 員 制度 の 展 開 につ いて の検 討

本論 文 で筆 者 は 、在 日コ リア ン高齢者 の人 生 の背 景 の一 端 を 明 らか にす るた めに 、戦 前

の植 民地 朝鮮 か ら 日本 本 土へ の 渡航 につ いて の歴 史 を概 観 した。 そ して 日韓併 合 以 来、 日

本 の植 民 地 統治 政策 が生 み 出 した朝 鮮 にお け る貧 困問題 と渡航 の関連 を明 らか に し、社 会

事 業 の不 十 分 さについ て 方面 委員 制 度 を事 例 に検 討 して きた が 、 日本 にお け る方 面委 員 制

度 の展 開 につ いて も明 らか に して い く必要 が あ る。日本 にお い て は、1928年 方 面委 員 が全

都 道府 県 に設 置 され 、1946年 に廃 止 され た 。ま た 、そ の方 面 委員 は民 生委 員令 へ の改制 を

経 て 民生 委 員 制度 に改 め られ た。 戦 前 、方 面 委員 の活 動 は貧 民 世 帯(在 日コ リア ン を含 む)

に対す る救 済 を図 る措 置 な どを講 じる こ とで あっ た。 こ うした 、 日本 にお け る方 面 委員 の

活 動 と朝鮮 植 民 地 の方 面委 員 制 度 の展 開 につ い て の よ り詳 細 な研 究 を行 い 在 日コ リア ン高

齢 者 の人 生 の背 景 とな る歴 史 的 な経 緯 を よ り一層 詳 細 に理解 し、在 日コ リア ン のア イデ ン

テ ィテ ィ を尊重 す るよ うな支 援 に つ なげ てい く必 要 が あ る。

(2)在 日コ リア ン高齢 者 へ の介 護 支援 活 動 の歴 史 的展 開 にっい て の補 捉 的 な研 究

筆者 は、在 日コ リア ンの高 齢者 の介護 現 場 が政 治 的体 制 の 次元 に よ り二分 化 され る傾 向

を、克 服 す る必 要性 を指 摘 し、在 日コ リア ンの介 護 支援 活 動 が直 面 してい る課 題 を、二 つ

の民族 組 織 の対 立 に見 出 し、そ の克 服 の方 向性 を展 望 した。 しか し、 その研 究 対象 を民 団

と総連 を 中心 に焦 点 を合 わせ た た め、 か え って全 体 像 が見 えに く くな って い た。 ま た、 民

族 組織 の対 立 に問題 を見 出 し、克 服 の可能 性 を提示 した ものの 両 団体 の介 護支 援 活 動 に関

す る共 通 点 あ るい は相 違 点 まで に は研 究 が進 ん でお らず 、各 団体 の組 織 につ い ての概 観 と

活 動展 開の 紹介 に と どまっ てい るので あ る。 今 後 は、 日本 にお け る宗教 団体や 人 権擁 護 団

体 が行 う介護 支 援活 動 に も焦 点 を合 わせ るこ とや 、 民 団 と総連 の政治 的変化 に対す る議論

や ジャー ナ リズ ムにお け る展 開 を継 続 的 に把握 して い く こ とも筆 者 が研 究 を進 めて い く上

で重要 な課題 で あ る。

(3)日 本 にお け る高齢 者 福祉 政 策 の今 後 の動 向 につい て の情 報収 集 とそ の分析

本論 文 で筆 者 は介 護保 険制 度 、 さ らに は介護 保 険 事業 計 画 につ い て検 討 して きた が、今

後 も変 化 し続 け る と思 われ る高齢 者 福祉 政 策 の動 向 を継 続 的 に把 握 し、明 らか にす る必 要

が ある。 日本 お け る介 護保 険制度 を含 む 高齢者 福 祉 制度 全 般 の最 新 の動 向 を十分 に検討 す
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る こ とは もち ろん 、地 域 にお け る在 日コ リア ン高齢 者 を支 え る取 り組 み につ い て行 政 や社

会 福祉 施 設 、住 民 、 当事者 へ の調 査 を行 い、 政策 に現場 の声 が反 映 させ る よ うに努 め な け

れ ば な らない。

(4)家 族 介護 に対 す る在 日コ リア ンの新 世代 の意識 調 査

在 日コ リア ン世 代 の ア イ デ ンテ ィテ ィ の変 化 と介 護 に対 す る意 識 変 化 を それ ぞ れ の世

代 に焦 点 を合 わせ検 証 を行 う必 要 が あ る。 この 間、 在 日コ リア ン を取 り巻 く状 況 もまた 大

き く変 化 してお り、高 齢化 問題 、 日本 国籍 取 得 、 日本人 との 国 際結婚 の増加 に よ り在 日コ

リア ン全 体 の人 口は減 少 す る 中で 、家 父長 的 構成 を続 けて きた一 世 とは違 い 、 日本 の社 会

と文化 に慣 れ た二 世 の介護 利 用 も増 えて きた の で あ る。 その よ うな状 況 の 変化 の 中で、在

日コ リア ン高齢 者 の家 族介 護 に対す る あ り方 を検 討 す る必 要 に迫 られ てい るの であ る。

(5)在 日コ リア ン高齢 者 介護 の実 践 の あ り方 と介護 の人材 育成 の仕 組 み の一 層 の探 究

本論 文 で 、介 護 現場 で あ る入所 施 設 サ ー ビスや 在 宅 サー ビス利 用者 の実 態 を 明 らか に し

て きた が、 ま だ不 十分 で あ る。 日本 の介護 保 険制 度 が介 護 予 防 と在 宅 中心 に小 規模 化 され

るな か で、在 日コ リア ン高齢 者 の介 護 予 防 の取 り組 みや その 当事 者 へ の調 査 を行 い、介 護

予 防 の現 場 と当事者 の現 状 を明 らか にす る必 要 が あ る。 さ らに 、在 日コ リア ン高齢 者 の介

護 現場 も、介 護 マ ンパ ワー を要 求 され 、介 護 業務 のな か にお い て も国 際的視 点 を持 たね ば

な らな くなっ てい る。 介護 職 員 が 国際 的視 点 を持 っ こ とで、 異 国で 老後 を迎 え る高齢 者 に

対 して、 よ り良い介 護 が提 供 で き るので あ る。 しか し、 日本 人介護 職 員 が 、独 特 の歴 史 的

背 景 を も ち 日本 で の生 活 を強 い られ て い る外 国人 高 齢者 の生活 を理解 す る こ とは難 しい こ

とで あ る。 したが っ て、 介護 マ ンパ ワー の養 成 の 中で 、介護 福 祉 士養 成 カ リキ ュ ラム に国

際社会 福祉 論 、ア ジ ア の社 会 福祉 論 な どの科 目を 開講 した り、あ るい は外 国語(中 国 、韓 国 、

ブ ラジル 、フィ リピ ン、ペル ー な ど)の 科 目を教 養 と して 取 り入 れ るべ きで あ る と思 われ る。

以 上 の よ うな介 護 の人 材 育成 の方 法 の検討 も今 後取 り組 ん でい きた い。

在 日コ リア ン高齢 者 も加 齢 につれ て心身 の機 能 が低 下 し、 自立生活 が困難 に な る。 疾 病

に よる心 身 障害 は生活 に困難 を感 じ させ るだ けで な く、生 活 の変 容や 家 族機 能 の変化 を と

もな い、 高齢 者 は家族 内外 にお い て の役割 を失 って い く。 した が って 、在 宅介 護 サ ー ビス

お よび施 設入 所 サ ー ビスの どち らにお い て も、在 日コ リア ン高齢 者 が異 な る人 格 の持 ち主
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で あ り、 生 き方 が 多様 で あ る とい う視 点 か ら個別 化 を徹 底 す る こ とが必 要 で あ る。 在 日コ

リア ン高齢 者 自身 が どの よ うな生活 を したい の か を 自己決 定 す る こ とがで き 、 どの状 況 に

お かれ て も 自分 の アイ デ ンテ ィテ ィ喪 失す る こ とな く生活 が維持 で き るよ うな支 援 の あ り

方 を探 求 して い きたい 。
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